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In the beginning was the Thought







「うわああああああああん!!」

　夕焼けに染まる公園で、小さな男の子が盛大に泣なき喚わめいていた。その服は上も下も泥どろで汚よごれ、手足のあちこちには擦すりむいたような傷があった。顔も殴なぐられたのか腫はれてこそいないものの赤くなっている。

「い、痛いの痛いの飛んでいけ～。飛んでいけ～。あうう～。ごめんねごめんね」

　少年の隣となりで涙なみだ目でおろおろしている影かげが一つ。年としの頃ころは少年と同じぐらい、肩かたほどまでの髪かみの毛けをリボンで結んだ、小さな可愛かわいらしい女の子だ。

　少年に比べれば些さ細さいではあるが、女の子の服もあちこち汚れていた。

　少年は、守ろうとしたのだ。

　悪戯いたずらしようとする年上の悪ガキどもから。

　名前さえ知らない、今日会ったばかりの女の子を。

　だが、年の差に加え、多勢に無勢、少年はなすすべなく袋ふく叩ろだたきに遭あった。何度となく地べたを這はいつくばらされた。砂じや利りの味も嫌いやというほど思い知らされたに違ちがいない。

　それでも少年はへこたれなかった。

　いつまで続くやもしれぬ暴力の雨にも、蔑さげすみの言葉にも、決して心折られることはなかった。

　どれだけ殴っても蹴けっても、ふらふらと、しかしその瞳ひとみにはっきりと闘とう志しを漲みなぎらせて立ち上がってくる少年に、ついには悪ガキどもが恐おそれをなした。

「これぐらいにしといてやらぁ」

　そんな定番の捨すて台詞ぜりふとともに悪ガキたちは公園から足早に去っていった。

　仮にこの一部始終をテレビ画面か何かで見ていた大人がいたならば、そのほとんどが少年の勝利と判定したであろう。

　少年の勇気と根こん性じように、賞賛の声を惜おしまなかっただろう。

　ボロボロにされようと。

　一度として反はん撃げきが叶かなわなかったとしても。

「うわああああああん!!　うあああああああああん!!」

　そして全すべてが終わった後、少年が堰せきを切ったように泣き出してしまったとしても。

　彼かれが少女を守ったのは紛まぎれもない事実なのだから。

「泣かないで、泣かないでよぅ。……う、うう……うわあああああああああん!!」

　ずっと少年をなだめようとしていた女の子だったが、どうすればいいのかわからずついには一いつ緒しよになって泣き出してしまった。

　少年に泣くのを止めて笑って欲ほしいのに、今の少女には何の手立てもなく、ただただ無力に泣くことしか出来ない。

　なんで自分はこんなに弱いのだろう。少女は自分が情けなくて情けなくて仕方がなかった。守ってもらっておきながら、何も出来ず一緒に泣くだけなんて。

　そんな自分に比べて、この少年のなんと強いことか！

　テレビに出てくるヒーローのように颯さつ爽そうとはしていなかったけれど。

　敵をやっつけたりはできなかったけれど。

　いかなる逆境にも負けず最後まで挫くじけることなかったこの男の子こそ誰だれよりヒーローに相応ふさわしい。

　その想おもいは強く強く少女の心に刻み込まれた。







オープニングコール







「ふむ、こちらが新しい《オーバーライン》ですか」

　ようやく暑気も気にならなくなってきた九月下げ旬じゆんの某ぼう日じつ、私は目の前に立つスーツ姿の理知的な美女からレポートを受け取り目を通す。

　本名、尼あま塚つか空。ペンネームは空そら乃の瑠雨樹るーじゆ、現げん役えき女子中学生作家、か。名前ぐらいは私も聞きき及およんでいた。不覚にもまだその作品に目を通したことはないのだが、機会があれば読んでみるのもいいだろう。

　まあ、そんなことより今は彼かの女じよの能力のほうが好こう奇き心しんをそそらせる。

　今度は幽ゆう体たい離り脱だつか。相変わらず《オーバーライン》の能力は興味深いものが多い。

「ほう、幽ゆう体たい時は任意の場所に瞬しゆん間かん移動も可能……しかも見ることも聞くこともできる、と。監かん視しという一点に限るなら、覗き見ピーピング以上かもしれませんね」

「そうだね、《力》だけに限るならそうかも。あと覗き見ピーピング違ちがうし。スティールラブだし！」

　美女が、不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。その怜れい悧りな面おも持もちには不似合いな子どもっぽい仕草だ。まあ、歳相応ではあるが。

　口では殊しゆ勝しようなことを言っているが、その表情には絶対の自信がうかがえた。そしてそれが決してうぬぼれではないことも、私は知っている。

　彼女は覗き見ピーピングの《オーバーライン》であると同時に、思いのままに仮想人格を自らの内に作り出せる稀き代たいの天才女優でもあるのだから。

「まだそんなことを言っているのですか？」

　苦く笑しようを零こぼしつつ、私はぱらぱらっと手元のレポートをめくる。『覗き見ピーピング』のページを開き、スティールラブの箇か所しよを確かく認にんしようとして、押おさえられた。

「あなたにしては迂う闊かつだね、小鳥遊たかなしさん。壁に耳あり障子に目あり、でしょ？」

　美女がちらりと尼塚空のレポートに目を向けた後、クスリと笑えみを零す。

　すぐにピンと来る。

　なるほど、これまではこちらが一方的にあちらを監視してきたが、あちらもこちらを監視できるカードを手に入れたことになるわけだ。

「私としたことが……申し訳ありません。確かにこれは迂闊と言われても仕方がありませんね」

「まったくだよ」

　両手を腰こしに当てて、ぷんぷんと美女がほっぺたを膨ふくらませる。

　その仕草を可愛らしいと思うと同時に、一方で魔ま性しようの女だともつくづく思う。

「まったくようやく掴つかめかけてるってのに台無しは勘かん弁べんだよ」

「ほう？　相変わらず仕事が早い」

　私は心から賞賛の言葉をまだ若い彼女に送る。

　私たちはすでに《オーバーライン》の発生原因を突き止めていた。しかし、我わが悲願実現のために必要不可欠な、そう、言うなればパンドラの匣を開ける鍵をまだ見つけることができないでいる。

　その調査は難航を極きわめもうしばらくかかるものとばかり思っていたのだが……？

「来月いっぱいにはなんとかできるんじゃないかな。だからくれぐれも……監視者の正体がバレるようなことはつつしんで、ね？」







ACT1








　あたしはずっと『彼』を視みていた。

　あたしはずっと『彼女たち』を視ていた。

　彼の視界に映る彼女たちはみんな楽しそうで。

　彼女たちの視界には、彼は眩まぶしく映っていた。

　それが少しだけ、羨うらやましくて。

　それが少しだけ、妬ねたましくて。

　そして少しだけ、罪悪感が心を咎とがめたけれど。

　あたしたちにはやらなくちゃいけないことがあるから。

　そのためには必要なことだったから。

　実際、得られた情報は多々あった。

　なにより確証を得られたのが大きい。

　だから、今日もあたしは彼らを覗き見る。









「一〇八式波動球!!」

「信しん司じホームラン!!」

　全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めてオレが放った渾こん身しんの一球は、狙ねらいすました信司の容よう赦しやない一いつ閃せんに捉とらえられた。

　打ち返されたソレは最初こそ勢い良く飛んだものの、空気抵てい抗こうとその軽さによりすぐに失速。

「まだまだだね」

　ひょいっとオレは地面に落ちる前にキャッチする。ふふっ、オレの勝ちだな。

　放課後、オレと信司は廊ろう下かで雑ぞう巾きんとモップによる即そく席せきベースボールに興じていた。

　掃そう除じしていたら、まあ、なんだ、そのまま遊びに移行みたいな？　まあ、よくあることだよな。

　修学旅行中の明あ日す香か先せん輩ぱいとサヤ姉は、今はおそらく京都観光を終え旅館に戻もどろうとしている頃だろうか。聡さと里りも中学で新たにできた友人たちと今日は一緒に遊ぶとのこと。

　まあ、たまにはこうして男同士の友情を深めるのも大切だろう。どうも最近のオレは明らかに女難の傾けい向こうありだし。君子危あやうきに近寄らず、である。

「ってもう六時じゃねえか、やっべえ！　わり、姉ちゃんに殺されるから俺おれもう帰るわ！」

　信司が携けい帯たいを取り出だすや悲鳴じみた声をあげた。慌あわてて教室へ駆かけ戻り机の上に置いてあった制服の上着とカバンを抱かかえて、またぴゅ～っと教室を出て走り去っていく。

　あいつも大げさなやつだな。信司の姉さんたちとは何度か会ったことあるけれど、みんなすげえ優やさしかったぞ？

「オレも帰るかぁ」

　オレは信司の放ほうり捨てたモップを拾って金属製の掃除用具入れに雑巾もろとも放り込み、パパっと帰り支じ度たくを済ます。

　遊びに熱中していて気が付かなかったけれど、いつの間にやら夕日が廊下をオレンジ色に染め上げていた。九月も半ばを過ぎると、日が落ちるのが早くなったなぁと感じる。蒸し蒸しと鬱うつ陶とうしい残暑も落ち着きようやく涼すずしさを感じられるようになっていた。

　校内には人ひと影かげが見当たらず、物音もなく、まるでこの世界にオレ一人が取り残されたような気がしてくる。

　明日香先輩は、こういう物もの寂さびしさを、ずっと抱えて生きてきたのだろうか。そう考えると胸がきゅっと締しめつけられた。

「『待て。その人を殺してはならぬ。メロスが帰って来た。約束のとおり、いま、帰って来た』」

　静せい寂じやくを破って遠くから聞こえてきた芝しば居いがかった朗々たる声に、オレは思わず足を止めた。聞き覚えのある声だったからだ。

　導かれるように、オレは声のした方向へと足を向ける。家に帰ったって別にすることないしな。少しぐらい寄り道してもいいだろう。

　階段を降りると、それまでの静けさとは打って変わってガヤガヤとした活気が伝わってくる。

「あの教室か」

　好奇心から覗きこみ、息を呑のむ。

　正直、圧あつ倒とうされた。

「『私だ、刑けい吏り！　殺されるのは、私だ。メロスだ。彼を人ひと質じちにした私は、ここにいる！』」

「かお……る……？」

　教きよう壇だんに立ち懸命な声を上げていたのは、オレのよく知るクラスメート明あけ智ち薫かおるだった。

　体操服に身を包つつみ、肩ほどまでの長さの栗くり色いろの髪の両りよう端たんをリボンで結んだ、猫ねこを思わせるような大きな瞳が印象的なオレの女友達。オレの記き憶おくと、目の前にいる少女の外見は完全に一いつ致ちしている。

　しかし、そこにいたのは、オレのまったく知らない女の子だった。

「『セリヌンティウス。私を殴れ。ちから一ぱいに頬ほおを殴れ。私は、途と中ちゆうで一度、悪い夢を見た。君が若もし私を殴ってくれなかったら、私は君と抱ほう擁ようする資格さえ無いのだ。殴れ』」

　時代がかり日常から乖かい離りした台詞せりふに、芝居だということはすぐに気付けた。無学なオレでもすぐにピンとくる。『走れメロス』だよな、これ。教科書にも載ってたし。

　つまり、これは虚構だ。そう……わかっているのに、その声にこもった情感に引きずりこまれる。

　オレの知っている薫は、ちょっとお茶ちや目めで、フランクでサバサバしてて、女の子ってことを感じさせないどこか中性的なところがある少女ではあった。だが、今はいつにも増して実に男らしい。その表情の作り方が、些細な仕草の一つ一つが「男」を感じさせた。

　まるで別人格が憑ひよう依いでもしたかのようだった。俳優なんかがインタビューで、役に入ったら、なんて話はよく聞くけれど、こういうことかと実感する。姿形は一緒なはずなのに、なかなかイコールに結びついてくれない。

　教壇には薫の他ほかにも数人の女子がいて、それぞれ芝居している。しかし、その力量の差は歴然だった。照れがあるのか思い切りが悪かったり、逆に気負いすぎていたりで、どこかたどたどしく、薫と比べるとあまりに不自然さが際きわ立だっている。

　自然、オレの視線も薫へと向けられる。その一挙一投足から、目が離はなせない。食い入るように、オレは薫の演技に没ぼつ頭とうした。

「…………ふうっ」

　大きく息を吐はき、薫がうつむけていた顔を上げると、悪戯っぽさと明るさの同居した笑みを浮うかべた、いつもの彼女に戻っていた。

　ぱちぱちぱち！

　衝動に突き動かされるままに、オレは痛いぐらいに手を打ち鳴らしていた。

「えっ！　えええっ!?　カッちゃん!?」

　びくぅっと身体をのけぞらせ、薫が大きく目を見開く。

　そして、教室にいる二〇人ぐらいの女子から一いつ斉せいに好こう奇きの視線を向けられていることにオレは遅おくればせながら気づいた。

「んん？　なになにぃ？　薫の彼かれ氏しぃっ？」

「やるじゃん、演劇一筋に見えて、油断ならないなぁ」

「へ～、こういうのが薫の好みなんだぁ？」

　じろじろと遠えん慮りよなく観察される。これじゃあさながらモルモットだ。

　しまった、つい感動して……この考えるより先に行動してしまうのはほんとオレの悪いクセだよなぁ。

　いつもこれでドツボにハマってるんだから、いい加減、学習しろよ、オレ。

　おっと、とりあえずオレのことより──

「あ、わり、薫。なんか誤解──」

「きゃああ！　ダーリン、来てくれたんだぁ♡」

　ってなんで嬉うれしそうに抱だきついてくる!?

　頬ずりするな、胸を押しつけてくるなぁ！　……こいつ、胸けっこうあるのな……ってそうじゃなくて！

　くそぅ、こいつが一番油断ならない。

　オレは慌てて薫の両りよう肩かたを掴んで、ぐいっと引っぺがす。

「あンっ！　もうカッちゃんってばて・れ・や・さん♡」

「やめろ、甘あまったるい声を出すな。背筋が寒くなる」

「さむって!?　さすがにそれは酷ひどくないかな、かなぁ!?」

「最近、その手の誤解で散々な目にしかあってねえんだよ！　だいたいなぁ、立場が逆だろ。このひとたちに誤解されて困るのはおまえのほうだろうが」

　薫が演劇部所属だということを、オレは遅おそまきながら思い出していた。ぶっちゃけ帰宅部のオレとは接点のない人達だけど、薫は毎日放課後、顔を付き合わせることになる。だというのになんで率そつ先せんして誤解を深めようとするのやら。

「え？　ぜんぜん困らないよ？」

　きょとんと首を傾かしげる薫に、オレもはっと目を向ける。

　何の気負いもなく、不自然さもなく、ナチュラルにさらっと言い切ったぞ、今。

　誤解されてもいいって、もしかしてこいつ、オレのこと……

「だって、それでカッちゃんが修しゆ羅ら場ばってくれるなら安いものかなって」

「もっと自分大事にしろよ!?」

「他人の不幸は蜜みつの味って言うじゃん？」

「ごめん、他人を大事にして！」

「獅し子しは大事な我が子こを千せん尋じんの谷へと突き落おとす」

「それ単なることわざだから！　実際に獅子はそんなことしないから！」

「ほんと大好きだよカッちゃん♡」

「オレをいじるのがかっ!?」

　連続ツッコミでぜーぜー息を荒あらくするオレに、薫がくすくすっと悪戯っぽい笑みを零している。

　内心で、オレはほっと安あん堵どを覚えてもいた。すっかりいつも通りの薫だったから。神がかった演技を見たせいで、目の前にいるはずの薫がさっきからリアリティのない存在に思えて仕方なかったのだ。

「でも、真ま面じ目めな話、カッちゃんのためにもなると思うんだよ。言うでしょ。若いうちの苦労は買ってでもしろって」

「違う！　そのことわざの言わんとするところと、はっきりとはいえないがニュアンスがかなり違う気がする！」

　若い内に苦労しておくと、人間的に大きくなったり問題解決能力がついたりするとかそういう意味だったはずだ。

　もっとこう、より良い未来に向けて頑がん張ばるための言葉だったはずだ。

　浮うわ気きの冤えん罪ざいをかけられて複数の女性から責められる経験とか、何か将来に役立つイメージがぜんぜん湧わかないしっ！

「いやいや、絶対役に立つって。カッちゃんがハーレム体質だってもう証明されてるじゃん」

「……え？」

　薫の言葉に、ぎくりとオレの身体が硬こう直ちよくする。

　まあ、その、なんだ、どうもここ最近のオレはモテ期って言うの？　そういう一生に一度あるかないかっていう幸運な状じよう況きよう──いや、肝かん心じんの片かた想おもいの相手明日香先輩には誤解されまくりだからむしろ不幸か──にあるのだけど。

　それに関して、サヤ姉がなんか電気陰いん性せい度の人間版、みたいな眉まゆ唾つば論まで振ふりかざして、まるでオレが行く先々で女の子をたらしこむようなドン・ファン女たらしだ、と先月証明していたのだ。

　まあ、ほんと眉唾なんだけどな！　断じてオレは認めてないし！

　ただ、その場には薫はいなかったはずで──

「あんだけ綺き麗れいどころ周りに侍はべらせておいて、なぁに鳩はと豆まめな顔してるかなぁ？」

「あ、ああ、そういうことね」

「ん～？　他にも心当たりあるわけ～？」

　じと～っとした視線を薫から向けられる。まあ、口元はニヤついてるから冗じよう談だんだってすぐにわかるからいいけど。

　最近のオレは周りから女性関係で責められることが多すぎて……こいつみたいに唐から竹たけを割った感じで付き合えるヤツの存在にはほんと癒いやされる。

「こらこら、二人が仲良いのはわかったから、そんなに見せつけないでくれないかなぁ？」

「そうそう、ここには年上なのに独り身っていう、さびし～い先せん輩ぱいたちがいっぱいいるんだぞ～？」

「というわけでさくっとそのちょっとワイルドな感じの子、紹しよう介かいしてくれるかな～？」

　いつの間にか演劇部の女子たちが、オレをとり囲んでいた。まるで決して逃にがすものか、とでも言いたげに。

　その目がみな、好奇心でぎらついている。

　助けを求めるように、オレはチラリと薫に視線を向け──

「見た見た？　今、目と目で会話してたわよー」

「うんうん。もうラブラブって感じ～」

　──どんどん誤解が広がっていってるし!?

　な、なんか藪やぶをつついて蛇へびを出してしまったか？

「ねえねえ、薫とはどこまでイったの～？」

「どこもイってません！　薫とはただの友達ですっ！」

　きっぱりはっきりとオレは言い切る。

　女の子たちの勢いにたじろぎそうになるけれど、ここでうろたえたら逆に誤解は深まってしまうのが目に見えている。

　泥どろ沼ぬまに陥おちいらないよう毅き然ぜんと対応するんだ！

「そんなっ！」

　ガーンっとすげえショックを受けたような声とともに、薫がよろよろふらついた足取りで数歩後ろに下がる。

　あ、なんかヤな予感……

「夏休み、夕暮れの砂すな浜はまを一緒に歩いたあの熱～い一日はなんだったの!?　あれは遊びだったの!?」

「ばっ！　またおまえは誤解を招……」

「「「きゃああああっ!!　一夏のアバンチュール!!」」」

　オレの否定の言葉は、女の子たちの歓かん声せいにあっけなく掻かき消けされた。

　さすが青せい陵りよう高校演劇部ぇ……毎日発声練習を欠かしていないのか声量がとにかくバカでけえし。

　もう燃料は十分という感じで、その後は女の子たちはオレを囲みつつもオレを無視してきゃいきゃい思い思いのことを口走りつつ盛り上がっていく。

「……おい、ほんとどうすんだよ、これ」

「え～？　ボク、嘘うそは一つも言ってないし～」

　ぺろっと確信犯が舌を出す。

　確かに、オレが薫と砂浜を一緒に歩いたのは紛れもない事実だ。けどな、ほんと歩いただけだし！　それを「遊びだったの!?」とか、おまえ、まさしく海水浴あそびに来てただけだろうが！

　ああ……今いま更さらながらによくわかった。こいつ、先日オレが知り合った女の子の同類だ。後先なんか考えずとにかく楽しさ優先。

　まあ、アレよりは世慣れしてるというかはるかにみんなに馴な染じめているけれど、だからこそ余計にタチが悪い！

「ふふっ、まあみんなももう少ししたら落ち着くだろうし、その時にはちゃんとネタばらししてあげるから」

「ほんとだな!?　ちゃんとしろよ！　先輩やサヤ姉の耳に入ったらこっちは洒落しやれにならないんだからな！」

　オレが切実にそう訴うつたえると、薫が芝居がかったように掌てのひらで目元を覆おおい、大げさに顔を振って嘆く。

「もう完全に飼いならされてるんだね、カッちゃん。ああっ、ワイルドだった君はいずこへ……」

　ほっとけ！　最近、命の危険すら感じ始めてんだっ！

　四の五の言ってられねえんだよ！







　オレたちの住む街は人口五〇万人程度の、都会過ぎず田舎いなかすぎることもない地方都市だ。

　歴史的な庭園や寺社が多く残っていることで小京都なんて呼ばれている。まあ、調べてみたら「小京都」なんて呼ばれてる街は複数あるみたいなので、まさしくほんとどこにでもある街──

　──のはずだった。

　オレもつい最近知ったのだけれど、世間にはまったく知られていないのだけれど、ただひとつだけ、この街には世界でもおそらくは唯ゆい一いつであろう特異な点があった。

　なぜかこの街では、幼少時に心的外傷を負った者がその「心の原風景」の時に抱いた願望を叶える形で、何らかの超ちよう能のう力りよくが発現するケースが多発していた。

　しかも、従来知られているような超能力とは一線を画したレベルの能力者だ。世界的に見ても極めてレアな存在に違いない。もしかするとほぼゼロかもしれない。

　そこから考えれば、こんなちっぽけな街に一〇人前後の強力な超能力者がいるというのだ。何らかの原因があることはほぼ間ま違ちがいないだろう。

　そこに目を付けたのが、小鳥遊たかなし京きよう水すいという世界的実業家だ。この男は超能力者を《オーバーライン》と呼び、いろいろ調べている。オレの周りにいる《オーバーライン》の少女たちのこともきっちり監視しているようで、正直胸むな糞くそ悪くて仕方がない。

　オレとしては何とかしたいんだけどどうすることもできなくて、内心、忸じく怩じたる思いを抱えていた。

　サヤ姉によれば、その小鳥遊の放った監視者も《オーバーライン》とのことだけど──

「えいっ」

「うひゃひゃうっ！　って薫！　何しやがる!?」

　いきなり両りよう脇わきをくすぐりやがって。

　しかも今、むにゅっと背中になんか柔やわらかい感かん触しよくがあったぞ！

　思わず飛とび離れて振り向むくと、薫は小首を傾げて、

「ん～、なんか声かけても反応しないしさー。てへぺろ」

「くすぐる前にいろいろあるだろ、普ふ通つう！」

「いやー、これが一番好感度上がるかなって」

「いきなり二次元かよ！　やめてソレ系、今ほんとトラウマだから！」

「でも、やっぱりフラグは立てとかないと」

「まだ続けるかゲーム脳！」

「そして背後から忍しのび寄よる影」

「なにぃっ!?」

　もしや先輩!?

　びびくぅっとオレは首がむち打ちになりそうな勢いで背後を振り返かえる。

　しかしそこには誰の姿もなく街灯がほんのり照らす薄うす暗ぐらい街路だけが広がっていて──

「ぷっ、あはははははははっ!!　やっぱり飼いならされてるーっ！　犬だ、パブロフの犬だーっ！　あはははははっ！」

　心底楽しそうな笑い声に、オレは遅まきながら騙だまされたことを悟さとる。顔がカ～っと暑くなったのは恥はずかしさからかはたまた怒いかりか。

　……両方だな。

　にゃろう、どこまでもひとをコケにしやがって。

　さっきの演劇部の一幕も思い出し、ムカムカが収まらない。一応、なんだかんだで薫は誤解は解いてくれたけど、先せん輩ぱい方がたは結局半信半疑って感じで、なんか時限爆ばく弾だんを抱えたような心境だ。

「くそ、報復がてら演劇部の先輩方にあることないこと吹ふき込んでやりてぇ」

　まあ、やらないけどさ。明日香先輩じゃなくても三倍返しでオレが凹んでる未来しか視えねえし。

「楽しそうね～、あんたら」

　呆あきれたような声が割り込んできた。

　薫の隣でロングな茶ちや髪ぱつの女の子がやれやれと肩をすくめて溜ため息いきなんかついている。少々濃こい目めの化け粧しよう、かなり派手な容姿をしている。オレのクラスメートにして、薫の中学時代からの親友、藤堂貴たか子こだ。

　かなり性格の違う二人だけど、だからこそ気が合うのか、クラスでもたいてい二人でいることが多い。今日も帰宅部だっていうのに薫をわざわざ待っていたりと、軽そうな見た目とは裏腹にけっこう友だち思いで微笑ほほえまし──

「でも気をつけなよぉ、薫。こいつ女癖ぐせ悪いって最近ウワサだよ？　美少女ばっかりとっかえひっかえ。あたしの耳に届いてるだけでももう六人……」

「あることないこと吹きこまないでくれる!?」

　とっかえひっかえなんてしたことないしっ！

　いや、オレの周りにいるのが美少女ばっかりってことは否定しないけど。

「あによ、この青陵一の情報通、藤堂貴子様がガセに躍おどらされるわけないでしょ。複数の筋からそういう情報が得られてるから確度はかなり高いはずよ！」

「いつの間に上級職にクラスチェンジしてんだよ、おまえ」

　夏休み前ぐらいまではまだクラス一だったような気がするぞ。

　まあ、ンなことはどうでもいいんだけど──

「はあ……」

　オレはげんなりと肩を落とす。

　ちくしょう、先輩一筋貫つらぬいてるはずなのに、なんでそんな複数筋から流れる噂うわさにまでなってんだよ。おかしいだろ、絶対！

　もはや《運命の悪あく魔ま》の悪意を感じるレベルである。

　落ち込むオレの肩に、ポンっと柔らかな手が添そえられた。

「ふふ、大だい丈じよう夫ぶ、ボクはちゃんとわかってるから」

「か、薫っ！」

　思わず感かん涙るいにむせび泣きそうになってしまった。

　そうだよそうだよ。こいつとは夏休みに、みんなで一緒に遊んだりしてたもんな。オレが先輩一筋なことも知っている。

　たった一人でも、真実をわかってくれるひとがいる。それだけでオレの心は軽くなる。やっぱり薫はいいヤツだ。

「ボクは七番目でいいからね？」

「ってぜんっぜんわかってねえじゃねえか！」

「わかってるよ？　新参者がでしゃばっちゃいけないとか。処世術の基本だよね」

「いいえ、わかってないわ、薫」

「貴ちゃん？」

「貴女あなたは四番目よ！　ちゃんとさっきの六人の中に数えられてるの」

「衝しよう撃げきの真実！　ボクって都合のいいオンナだったんだ！」

「もうどっから突っ込めばいいんだ……」

「ちょっと。突っ込むとか真っ昼間からエロトークはやめてよね」

「斜ななめ上うえに取るな、この耳みみ年どし増ま！」

　これだから情報通は。脳腐くさってんじゃねえのか、おまえ！

　あー、腐るで嫌なこと思い出しちまったし！

「オレこっちだから。じゃあまた明日な」

　ちょっと遠回りになるけれど、さっさと別れることにした。君子危うきには近寄らずだ。

　なんつーか、薫と藤堂のチームワークが鉄てつ壁ぺきすぎる。完全にオレにとってアウェイで、ひたすらオレがいじられ続けるのは勘弁だった。

　明日香先輩、オレはもう疲つかれたよ……。

　そんなこんなで二人と別れて数分ほどてくてくと歩いてふと気づく。

「……七番目でいいからね？」

　さっきはあまりの会話のカオスっぷりに気が付かなかったけれど、奇くしくもそれは、カジノ船から助けた直後の聡里が、海の見える公園でオレに対して言った印象的な言葉に酷こく似じしていて……。

　いや、こんなのは定番ともいうべきからかいのネタで、被ることなんかぜんぜんおかしくはないんだけれど、単なる偶ぐう然ぜんの一致だってわかってるんだけど。

　なぜか心に妙みようにひっかかった。







『こんばんは、カーくん。元気してるかなー？』

　やたらハイテンションな声が、着信ボタンを押すなり携帯から流れてきた。

　かけてきたのはオレの片想いの相手、そして今は遠い京都の空にいる観かん田だ明日香先輩だった。

《絶対不可避の不吉を告げる魔女》だった出逢ったばかりの頃ころはどこか暗い陰かげを背せ負おっていたものだけど、最近はとみに明るくなってきている。とは言え、今日の先輩はいつにもましてはっちゃけている感じだった。

　机の上に目を向けると、目覚まし時計は八時半を示していた。食事も終わって就しゆう寝しん時間まで自由時間ってところ、かな？

『お風ふ呂ろがすごかったんだよ。岩に囲まれた本格露ろ天てん風ぶ呂ろっ！　そこから見える景色が絶景なの！』

「そ、そうなんですか」

　なんかさっきまで入浴していたっぽいーっ！

　ああっ！　本能が半強制的に先輩が露天風呂でかぽーんってお湯をかぶっている光景を脳内再生し始めちゃったんですが！

　何やってんだよ、本能。そんなことでどうする？

　オレに足りないものは、それは！

　情熱・思想・理念・頭脳・気品・優ゆう雅がさ・勤勉さ！　そしてなによりもォオオオッ!!

　経験が足りない!!

　背中だけじゃなくて前もちゃんと映せこら！

『……カーくん？　おーい、返事ないぞー』

「あっ、す、すいません」

『いったいどう「はっ、どうせお風呂って言葉に反応してエロ妄想してたのよ。帰ったらぶっとばす」』

　携帯から先輩とは違ちがう、実に聞き覚えのある殺気を帯びた声が漏もれ聞こえてくる。

　また寿じゆ命みようを縮めてしまった……。

「さ、サヤ姉も近くにいるんですね」

『あ、うん。代わろうか？』

「いえ、いいです」

　今代わったらどんな罵ば詈り雑ぞう言ごん浴びせかけられるかわかったものじゃない。

　サヤ姉は夏休みが明けたばかりの不調がもう嘘みたいに、むしろ以前より覇は気きに満みち溢あふれ、最近は体育祭・文化祭の準備に精力的に動いているらしい。

　その代わりに、秘書の涼すず原はらさんや聡里の話じゃ、自宅地下の研究室には足を踏ふみ入いれなくなったみたいだけど……。

　サヤ姉だって人間だ。入院騒さわぎで、それを嫌ってほど思い知らされた。きっとまだ、割り切れない感情も多分抱えている。でもそれはサヤ姉が自身で解決するべきことで、今更オレが蒸むし返していいものでもないんだろう。

『もう、そんなツレないこと言ってると、またサヤ拗すねちゃうよ？　「あ、明日香っ！　なにカー坊に吹き込んでるの！」ふふ、なんのことかなー？』

　オレを完全に置いてきぼりにして、電話先がきゃいきゃいし始めたんですけど。

　入院騒ぎ以来、明日香先輩とサヤ姉がなんか急激にその仲を深めたんだよなぁ。今だって呼び捨ててるし、敬語もなくなってるし。先輩の中にあったサヤ姉への遠慮という名の壁はもうほとんど取とっ払ぱらわれたらしい。

　うん、仲良きことは美しきかな、なんだけどさぁ。なんでオレと先輩の仲は一向に進まないわけ!?

　し、嫉しつ妬となんてしてないけどさ！

『カーくん、知ってた？　ぷぷっ、サヤってばね、お風呂上がりにバストアップ体そ「あんたいい加減にしときなさいよ、明日香ぁっ！」あっ、ちょっ！　まだわたしが「問答無用！　カー坊！　明日香の左胸にはハート型の……」わきゃあああああ！　それは内ない緒しよの約束ーっ！「先に仕し掛かけてきたのはあんたでしょうがーっ！」』

　ハート型のなんだーっ!?

　めちゃくちゃ気になるんですけどーっ！　でももう電話口からはドタバタとした携帯を奪うばい合あう音しか聞こえてこない。まあ、漏れ聞こえてくる声はちょっと乱暴だけど弾はずんでいて、二人共じゃれあってるだけってのはすげえ伝わってくるんだけど。

　うん、ほんと、仲いいですよね、貴女たち。それはわかりましたから少しは通話先のオレが男だってことを思い出してあげてください。

　悶もん々もんとして、今夜はとても眠ねむれそうにありません。







「おはよう、カー兄」

　淫いん夢むにうなされた欲朝、いつものように玄げん関かんのドアを開けると聡里が立っていて、微笑みながら声をかけてきた。

「おお、今日は犬耳か」

「うん、しかもただの犬耳じゃなくて常時垂れ耳状態のロップイヤー型」

「相変わらず凝こってるなぁ、サヤ姉」

　凡ぼん人じんのオレにはよくわからんこだわりがある。

　かつて、聡里は他人の心が読める《オーバーライン》だった。その《力》を封ふう印いんしているのが、この犬耳を象かたどった脳波感知バンドである。これがなくてはオレたちは心を読まれることに、聡里は他人の心を読んでしまうことに怯おびえ、とても日常生活など送れなかっただろう。

　最近は中学でも友達が出来たみたいで、それなりに楽しくやれているみたいだ。

「ん？」

　ふと、聡里がオレの顔をじ～っと見上げていることに気づく。

　なんだ？

「カー兄、お弁当つけてどこいくの？」

「は？　お弁当？」

　そんなもの、どこにも取り付けた覚えなどないが。

「ここだよ」

　ひょいっと聡里がオレの口元に手を伸のばし触ふれたかと思うと、引っ込めたその指先には米こめ粒つぶが一つ。

「サヤ姉に教えてもらったんだけど、こういうのをお弁当つけるっていうらしいよ？」

「そ、そうか」

　……家出る前に母さんがニヤニヤしてたのはこれか。教えてくれたっていいだろうに。恥はじをかく息子むすこの身にもなってもらいたい。

　聡里は少しだけ表情を赤らめつつその米粒を口に運び、くすくすと楽しそうに笑えみを零こぼす。

「ほんと、しょうがないなぁ、カー兄は」

　おかしい。こいつはオレより二歳とし年下のはずなんだけど、なんかすっかり立場逆転してないか？

　むう、このままじゃオレの年上としての威い厳げんが……

「そして、これが今日のカー兄のお弁当」

　そっと聡里がオレに長方形の包みを差し出してくる。

　はい、もうすでにそんなもんはなかったですね。最初こそ料理の練習という名目で受け取っていたお弁当だったが、もはやすっかりこれなしでの学校生活は考えられなくなってしまっている。

　最近、とみにオレの身長が伸びているのも、これのおかげがけっこうある気がするし。

「サンキュな。いつもすまないねぇ」

「それは言わない約束だよ、おにいちゃん。『男の心を掴つかむには胃い袋ぶくろを掴め』って言うしね」

「冗談はともかく、もらってばかりじゃ悪いしなぁ。なんかほしいものとかあるか？　お返しになんか買ってやろうか？　高いものは無理だけど」

「別にいい。ついさっき返してもらったから」

「は？」

「ふふふっ」

　意味ありげな微び笑しようを浮かべつつ聡里が歩き出し、オレも慌てて後を追う。

　聡里は足取りもなにやら軽い感じで、凄すごいご機き嫌げんな様子だった。うん、田舎で逢あったばかりの頃はほんと無表情なやつだったけど、最近はけっこう笑え顔がおを見せてくれるようになったなぁ。

「なんかいいことでもあったのか？」

「ついさっきあったね。あとはそう、カー兄と初めて二人きりで通学路を歩けること、かな？」

「あー……」

　学校行くときはサヤ姉といつも一いつ緒しよだったからなぁ。サヤ姉が入院してる時はちょっと聡里とはぎくしゃくしてしまって、こいつ先に行っちゃってたし。今はもうすっかり元通りだけど。

　そのまましばらく聡里とたわいない会話に興じていると、いつも明日香先せん輩ぱいと待ち合わせしている駅に通りかかった。

　修学旅行の日程は二泊はく三日。当然、明日香先輩の姿はそこにはなく──

　昨日、声を聞いたばかりだというのに、急に寂さびしさが募つのり出す。遠えん距きよ離り恋れん愛あいはたいてい失敗すると言われるのが、少しわかった。たった数日でもこれだもんなぁ。

　ぎゅううううっ！

「あたたたた！　何しやがる聡里!?」

　いきなり耳たぶを思いっきり引っ張りやがって！

　見れば先さき程ほどまでの好機嫌も一転、じと～っとした目で睨にらまれてる。

　え？　なぜに？　オレ、今回はほんとに何にもしてないよな？

「カー兄？　聡里は三番目でいいとは言ったけれど、二人っきりの時に他の女のこと考えてるのを許すほど寛かん容ようじゃあないよ？」

「うっ……」

「ほんと、しょうがないなぁ、カー兄は」

　聡里が両掌を天に向け、やれやれと肩かたをすくめる。

　なんだろう？

　まったく同じ台詞なのに、なんかニュアンスが微び妙みように異なるような。
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　さっきがどこか母親が手のかかる子どもに対して言うかのような声こわ色いろだったなら、今のはまるで浮うわ気き性しようの亭てい主しゆを嘆くかのような……

　イヤイヤマサカソンナ……ネ。







　九月も半ばを過ぎると、教室も随ずい分ぶんと過ごしやすい気温に落ち着いてくる。ようやく秋って感じがしてくるな。

　春しゆん眠みん暁あかつきを覚えず、というけれど、秋もそれに勝まさるとも劣おとらないとオレは思う。

　というわけで適度に居眠りしつつ授業をやり過ごし、気が付けばいつの間にやらお昼となっていた。

　そう言えば実は吉きつ報ぽうがある。二学期に入ってからというもの、昼休みいつもオレを追いかけ回していた剛ごう田ださんがプロとしての活動を本格化し、学校に来ることが少なくなった。まあ、三年生だし、卒業日数さえ確保できればって考えなんだろう。

　ようやく、本当にようやくと言うべきか、おかげで最近のオレは明日香先輩と一緒に昼食をとれるようになったのだ！

　まあ、サヤ姉や信司も一緒で、二人っきりってわけじゃないけれど、それでも進展と呼んでもいい大きな一歩だ。

　もうなんつーかあれだね。オレにもつーいーに運が巡めぐってきたってところかな。やっぱり毎日、好きなひとと一緒にご飯を食べられるってすげえ幸せなんだよ。

「だっていうのに、はぁ……」

「こらこら、楽しい食事時にため息とかやめてくれないかな？　ご飯が不味まずくなるじゃない」

　ふと見れば、くっつけた机の向こう側で、薫が露ろ骨こつに嫌いやそうに顔をしかめていた。

　明日香先輩とサヤ姉が留守ということで、今日は教室で食事をとることにしたのだ。未だトラウマはオレの心に深く刻み込まれている。信司と屋上で二人っきりなんて、じんましんが出かねない。

　そんな折り、薫に「一緒に食べない？」と声をかけられ、渡わたりに船とばかりに飛びついたという次し第だいである。

「こんな美少女二人と一緒に食事ができて、いったい何が不満だってのよ、ねぇ？」

「うんうん、まったくだよ」

　藤堂が不満そうに唇くちびるを尖とがらせ、薫も同意とばかりに首しゆ肯こうする。

　自分で言うなよ、と喉のど元もとまで出かかったがなんとか抑おさえる。

　高校に入ってからというもの、とんでもない美少女とばかり出逢ってるせいでまったく意識していなかったんだけど、まあ、実際、藤堂だって十分すぎるぐらいに美人と言っていいレベルなのは間違いないしな。

「おまえ、贅ぜい沢たくもほどほどにしねえといい加減刺さされっぞ？」

「もう刺されてるっての。別件で。おまえに似たヤツに」

「……思い出ださせんなよ」

　オレがすかさず反はん撃げきすると、信司は苦虫を噛み潰したような顔をした。やはり数日間の鑑かん別べつ所しよ生活はあまりいい思い出ではなかったらしい。

　ふん、振ってきたのはおまえからじゃねえか。オレだっていろいろ大変なんだっての。

「はは、そういやあんたら、警察沙ざ汰たに縁えんがあうげぇ！」

　藤堂が弁当箱を開けるなり、それまでの言葉を中断して女子にはあるまじき悲鳴をあげた。

　中身を確かく認にんしてみると、二段重ねのお弁当の一方には白ご飯、もう一方には豚ぶたばら肉の生しよう姜が焼きに鶏にわとりの唐から揚あげ、ボイルしてバターで炒いためたとおぼしき人にん参じんとポテト、他ほかにはトマトや厚焼き玉子などが綺麗に盛りつけられている。どこもおかしいところは見当たらないごくごく普通のお弁当である。

「お肉多い～。ダイエット中だから入れないでって言ったのに～」

「なんだよ、ンなことかよ」

　拍ひよう子し抜ぬけしたようにオレ。いきなり変な声出すから何事かと思ったじゃねえか。

　だいたい藤堂は太っているようにはとても見えない。むしろスラリとした体型だ。ダイエットなんかぜんぜん必要ないだろ。

「ンなこと～？　あんたは知らないから言えるのよ」

　こいつわかってないなぁ、と言いたげなわざとらしいため息。

　さすがにオレもちょっとカチンとくる。

「はっ、おまえのほうこそ情報通を気取ってるくせに知らねえみたいだな。女が思ってるほど男はガリガリには興味ねえんだぜ？」

「それぐらいあんたごときに教えてもらうまでもなく知ってるってーの。ほれ」

　藤堂がスマホを慣れた手つきで操作し、画面をオレに突つきつけてくる。そこには見慣れない制服を身に付けた、ふくよかというよりはどっしりした感じの三つ編みの女の子が写っていた。

　まったく見覚えのない娘こだ。あれ？　けど、この顔ってちょっと、え？

「も、もしかしてこれ……おまえか？」

「そうよ。太りやすい体質だから注意してないとすぐ……」

「そ、そうか……」

　思わず何度も携けい帯たいに映る女の子と今の藤堂を見比べる。体積で言えば半分ぐらいになってねえか、これ。

　軽けい薄はくそうな外見からは想像もつかないが、こいつけっこう努力家で我が慢まん強づよいのかもしれない。よほどの精神力がなければこれだけのダイエットを成なし遂とげるのは難しい。

　ううむ、ちょっと藤堂に対する認にん識しきを改めないといけないな。人ってやっぱり見かけによらない。

「だっていうのに、うちの家族ときたら父さんも母さんもアニキどもも、そろってその辺無む頓とん着ちやくでこってりした脂あぶらっこいもの大好きな肉食系で、ダイエットで食べたいものを我が慢まんしているあたしの前でがつがつがつがつ……」

「悪かった！　オレが悪かったぁっ！」

　どんよりと怨えん嗟さのオーラをまとい始めた藤堂に、オレは慌あわてて机に額をこすりつけて謝あやまり倒たおす。

　人間って、いろいろあるんだな、ほんと。

「よし、じゃあそのお肉とボクの煮に豆まめを交こう換かんしよっか」

「おっ、薫さぁんきゅー」

「そのトレードが成立するのが女子だな～」

　豆をどれだけ積み上げたところで豆は豆、トレードを受け入れる男子は相当限られるだろう。

　肉は王様なのだ。肉に代われるのは肉のみなのである。

「だが、豆類はカロリーに比して良質なタンパク質を多く含ふくんでいるから、ダイエット食品としては定番らしいぞ。大豆なんかは畑のステーキの異名があるほどだ」

「その通りよ。なかなかわかってるじゃない。タンパク質は身体を作る栄養素なの。カロリー制限中でもしっかり摂とるのがダイエットの基本ね」

「ああ。その基本を守らないと、ダイエットに成功しても髪かみや肌はだの質が悪くなり本ほん末まつ転てん倒とうということになりかねない」

　信司と藤堂がダイエットトリビアトークを繰くり広ひろげ始める。っていうか藤堂はわかるんだけどなんでそんなに詳くわしいんだよ、信司？

「へー、豆ってすごいんだね。あ、ふふふ」

　きらーん。なんか薫の瞳ひとみが悪戯いたずらっぽく妖あやしく光る。かと思ったらこれまた意味深な目配せを藤堂へと送るではないか。

「ほら、豆か。この豆がええのんかぁ？」

「そう、そうよ、豆が、豆がいいの～！」

「ではこうしてくれる。ほれほれ」

「ああっ、そんなにいっぱい、ら、らめ～っ！」

「おまえら、息ぴったりだな」

　ちょっとだけ前まえ屈かがみになりつつ、オレは心底げんなりした声をあげる。見れば隣となりでは信司もなんとも言えない複雑そうな顔で同じく前屈みになっている。

　わかってる。ネタでやってるってことは嫌ってほどわかっているんだ。やってることは藤堂の口に煮豆をあーんしてるだけだし。

　それでも反応してしまう若さが憎にくい。

「でも、ダイエットっていろいろ気を遣つかわなくちゃいけないんだねー」

　のほほんとしたことをのたまいつつ、今度は藤堂のお弁当から肉をぱくぱくぱくぱく勢い良く口の中に放ほうり込んでいく薫。

　実に美味おいしそうに食べる姿はリスなんかを連想して見てて非常に微笑ましいのだけど、友人としては微妙に心配になってくる。

　さらに言えば薫のお弁当はただでさえ、女子がよく使ってるようなこぢんまりとしたヤツじゃなくて、運動系の男子が使うような、大容量で飾かざり気けのない代しろ物ものだし。

「おまえ、そんなに食べてて大だい丈じよう夫ぶなのか？　文化祭で人前に出るんだろ？」

「えっ!?　ボク太ってる!?」

「いや、ぜんぜん太ってないけどさ」

　背筋もピンとしていて姿勢がいいから、むしろその立ち姿はいつ見ても惚ほれ惚ぼれする。

　……胸も適度にあるし。

「食べなきゃもたないんだよ。演劇部は一応文化系に属ぞくしているけれど、消費カロリー量はぶっちゃけ運動部並だから。家帰ってお風呂入ってご飯食べたら、もう速そつ攻こうでベッドにダイブな毎日だよ」

「へー、そんなに大変なのか。確かに昨日の練習見てても大声張り上げたり動き回ったりしてたもんなぁ」

「それだけじゃないよ～。劇で使う大道具小道具は全部自作だからね。まあ、ほとんどは裏方組がやるんだけど、ボクたち舞ぶ台たい組も少しは手伝うから。こういう大工仕事がけっこう体力使うんだよ！」

　ボクな彼かの女じよはガテン系らしかった。







「『疑うのが、正当の心構えなのだと、わしに教えてくれたのは、おまえたちだ。人の心は、あてにならない。人間は、もともと私欲のかたまりさ。信じては、ならぬ。わしだって、平和を望んでいるのだが』」

「『なんの為ための平和だ。自分の地位を守る為か。罪の無い人を殺して、何が平和だ』」

　上級生の男子に向けて、威い勢せいよく薫が吼ほえる。

　帰っても特にやることもなく暇ひまだったので、オレは演劇部の見学へと洒落こんでいた。

　まあ、演劇にはまったく興味ないんだけど、さ。

　薫の演技に魅みせられたっていうか、吸い寄せられるようにこの場所に足が向いたのだ。

「ほんと上う手まいな、あいつ……」

　薫の役どころはメロス。言うまでもなくこの話の主人公だ。一年生で主役に抜ばつ擢てきされるだけはあるなと思う。

「甘あまいわね、技術だけじゃないわ。薫には天性の華はながあるの」

　五分ほど前に来て、なんとはなしに隣となりで一緒に見ていた藤堂が、肩にかかった茶髪を後ろに流しつつしたり顔をする。

　しかし華、か。なるほど、確かに。

　演劇部だけあって、綺き麗れいな女の子はいっぱいだ。でも舞台栄えというのかな、薫だけ存在の「格」が違う。

　オレの顔見知りが薫しかいないってせいもあるかもだけど、自然と視線が引き寄せられてしまう。

「昨日に引き続きそんな熱心に……あんた、ほんとに薫をハーレムに連れ込む気？」

「……藤堂、おまえとはじっくり話し合わなければいけないような気がする」

「っ！　まさかあたしにまで手を出すつもりなの!?」

「だからその辺の誤解を話し合わなくちゃいけないっつってんだよ！」

「誤解？　薫に手を出す気はないって言いたいわけ？」

「だよっ！　やっとわかってくれたか」

「ええ、つまり……本命はあたしだったのね!?」

「ンなわけあるかぁっ!!」

　自意識過か剰じようもいい加減にしやがれこんちくしょう！

　ううっ、女の子を毒どく牙がにかけたことなんて一度たりとてないのに。なんでこんな女と見れば手て当あたり次第みたいに思われてんだよ、オレはぁ。

「えー、でも男の子って本当に好きな子には逆に手が出せなくなるって言うじゃん？」

「それは間違っちゃいないけど！　いないけど好きじゃないヤツに手を出すほどオレは節操なしじゃないから！」

「ちょっとぉ、好きじゃないとかなに薫に失礼なこと言ってんのよ」

「おまえに言ってんだ。お・ま・え・にっ！」

「ふ～ん、じゃあ薫のことは好きなんだ？　我を忘れて見惚れてたもんね～？」

「あ……う……」

　思わず言葉に詰つまる。

　藤堂の言うとおりあそこまで薫の演技を息を呑のんで鑑かん賞しようしといて興味がないなんてあまりにも嘘うそくさい。

　見ればしてやったりと言いたげに、藤堂がニヤニヤと底意地悪くほくそえんでいる。ぐああ、ハメられた。

　ここまでオレを完かん璧ぺきに誘ゆう導どうするとは……藤堂、恐おそろしい娘っ！

「……あくまで友達として、だからな」

　唇を尖らせて、ぶすっとオレはつまらなそうに言葉を返す。いろいろわかった上でオレをからかってるっぽいんで、あれこれ説明するまでもないだろう。

　ったく、さすが薫の親友だけあるぜ。

「てかおまえ、こんな時間までいるってことはなんか部活入ってんのか？」

「ん～、どこも入ってないよ～」

「じゃあわざわざこの時間まで薫待ってんのか？　ならあいつと一緒の演劇部に入りゃいいのに」

「チッチッチッ、あたしはあんたなんかと違ってやらなくちゃいけないことがあるのよ」

　思いっきり見下したような顔で藤堂が舌を鳴らし、唇の前で人差し指を振ふる。うん、見た目馬ば鹿かそうなこいつにされるとなんか腹立つな。

　でもやらなくちゃいけないこと、ねぇ？

　チャラそうな見た目に違たがわず藤堂はけっこう人付き合いがいいし、そしてチャラそうな見た目に似合わず、成績は学年トップクラスと頭もかなりいい。なんだかんだで頼たよりにされてるヤツだ。

　来週には体育祭があるし、来月には文化祭も控ひかえている。その辺りの関係で精力的に頑がん張ばってたりするのか？　もしそうならオレはこいつを見直さなくては──

「学校中の噂という噂を収集するという高こう尚しようなる使命がね！　というわけで面おも白しろそうなネタない？　ない？　本命がいるのに二ふた股また三さん股またかけてるような……あ、いた」

「『あ、いた』じゃねえええっ!!」

「ん～？　じゃあほんとのとこはどうなの～？」

　オレの怒ど声せいにも怯ひるむ様子もなく、むしろにまぁっとあくどく嗤う藤堂。

　あーくそさっきからやりにくいったらないな、こいつ！　こっちが突っ込まざるをえないネタを振ってきておいて、それで言げん質ちを取って真実を探さぐろうとしてくる。

　校内一の情報通と吹ふい聴ちようするだけはあるってことか。

「……ったく、そんなに醜しゆう聞ぶん集めが趣しゆ味みなら、新聞部でも入ればいいじゃねえか」

　質問には答えず、話をそらすオレ。

　どうもこいつも愉ゆ快かい犯はん的というか、面白さ優先な印象があるからな。本当のとこを話したところで大衆受け狙ねらってあることないこと歪ゆがめられるような気がしてならない。沈ちん黙もくは金なり、だ。

　藤堂はオレが手に乗らなかったのが悔くやしかったのか「チッ」と軽く舌打ちした後、

「あ～ダメダメ。誰だれそれくんがどこそこの大会で優勝しました～、とか、清く正しく生きることの素す晴ばらしさを美び辞じ麗れい句くで並べ立てるとか、そんな品行方正なクソつまらない記事書く趣味ないの。あたしが興味あるのは醜聞よ、醜聞！」

「……ほんと下世話なのな、おまえ」

「はっ！　わかってないわねー。現代は情報戦が最重要なの。情報を制するものが世界を制すの！　具体的には弱みを握にぎってふふふふふ」
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　悪びれるどころかむしろ胸を張って、ガッと拳こぶしを握り力説する藤堂。

　うわぁ。正直、ちょっとドン引きなんですけど。薫のやつ、よくこんなのと親友やってられるなぁ。やっぱ人がいいというかなんというか。

「あれ、また観みに来てくれたの？」

　薫が教室の窓まど枠わくに身体を突き出すようにもたれかかり、嬉うれしそうに声をかけてきた。どうやら藤堂とやりあっているうちにいつの間にやら部活の時間は終わっていたらしい。

　……とりあえず、まあ、なんと言いますか。

　薫は明日香先輩や希き優ゆさんと比べるとそりゃボリュームが慎つつましいと言わざるをえないけど、それでも年ねん齢れいからしたら十分大きく、そしてその姿勢はなんというか下から押おし上あげられ強調されるんで視線のやり場に困るんですよ。

　うん、率そつ直ちよくに言って胸が！　ほんともう少し、自分が女だってことを意識してほしいよなぁ。無防備すぎる。

「まあ、なんとなく、な」

　そう、本当になんとなく。帰かえり際ぎわ、ちらっと様子見のつもりだったのに、魅み入いってしまっていつの間にやら時計は六時を回っていた。

「ところで上手く演技するコツ、なんかあるなら教えてくれよ。信司あたりをからかう時にでも参考にするから」

　冗じよう談だんっぽくおどけた感じでオレは言う。面と向かって絶賛するのはちょっとこっぱずかしいし、な。

　そんな適当な話題ふりのつもりだったんだけど、そういえばオレは考えてることがすぐに周りにバレちゃうタチだ。

　聞いておいて損はないかも。

　薫は少しだけ意外そうに瞳を瞬まばたかせると、にっこりと天使のように柔らかに微笑む。

「ああ、それは女になればいいんだよ。女は生まれながらの嘘つきで、だからこそ、生まれながらの女優なのさ」

　そう言い切った後、「あっ」と何かに気づいたように薫は声を上げ、ついで、厳しい顔を作った。

　ふんぞり返り、ふてぶてしく嗤わらって言う。

「『疑うのが、正当の心構えなのだと、わしに教えてくれたのは、おまえたちだ。女の心は、あてにならない。女は、もともと私欲のかたまりさ』」

「あ、さっきの……」

　先程の劇の、薫の相手役が口にしていた台詞せりふだった。ちょっとアレンジされてるけど。

ぶっちゃけ役を演じる本人より薫のほうがはるかに上手く、思わず身が縮こまるような威圧感に押しつぶされそうな錯さつ覚かくさえ覚えた。

　一拍ぱくの絶ぜつ妙みようのタメの後、実に重々しく、威厳たっぷりに薫は最後の締しめを口にした。

「『信じては、ならぬ』」







「いらっしゃいませ。か～……くんっ！」

　どんっ！

　叩たたきつけられたコップから水が勢いよく飛び散り、テーブルクロスに転々と染しみを作っていく。

　身を縮こまらせつつおそるおそる見上げると、緩ゆるやかなウェーブのかかった長い髪と、グラビアアイドルもかくやというナイスバディな美女がにこやかに微笑んでいた。

　……口元がちょっと引ひき攣つってるけど。目も笑ってないけど。

　このひとは、海かい原ばら希優さん。以前、オレが勤めていた海の家の看かん板ばん娘むすめで、今はこの喫きつ茶さかりおすとろの看板ウェイトレスさんだ。まだ勤めて一月にも満たない新人だけど、すでに彼女目当ての固定客がオレが知ってるだけでも二〇人は下らないという人気者である。

「いくら明日香が修学旅行で留守だからって、この店で堂々と浮うわ気きなんてやるじゃない」

　そして、明日香先輩の親友だったりする。

　ううっ、むしろだからこの店にしたのに！　どこの馬鹿が、本命の女の子が子どもの時から常連していて、しかも親友が勤めているお店をデート場所に選ぶというのだ！

　察しのいいこのひとならそれぐらい汲くんでくれると思ったのにぃっ。

「おお……このひとは愛人[image: ]５」

「愛人違う！」

　震ふるえた声で呟つぶやく藤堂に、間かん髪はつ容いれずオレは叫さけぶ。

　ヤツのニヤニヤした顔からからかっているのはわかっていたのだけど、突っ込まずにはいられなかったのだ。

　ちくしょう。そういう噂撲滅のためにここを訪おとずれたのに！

　さすがに学校中にオレが女たらしだなんて妄もう言げんが出回ってる現状はどうにかしたい。噂うわさというのは得てして尾おびれ背びれが付くものだ。このままじゃ根も葉もないネタで明日香先輩やサヤ姉からお説教を食くらうなんてことにもなりかねない。

　藤堂はいわゆる情報通だ。言いい換かえるなら、こいつはどでかい情報発信源とも言える。

　こいつにそれとなく、『あくまでオレとオレの周りにいる女の子たちは友達で、まだ誰ともそういう関係にはなってない』という情報を流してもらい、さらに噂が大きくなる前に収しゆう拾しゆうしておこうと思ったのだ。

　まあ、実際、オレはまだ誰とも付き合ってるわけじゃないし。

「あなたたちは６と７ってとこ？」

　冷ややかな声で希優さんが訊きく。

　ううっ、なんだろう。まだパフェとか食べてもいないのに寒気がするんですが。オレ、もしかしてなにか地雷踏んでたりする？

「はーい、ボクはむぐぐっ」

「おまえは少し黙だまってような～」

　ノリノリで名乗りを上げようとする薫の口をオレは即そく座ざに押さえつける。

　絶対、「捨てられた元カノです」とか「愛人二八号です」とか火種を投入しようとしていたに違いない。いい加減、学んだよ。

　とりあえず変なこと口走る前に防げたので一安心ってところか。ふふっ、ここのところ誤解を受けまくる日々だからな。オレだってちったあ成長してるんだよ。

「……浮気現場確認、と。明日香に写メしないと」

「なんでぇっ!?」

　オレ、未然に防いだはずなのにっ！

「なに女の子の唇に気安く触れてるのかな、君は？」

「だああっ！」

　慌てて飛とび離はなれるオレ。つい男友だちの感覚で墓ぼ穴けつ掘ほっちまったぁ。

　でもだったらいったいさっきはどうすれば良かったんだよぉ!?　口を押さえずに言葉を止める手立てなんてオレには思いつかないんですけど。

　なんでどんどん思おも惑わくと外れた方向に進んでいく？

「ん～？　君、どっかで会ったこと、ない？」

　薫の顔をじ～っと凝ぎよう視しし、希優さんが訊く。

　ああ、そう言えば、薫と藤堂は、オレと希優さんがバイトしていた海の家に遊びに来たことがあったっけ。

　たった一度しか会ったことがない人間の顔をしっかり覚えてるって、さすが客商売のプロフェッショナルというか。

　そのことを伝えると、「ああっ！」と希優さんが手を打った。

「そっかそっかあの時の……。でもあれ？　それだったら隣の娘にも見覚えあるはずだし、うーん……」

　その後も希優さんはしきりと首を傾かしげていたのだけれど──

「おーい、希優くん。これ運んどくれ」

「あ、はーい、わかりましたー。ってそだった。油売ってる場合じゃなかった」

　店長に呼びかけられ、希優さんは「あちゃ～」と舌を出す。

　食事時を迎むかえているかりおすとろは、お客さんでいっぱいだ。確かにオレたちと呑のん気きに話していていい状じよう況きようではない。

「とりあえず今回は見み逃のがしてあげるけれど、あんまり明日香を心配させちゃだめだよ？」

　つんっとオレのおでこを人差し指でつついて、希優さんは厨ちゆう房ぼうへと急ぎ戻もどっていく。

　う～ん、相変わらず子供扱あつかいだなぁ、オレ。

「希優くん？　人差し指、切ったのかい？　そのわりにはニヤけた顔してるけど」

「いえ、何でもないんで気にしないでください」

「はっはっはっ、ずいぶんと甘酸っぱそうだねぇ？」

「て、店長っ!?」

　厨房では店長と希優さんがなにやらなごやかに談だん笑しようしていた。しかもおい、なんか希優さん、慌てた素そ振ぶりを見せてるぞ。

　あの希優さんを手玉にとるとは……。

　さすが店長、大人のオトコだぜ。







「ううっ、計算外すぎる……」

　すっかり軽くなってしまった財さい布ふを逆さに振りつつ、オレは情けない声をあげていた。

　実は九月に入ったばかりの頃ころ、一万円ほど貸しがあったのでその分の飲み食いは希優さんが持つと言われてたのだけど、それは前回来た時にめでたく精算されていたらしい。

　それならそうと、希優さんもその時に教えてくれればいいのに。いや、ちゃんと計算してないオレも大たい概がいアレだけどさ。

　っていうか、よくよく思い返してみると、明らかに一万円ではきかないぐらい飲み食いしてる気がする。店員割引とか適用してくれてたのかもしれない。そう考えると恨うらむのはお門かど違ちがいもいいところだよなぁ。

　まさしくオレの不徳の致すところ、だな。

「ごち～」

「カッちゃん、ボクまでご馳ち走そうになって本当に良かったの？」

「いいからいいから」

　強がりを言いつつも、頬ほおが少しだけ引きつってるのが自分でもわかった。

　演技の専門家の薫にはバレてそうだなぁ。でも、藤堂にだけ奢おごって薫に奢らないってのもなんか器うつわが小さいみたいで嫌だし。

　見み栄えっぱりと笑いたくば笑え！

「高い金支し払はらったんだ。ちゃんと真実を流せよ？」

「オーケーオーケー。ちゃんとパフェ代分はやるってば。まあ、人間ってのは、真実なんかより信じたいものを信じるものだけどねー」

「おいっ！　それってどういう意味だよ!?」

「あははー、あたしは横町の方に用事あるからここで」

　藤堂はシュタッと敬礼するように手を上げるや、タタタッとオレの質問に答えることなく走り去っていく。

　つーか横町って繁はん華か街がいじゃねえか。こんな夕方遅おそくに女子高生が制服のまま行くんじゃねえよ。補導されても知らねえぞ。

「ったく、ろくな死に方しねえな、あいつ」

「ふふっ、気を遣ってくれたんだよ」

「どこがだよ。人の金だと思ってバカスカおかわりしやがって」

　体重気にしてるんじゃなかったのか。ダイエットはどうした!?

　何度そうツッコミたくなったことか。女子に体重の話は厳禁。それぐらいの常識は知ってるし、口では女の子には勝てないってことを、オレはこの半年で嫌というほど学んでいるから黙ってたけどな。

「相変わらずだね、カッちゃんは」

　クスクスと薫が楽しそうに笑えみを零こぼす。うん、なんかバカにされてる気がむんむんするんだけど、なぜかツッコミを入れるべきではないと勘かんが働いたのでスルー。

「そういやおまえらって、確か中学も一緒だったんだよな？」

　ふと思い出し、そのまま世間話がてら口にする。

「ノンノン。小学校からだよ！」

「へ～、そんな頃からかぁ。よっぽど気が合うんだな、おまえら」

「貴ちゃんとボクは、似たもの同士だからね」

　意外とって言うと薫に失礼かもしれないけれど、妙みようにしんみりとした口調だった。

　でもそれはほんの一いつ瞬しゆんで、すぐにいつもの明るくおどけた表情を見せる。

「ボクって今はこんな感じだけどさ。ちっちゃい頃はすっごく泣き虫でねー。ほら、子どもって可愛かわいいけど、実はとんでもなく残ざん酷こくじゃん？」

「善悪の区別がついてないとこ、あるからな」

　都会じゃ虫が苦手って子も多いんだけど、田舎いなかのばあちゃんちとかに行ったら、虫の羽根とか脚あしとか平然ともいだりする男の子が、普ふ通つうにいるからな。他にもザリガニのハサミが格好かつこいいから、って理由だけでもぎとって遊んでたりするし。

　無む垢くっていうのは実は恐ろしいのだ。

「特に兄貴二人からがひどくてさ。当人たちにしてみれば、ほんと単に『遊んでいた』だけっぽいんだけど」

「……まあ、よく聞く話だな。いじめられた側ははっきりと覚えているのに、いじめた側は綺麗さっぱり忘れてた、なんてのは」

　ああ、そういや藤堂も兄貴がいるとか言ってたっけ。あいつもその辺で苦労したのかもな。「似たもの同士」らしいし。

　ちなみに、オレの幼少時も「暴君」が君臨していたけどなっ！

　何気にオレたち三人には意外な共通点があったらしい。

「ふふっ、で、いつものようにいじめられていたら、ね。ある日、ヒーローが現れたの」

「ひ、ヒーロー？」

　中学時代の黒歴史がいやがおうにもオレの脳のう裏りを駆かけ巡り、頬がひくつく。

「うん、女の子をいじめるなっ！　っていじめっこたちに殴なぐりかかってさ。もちろん多勢に無勢でやられちゃうんだけど、殴られても殴られても立ち上がってきてね、いじめっこのほうがいい加減怖こわくなって逃にげ出しちゃった」

「あれ……な、な～んかデジャヴが……」

「ふふっ……」

　どこか遠くを眺ながめるように、薫が微笑む。

　懐なつかしげに。

　そして、どこか寂さびしそうに。

「ほんと……相変わらずだね、カッちゃんは」
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　子どもの頃は、今とは違って内向的な性格だった。

　家の中では、兄たちにおもちゃにされ。

　家の外では、幼さゆえに残ざん虐ぎやくで加減を知らない男の子たちが怖かった。

　今から思えば。

　彼かれらは彼らなりにコミュニケーションをとろうとしていたのかもしれない。

　男の子は好きな子ほどいじめるとか、よく言うし。

　でも、当然ながらそんなことは当時のあたしがうかがい知れるはずもなく。

　ただただ怯おびえに心が支配され、いつもびくびくおどおどしていたように思う。

　それは彼らの嗜し虐ぎやく心をそそらせるだけだというのに。

　とにかく彼らから逃げたかった。

　そのためには彼らがあたしを見つけるより早く、彼らを見つける必要があった。

　気がつけばいつしか、あたしには第三の目が開眼していた。









　ブルマーというものを知っているだろうか。

　いわゆる一昔前、主に学校教育において女子の体操服として指定されていた、下半身に装着する紺こん色いろのショートパンツのことである。

　高度成長期とともに日本中に普ふ及きゆうしたが、そのお尻しりや太ももが強調されるデザイン、それにともなう男どもの好色な視線が女生徒やＰＴＡの不ふ興きようを買い、昭和の終わりとともにその姿を消していき、ついには二一世紀の初めには絶ぜつ滅めつしたとされていた。

　しかし２０ＸＸ年、どんな動きにもずり落ちたりせず身体に密着し、なにより軽量というその機能性が見直され、再び女子の運動着として採用し始める高校がぽつぽつと出現し始めた。

　我わが青せい陵りよう高校は、毎年甲こう子し園えんに出場している野球部や、剛ごう田ださん率いる空手部などを抱かかえる事からもわかるように、勉学だけでなくスポーツの振しん興こうにも力を入れている校風で、今年度から採用されたらしい。

　というわけで。

「わ～、今日は快晴ね」

　真っ白な体操服に、紺色のブルマーといういでたちの明日香先せん輩ぱいが、手をかざして空を見上げて、うれしそうに微笑む。

　うーわー、これいい！　めちゃくちゃいい！

　紺色のブルマーと、そこから伸のびるすらりと伸びた真っ白なおみ足が、なんとも絶妙のコントラストを生み出している。普ふ段だんはスカートで隠かくされている部分まで、太ももが露ろ出しゆつしているのが実にそそる！

　しかも！　しかもですよ、時折人差し指でブルマーの食い込みを直す仕草がなんともエロティックで男心が刺し激げきされまくりです、はい！

　誰だか知らんけど、採用を決めた担当者さん、ありがとう！

「もうっ！　どこをじろじろ見ているの？」

　振り向むいた先輩が、頬を紅あかく染めつつジト目を送ってくる。

　しまった、思わずガン見しすぎたみたいだ。ううっ、仕方なかったんや。だってオレ、男の子だもんっ！

　……なんてアホなこと考えてる場合じゃないな。こんなふうにがっつきすぎてるから変な噂が立つんだよ、うん。

「すみませんでした！　も、もう絶対見ませんから」

　慌てて、オレは視線をそっぽに向ける。野球場ほどもあるだだっ広い運動場は、生徒たちでごった返し、尋じん常じようならざる熱気が包つつんでいる。各所に設置されたスピーカーからは賑にぎやかな音楽が流れていた。
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「ええっ!?　ぜ、絶対見ないってのはそれはそれで寂しいというか女のプライドが……み、見ちゃダメとは言ってないよ？　こ、これは学校指定のユニフォームだし、べ、べつに恥はずかしい格好してるわけじゃないし。で、でもその代わり！　他ほかの娘こは見ちゃダメなんだからねっ！」

「もちろんです。先輩以外見ません。先輩だけガン見しますっ！」

「いや、ガン見はやめてほしいかも……」

　そう言って太ももをもじもじさせる先輩。よっぽど恥ずかしいのかぷいっとオレに再び背中を向ける。

「でも、そっか。わたしだけ、か。ふふ、ふふふふ」

　ぼそっと何かを呟いて、先輩がニヤニヤと笑みをこぼす。思い出し笑い？

　う～ん、思い返すとオレの挙動、怪あやしさ爆ばく発はつだったかも。

　がっつきすぎるのは良くないと誓ちかった矢先からこれだ。もっと先輩をリードできるスマートさを身につけたいもんだぜ。

　さて、なんで学年の違ちがうオレと先輩が一いつ緒しよに運動場にいるかと言うと、本日は我が青陵高校が誇ほこる一大イベント、大だい覇は青せい祭さいだからである。名称がご大層なだけで、まあ、単なる体育祭なんだけどな。

　とはいえうちの生徒総数は一〇〇〇人を超こえるわけで、その規模はなかなかのものがある。土曜ということもあって父ふ兄けいもわんさか来てるし。

　オレが通っていた中学なんか生徒数二〇〇人ぐらいだったもんなぁ。正直、圧あつ倒とうされまくりだ。

　しかし、これだけの生徒がいるってのに、先輩と仲良くしてるのはオレとサヤ姉と信しん司じだけ、か。同学年に限るならサヤ姉だけ。友達は数じゃあねえと思うけれど、男と違って女の子ってけっこうグループ付き合いなところあるし……やっぱり少ないよなぁ。

　ラプラスと全校生徒から畏い怖ふされてはいても、本当の先輩は、ごくごく普通の女の子にすぎない。忌き避ひの雰ふん囲い気きに耐たえられるほど強くなんて、ない。

　なんとかしてあげたいよなぁ。でも所しよ詮せん、オレはサヤ姉みたいな「天才」でも「カリスマ」でもなくて、単なる一いつ介かいの高校生だ。さらに先輩とは学年も違っていて……

「な～に深刻な顔してるのかな？」

　ぷにっと人差し指で頬を突つつかれ、オレははっと我に返る。

　あちゃ～、顔に出てたか。

「なんとなく、何を考えていたのかわかるけれど、わたしは、その、君がいるだけで……今凄く楽しいよ」

「え!?　最後なんて!?　オレがいるだけで何なんです!?」

「聞きき逃のがした君が悪い。ふふふ、もう言ってあげないよ」

　頬を赤らめつつ、先輩は人差し指を唇くちびるに当てる。その指、さっきオレの頬に触ふれて……ただそれだけなんだけど、意識してしまったら最後、カーッと顔に血が昇のぼってくる。

「こぉらカー坊！　敵と仲良く談笑してんじゃないっ！」

　背後から凛りんとした声でどやされた。ビクッと思わず背筋が伸び、おそるおそるオレが振り返かえると、想像通り、サヤ姉が両りよう腕うでを組んで仁に王おう立ちして……

「おお……」

　思わずオレの口から感かん嘆たんの声が漏もれた。

　サヤ姉の格好は他の生徒たちと違っていて、タスキがかった学ランにブルマー、額には本人の性質を現すように赤いハチマキが締められている。いわゆる応おう援えん団だんスタイルだった。その姉あね御ご肌はだな性格的にも、ど派手な外見的にも、惚れ惚れするぐらいの似合いようだった。

　学ランの裾すそが微び妙みように太もものあたりを隠せていそうで隠せていないあたりがまたなんとも……

「……ふ～ん、わたしだけ、ねぇ？」

「はっ！」

　気がつけば、先輩がしら～っとした目でオレを睨にらんでいた。

「ほんっと、カーくんって節操がないよね」

「いや、あの、先輩？」

「ふふん、カー坊があたしに見蕩れていたからってひがまないひがまない」

「べっ、別にひがんでなんてないし！」

　ぷく～っとほっぺたを膨ふくらませて抗こう議ぎする先輩に、サヤ姉は「そう？」と余よ裕ゆうの笑みを浮うかべ、両手を広げ、自らの着ている学ランを見せびらかす。

「あ、ちなみにこれ、カー坊の中学時代のお古なの」

「ええっ!?」

　先輩がその切れ長の瞳ひとみを大きく見開く。いや、そんなに驚おどろくことでもないような……。応おう援えんの女子が男子から学生服を借りるってのはよくある話じゃね？　オレとサヤ姉は従姉弟同士なわけだし、オレから借りるのはまあ当然の流れと言うか。

　先輩がむ～っと恨みがましげな視線をオレに向けてくる。しかもちょっと涙なみだ目で、その身体をプルプルと震わせたりしてて一体何をそこまで怒おこっているのだろう？

「ほら、カー坊、自分の陣じん地ちに戻ってもらうわよ。明あ日す香か、まったね～♪」

　ぐいっとサヤ姉がオレの手を引っ張り、ずりずりと引きずっていく。相変わらずとんでもない力だ。この小さい身体のどこにこんなパワーがあるんだ？

「そうそう、というわけでカッちゃんはボクがクラスのところまで連れて行きますから。生徒会長はもういいですよ～」

　ぴょこんと視界の端はしでリボンが揺ゆれる。ついで右みぎ腕うでには感じなかった柔らかくて温かくて気持ちのよい感かん触しよくが左ひだり腕うでを包み込んだ。

「か、薫かおるっ!?」

　ただでさえ一いつ触しよく即そく発はつの状況だって言うのに、またなんか厄やつ介かいなヤツが現れたよ。とにかく楽しければ、自分が損をすることもまったくいとわない生きつ粋すいのトラブルメーカーが。

　つい最近、どうも幼い頃、オレの昔馴な染じみだったことが発覚した少女。まあ、それで何か関係が変わったかと言えばそうでもなく、前と同じようなマブダチ関係が続いている。

　まあ、実を言えば、オレはあんまり覚えていなかったりするんだけどな。そういう記き憶おくはおぼろげにはあるんだけど、正直、顔とかまったく覚えてないというか……。

　ってそんなこと考えてる場合じゃなかった。このままじゃまた先輩に誤解される！

　オレは慌あわてて二人から腕うでを引き抜ぬこうとして──

　がしっ！

　なにぃっ!?　両方とも抜けないだと!?

「……両手に花、だね。カーくん？」

　ぎゃあっ！　予想通り先輩の瞳が絶対零れい度どだよ！

　おかしい！　オレは抵てい抗こうした、抵抗したんだ。状況に甘あまんじることなく打破しようとしたのだ。

　こんな、「ほんと女の子にだらしないんだから」というような目で見られるようなことは何もしてないはず！

　天まで届け、オレのこの憤いきどおり！

「うん、わかってはいるんだよ？　この状況が君の意に反してるんだってことは」

　ってほんとに届いた!?

　この半年の間、いつもいつもいつもいつもいーつーもっ！

　なんか他の女の子とのことで先輩に誤解されまくっていたわけだけど、ついにオレの女たらし疑ぎ惑わくがついに晴れたということか!?

「大だい丈じよう夫ぶ、もうカーくんはそういう体質だって諦めたから」

　……現実はいつもオレに厳しかった。







「おっ、やっと帰ってきたのか。おせえよ、もう始まってるぜ」

　ふらふらとクラスのところに戻ると、信司が呆あきれ顔がおで言ったものだった。そしてすぐにオレには興味ないとばかりに、自分と相方の男子の足首を縛しばる紐ひもの確かく認にんに戻る。

　オレたち一年二組の第一種目は二に人にん三さん脚きやくだった。とりあえず、一年男子のほとんどは女子とのペアを熱ねつ烈れつ希望したが、その熱意に女子のほうがドン引き、希望のほとんどはあえなく却きやつ下かとなった。

　女子とペアを組めた勝ち組男子には怨えん嗟さの声があがりまくっていたものだ。まあ、晴天の下、男同士で肩かたを組んでゴールを目指すなんて、むさくるしくてやってられんわな。

　まあ、オレ自身は速そつ攻こうで適当な男子とペアを組んだんだけど。下手に女子とペアを組んで先輩やサヤ姉から誤解されても困るし、信司とのペアもまっぴらごめんだったからな。

　まあ、そんなことより──

「あのなぁ、おまえ、オレの姿を見て、言うことそれだけかよ？」

　自分で言うのもなんだが、今のオレは精神を極限まですり減らしもはや立っているのがやっとという状態だった。

　明日香先せん輩ぱい、サヤ姉、薫の間に妙に重苦しい空気が漂ただよい、その爆発寸前の状況をなんとか治めてきたばかりである。

　普通、ここまでぐったりした姿を見たら心配するのが親友というものだろう。

「あ～ん？」

　信司はオレを面めん倒どうくさそうに上から下まで眺める。

「さっさと爆発しとけよ、リア充」

「だからかける言葉間ま違ちがってね、おまえ!?」

　思わず叫ぶオレに、信司が大きく溜ため息いきをつく。「ったく、こいつわかってねえなぁ」とでも言いたげだ。

「ったく、こいつわかってねえなぁ」

　せめて口にしないのが優やさしさだよね!?

　こいつに訊いたオレが馬鹿だったんだな。諦めの境地に達し、オレも準備にかかることにした。

　さて、オレの相方は……と、きょろきょろと辺りを見回してそれらしきヤツを探してみるも、影かげも形も見当たらない。もしかして、オレを探しに行って入いれ違いにでもなったのか？

「なあ、大宮のヤツは？」

「大宮なら病欠だぜ」

「えっ？　マジ？」

　元々体育祭にはあんまり乗り気じゃないヤツだったが。

　野や郎ろう、まさかサボったんじゃないだろうな？

「朝のホームルームで掘ほつ田たが言ってたろうが。ハーレム築いたからって浮かれてんじゃねえぞ？」

「おまえ、さっきから言葉に棘とげありすぎね!?」

　一応、まがりなりにもオレおまえの友達のはずだよね!?

「そうだ、浮かれてんじゃねえぞ！　この天然フラグ体質！」

「さっさと準備しやがれ。エロゲ主人公」

「氏ね。いや、氏んだら天国でも地じ獄ごくでもハーレム築きそうだから、とりあえず無に返れ」

　なんでここまで言われなくちゃいけねえの、オレ!?

　最近、クラス（特に男子）の中でのオレの地位の急降下がかなり気になります。

　いったいオレが何をしたってんだよ!?

「あっ、カッちゃん、紐もらってきたよ～♡」

　白い紐を右手でぶんぶん掲かかげながら、満面の笑え顔がおで薫が駆け寄よってくる。

　ぎんっ！

　途と端たんに跳はね上がる殺気。オレを睨む眼光はどれも、ヒットマンそのものである。一瞬でも気を抜いたら……殺られる!?

　なるほど、二人三脚は当たり前ながら二人でやる競技だ。大宮の病欠でオレの隣となりが空いて当然代役が立てられる。まさかそれがクラスで人気[image: ]１女子とか、棚たなボタ過ぎて嫉しつ妬との炎ほのおも燃え上がるよなぁ。

　でもオレのせいじゃねえじゃん……。

「薫って、やっぱりモテるんだなぁ」

　しみじみと呟く。いや、知ってはいたけど再実感したというか。

　薫は目を見開ききょとんとした後、鼻持ちならない笑みを浮かべた。

「ふふん、知らなかったの？　ボクってけっこう魔性の女なんだよ？」

「今のオレには全ての元凶の大魔王にしか見えねえ」

　なんかオレ、後で男子連合にフクロにされんじゃね？　さすがにそこまではないと信じたいんだけど、ないと言い切れないあたりが心底怖い。

「相変わらずひどいなぁ、カッちゃんは。もうほら、足出して」

「えっ、あ……」

　どう答えるべきか咄とつ嗟さに判断できずうろたえるオレ。

　いや、うしろめたいことは何一つなくても、最近、女性関係で明らかにオレの周りは不ふ機き嫌げんになるわけで……わざわざ火種を煽あおるのはさすがに勘かん弁べんといいますか……。

「じゃ縛るよー」

　戸と惑まどってるうちに薫はオレの足元にしゃがみこみ、作業し始める。

　うわ、うわわ、そんなことされたら、オレの位置からだと魅み惑わくの谷間が丸見えに！　思わず視線が釘くぎ付づけだよ！

　うおう、ブラは黒っ！

「あ～、ふふ～」

　何かに気づいたように薫が顔を上げ、にんまりとオレに意味深な笑みを向けてくる。そして唐とう突とつに体操服の胸むな元もとを引っ張り──

「見たい？」

「みっ──」

　見たいっ!!　と条件反射的に喉のど元もとまで出かかった言葉を、オレは慌てて飲み込む。やべえやべえ、そんなこと口にしようものなら、さらに泥どろ沼ぬま化かは必至だったぜ。

　……でも、あの谷間はほんと眼福だったよな。心の中で拝んでおこう。

　おっぱいおっぱい。

「カーくん？」

　びくくっ！

　耳元でささやかれたつぶやきに、オレは両りよう肩かたを跳ね上あげた。ぎぎぎぎぎっとまるで錆さび付ついたドアのように首をゆっくりと後ろに振ふり向けると──

　うわーい、なんかバックにブリザード（落らく雷らい付）を背せ負おった先輩がいるぞー。

「な、ななな、なんで先輩がここに？」

「んー？　なんか憔しよう悴すいしていた可か哀わい想そうな後輩が気になったからだよ～？　ぜんっぜん元気そうだったけ・れ・ど。心配して損しちゃったよ」

　ことさら後輩を強調して先輩は笑顔でそう言い捨てると、踵きびすを返して去っていく。

　オレは慌てて追いかけようとして、右足が動かずずだんっとその場にすっ転ぶ。見ればすでにしっかりとオレの足は薫の左足と結ばれていた。

「知らなかったのかい？　大魔王からは逃げられない」

　いたずらっぽく微笑ほほえむ薫に、オレはＲＰＧゲームの鉄則を嫌いやというほど思い知らされたのだった。







　正午になり、大覇青祭も一時休戦と相成った。

　二人三脚では薫の身体の感触に頬がにやけたりしないよう理性を総動員してなんとか堪たえ切り（普段はそりゃあんまり異性と意識しないけどさすがに感触は女の子！）、その後も男子からの無言の圧力と言う針のムシロにさらされ続け、仕し舞まいには棒ぼう倒たおしでは敵味方から袋ふくろ叩だたきに遭あい、もはや精も根も尽つき果はてたオレにとっては、ようやく辿たどり着ついた昼飯オアシスだった。

「あ、カー兄、見てたよ。二人三脚一位だったね」

　来客用の観覧スペースで、ひらひらと聡さと里りが手を振っていた。ああ、そう言えば見に来るとか言ってたっけ。

　広げられた大きめのレジャーシートの上にちょこんっと、犬耳を付けた人形みたいに可愛らしい女の子が座すわっているのだからそりゃあ注目を集めている。そんな状況でも顔色一つ変えず、淡たん々たんとしていられるのが普通にすげえ。

「こんにちは」

「あ、はい、えと、こんにちは？」

　聡里の隣に座ったロングな髪かみの見知らぬ妙みよう齢れいの美女が艶えん然ぜんと微笑みかけてきて、ドギマギしつつオレも挨あい拶さつを返す。

　な、なんかすげえレベル高いぞ。誰だれだ、このひと!?　でも聡里と一緒に座ってるってことはサヤ姉の関係者……って、あーっ！

「す、涼すず原はらさん!?」

「ふふっ、誰だと思ったんですか？」

「うわー、分からなかったぁっ！」

　普段アップしている髪を下ろし、コンタクトにしているのか眼鏡も外していて、まるで印象が違う！　初めて見る私服姿も、派手さはないけど落ち着いていて、スーツ姿の時より随ずい分ぶんと柔やわらかな感じだ。

　なんか普段ピシっと決めてるイメージがあるから、いわゆるギャップ萌もえが──

「あら、私なんかに見蕩れていていいんですか？」

「え？」

「カーくん？」「カー坊」「カー兄？」「カッちゃん？」「か～くん？」

「ひぃっ!?」

　オレを呼びかける五重奏に、浮うわついた気持ちなど一気に吹ふき飛んだ。ビシッと思わず背筋が伸びる。

「い、いいい、いらしてたの、みなさん!?」

「「「「「まったく」」」」」

　明日香先輩にサヤ姉、聡里だけじゃなく、薫に希き優ゆさん、揃そろって呆れ果てたようなジト目でこちらを睨んでいるじゃありませんか。

　お、おかしいな。まだ冬には程ほど遠とおいはずなのに、震ふるえが止まりませんよ!?

「おい空、起きろ！　これがホントの修しゆ羅ら場ばだぞ！　びっくりするほどハーレムだぞ！」

「う、ううっ？　ぎゃああっ！　ま、眩まぶしいぃぃぃっ！　あああ、目が、目がぁ！」

　ツナギを来た女性に背負われぐったりしていたツインテールの少女が、目ま蓋ぶたを開くや目を押さえてうめく。

　眩しい？　いや、確かに雲ひとつない快晴ではあるけれど、さすがに真夏じゃあるまいしそこまで陽ひ射ざしは強くないぞ。

　……あー、まあ、年がら年中、家の中にこもってるようなヤツには、目がくらむほどなのかもしれない。

「め、芽衣さん、だ、ダメですわ。太陽の下を歩くなんてやはりわたくしには過ぎた望みだったのです……」

「諦めるな空。少しずつ少しずつ慣らしていけばいいんだ」

「なんでこんなに沢たく山さんの人がいらっしゃるのかしら。見てるだけで酸欠で息苦しくなってきました。まるで人がゴミのようですわ」
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「耐えろ、耐えるんだ、空ーっ！　今年こそ一緒に冬を戦い抜こうと誓い合ったばかりじゃないか。その訓練だろ？　たった一日で諦めるな！」

　いかにも行いき倒だおれっぽいツインテールのほうが、先日とある縁えんで知り合った売れっ子中学生ＢＬ作家、空そら乃の瑠雨樹るーじゆこと尼あま塚つか空。かついでいるほうが空の家で庭師をしているという波戸芽衣さんだ。

　家の中では年中、パジャマの上だけ羽織ってるという空だが、さすがに今日は白色のお嬢じよう様さま然としたワンピースに身を包んでいる。こうしているとほんと深窓の美少女って感じなのに、中身は深層の腐女子なんだよなぁ……。

「そ、そうでしたわね。わたくし、この戦いが終わったら、コミケに行くんでしたわ」

「待て、それは死亡フラグだ！」

「やっぱりダメ！　こんなところに居られませんわ。わたくし、自分の部屋に戻もどらせて頂きます！」

「舌の根も乾かわいてない!?」

「ああ芽衣さん、刻が見えるわ……」

「それは腹の虫が鳴ってるだけだしっ！」

「せっかくだからわたくしはひきこもりを選びますわ」

「どこまでダメ人間!?　いや知ってたけど」

　実に二週間ぶりぐらいに会うわけだけど、うん、相も変わらずなんつーか、空は性しよう根ねが腐くさっているようだった。明らかな社会不適合者、作家じゃなかったら目も当てられない匂においがぷんぷんする。

　空は幽ゆう体たい離り脱だつの《力》を持った《オーバーライン》で、基本的には外出は幽ゆう体たいで行うという横着者だ。それがまあ、ぶちぶち言いながらもこうして生身で外に出てきているわけだから、少しはマシになった……のか？

「ええい、こうなったら仕方ない。おい、そこのシン様」

「へっ、俺おれ？」

　じろりと芽衣さんに睨ねめつけられ、信司がわけがわからないといった体で自分の顔を指さす。

　そう言えばこの二人、初対面だったっけ。それがいきなりシン様呼ばわりされたら鳩はと豆になるわな。

「そうだよ、ちょっとこっちに……うおりゃああっ！」

「のわあっ!?」

「なぁっ!?」

　芽衣さんは不用意に近づいた信司の胸元を掴つかみ、オレのほうへと力任せに振り回まわす。さすがに予想外の行動すぎて避よけ切れない。

　オレは信司を抱だきとめる格好になり──

　その瞬しゆん間かん、芽衣さんの背中からシュタッと飛び降りる影が一つ。

　そこにはさっきまでぐったりとバテていた面おも影かげなどまったくない。ネコ科の猛もう獣じゆうを思わせるようなしなやかにして機き敏びんな動きだった。

「ひゃっはーっ！　この瞬間のためにわたくし、生きておりますわーっ！」

　一いつ切さいの無む駄だのない洗練された動きでカメラを構え、空ケモノが一心不乱にシャッターを切り続ける。

　実に二週間ぶりぐらいに会うわけだけど、うん、相も変わらずなんつーか、空は性根が腐っているようだった。

「やっぱり空を元気にさせるにはこれが一番だなー」

「こっちの迷めい惑わくも考えて欲ほしいんですけどね！」

　ぺいっと乱暴に信司を放ほうり捨てつつ、オレは文句を言う。

　芽衣さんは心底不思議そうに首を傾かしげ、

「え？　でもあいつずっとおぶってるのもいい加減疲つかれてさー」

「あーもーだからヤなんだよこのひとたちはっ！」

　どこまでゴーイングマイウェイなんだよ!?

　こっちはもうあんたらのせいでその手のことに生理的嫌けん悪おを覚えるまでになってるというのに！

「あら、信ちゃん、こんなところにいたの？」

　のほほんとした声がしたかと思うと、ふくよかな女性が目を丸くしていた。ゆったりとした服装のため目立たないけれど、明らかにお腹なかが歪いびつに膨らんでいる。

　現在妊にん娠しん中の、信司のお母さんだ。何度かあいつの家にはお邪じや魔まさせてもらっているのでオレともしばしば顔を合わせている。

　その後ろにはぞろぞろと団体で年ねん齢れいのまばらな女性たちが続く。確か一一人いるという信司の姉妹だ。一いつ般ぱん開放されてる学校行事だし、土曜日だし、あいつの家族もそりゃ来ててもおかしくないわな。

　しかしそれにしても家族総出で応援ってやっぱり信司って愛されてるんだなぁ。

「おいっ、おい、信司、あいつどこだよあの妙に愛あい嬌きようのある可愛いヤツ」

「お兄ちゃんどこお兄ちゃん」

「あっ、いたいたーっ！」

「ほんとだ、やっほー！」

　信司のシスターズがひらひらと一いつ斉せいにオレに向かって手を振ってくる。友人のオレにもこうしてフレンドリーに接してくれるし、ほんとアットホームな家族だよなぁ。

　姉代わりが一人いるっちゃいるけれど、一人っ子のオレとしてはちょっと羨うらやましい。だというのになんで信司はひどく憔悴した顔で地面に「の」の字を書いてるんだ？

「うわっ！　なにこの上は人妻から下は幼よう稚ち園えん児じまで老ろう若にやく男なん女によありとあらゆるニーズに対応した異様なハーレム時空!?」

　薫を探しに来たらしい藤とう堂どうが、なんか驚きよう愕がくをありありと顔に貼はりつけていた。

　いや、あのな、小お沢ざわ家の面々に関してはオレじゃなくて信司を応援に来ただけだし。

　あと老ろう若にやく男女ってなんだ。おぞましいから訊きかないけどさ！

「ひーふー……このクオリティで二〇人強!?　あんた、あたしに噂うわさを消せって言っといてなんで自分から悪い噂広めようとするのよ？」

　心底不思議そうに、そして呆れ切った顔をされた。

　だから違う。これは違うんだ……。







「これ食べてこれ食べて」

「あ、これも美味おいしいよー」

「あたしのもあたしのもー」

「お兄ちゃん、あーん。えへへー☆」

「あ～、えっと、その……困ったな」

　次々と目の前に差し出だされる食べ物に、オレは途と方ほうに暮れていた。

　オレの周りを囲むのは信司の姉妹たちだ。さすが見た目爽さわやかイケメンの信司と血がつながってるだけあって、みなさん整った顔立ちをしておられる。

　男としてこの状じよう況きようが嬉うれしいか嬉しくないか、といえばそりゃ嬉しくないわけがないのだけれど、個人的にこのぬるま湯に甘んじるのは後が怖こわいといいますか……

「な～に遠えん慮りよしてるのよ。育ち盛りなんだからもっと食べないと、ね？」

「そうそう、おっきくなれないぞー」

「もっと、もっと……ね？」

「にいたん、あー、あー」

「み、みんな？　俺も育ち盛りなんだけど。あとさすがに昼飯抜きで午後も戦い抜けというのは……」

「「「「「「「「「「「（ギンッ！）」」」」」」」」」」」

「ひ、ひぃぃっ！　ごめんなさいぃぃぃっ！」

　シスターズが一斉に信司のほうを振り返ったかと思うと、信司がガタガタと震えながらその場に縮こまる。

　再びオレの方に向き直った彼かの女じよたちは、みんな実ににこやかな笑顔で……信司のヤツ、いったい何にそこまで恐きよう怖ふしたんだ？

　なんかもうヤクザの事務所に連れ込まれたかのような怯えようなんですけど。

　つーか、さっきから摘つまんでいた弁当、信司のだったのかよ。あー、震えてるのは空腹のせいか？　なんか違う気がするけど、まあ深くは考えまい。とにかくこれはこの場を離はなれる好機なのは確かだ。

「あの、これ以上はほんと信司に悪いんで。待ってるひとたちもいますし」

　さっと立ち上がり、一礼して引き止めの間を与あたえず駆かけ足あしで離り脱だつ。

　ふうっ、やっと抜け出せた。いや、信司の家族ってみんないいひとたちばかりで、別に一緒にいたくないってわけじゃ絶対ないんだけどさ。

　昨夜、今日の為ために腕によりをかけてお弁当作ると聡里が言っていた手前もあり、ここでお腹をいっぱいにするのは兄貴分としてなんとしても避けたかったのだ。それにほら、こういうイベントの時はやっぱり明日香先輩と一緒に食べたいってのもあるし。

　ちらっと後ろを振り返ると、長女の魅み麗れいさんと次女の魅み夜やさんが信司を挟はさむように座り、仲睦むつまじくその肩を抱き、顔を寄せあって微笑み合っていた。

「おいおい、おまえが変なこというから行っちゃったじゃんかよー」

「この落とし前、どうつけてくれるんだ、あ～ん？」

「みんなー、こいつどうするー？」

「「「「「「「「「「殺せ！　殺せ！　殺せ！」」」」」」」」」」

「今日も平和ね～。赤ちゃん、我が家やは賑やかよ～」

「こんな家族、もういやだあああああああっ!!」

　おー、何言ってるのかまでは聞こえないけれど、盛り上がってるっぽいなぁ。ほんと仲の良い家族だぜ。

　オレもいずれ所帯とか持ったらああいう感じの温かい家庭を築きたいもんだ。できれば、その、明日香先輩と……。

　なんて考えてるうちに、いつもの面子＋希優さんの四人がレジャーシートを広げているところに辿りつく。

「お待た……」

「「「「（ぎんっ！）」」」」

「ひぃぃっ！　ごめんなさいぃぃぃっ！」

　軽く手を上げつつ近づいたら、なんか凄い目つきで睨まれ、思わずオレはその場で平ひら謝あやまり。

　信司の家族とは言え多くの女性に囲まれるという状況は、やはりみなさんのお怒いかりを買ってしまったみたいだ。

　まあ、わかってはいたよ、わかってはいたけどさ？

　信司の家には中学時代から何度となくお邪魔しお世話になっているのだ。何度となくご飯食べさせてもらったし、遊んでもらったし、お菓か子しをもらったりもした。

　そんな四年来の付き合いがある方々に、「ちょっと寄ってきなさい」とか腕を引っ張られてるとさすがに拒きよ否ひできねえだろ？

　信司って、けっこう如じよ才さいなく誰とでも付き合える社交的なヤツではあるんだけど、一方で本音を言い合える悪友みたいのってオレぐらいなんだよな。

　だから信司の家族がオレに優しくしてくれるのは、あくまでそんな信司を想おもってのことだ。決してオレがモテてるわけではない。そこまで思い上がっちゃいない。思い上がれるわけがない。

　信司といつまでも仲良くしてあげてね、とか、ちょくちょくウチに来て信司と遊んであげてね、とかそういう家族愛に満ちた言葉も何度となく聞いてるしな。

　その辺をオレはたどたどしくも嘘うそ偽いつわりなくありのままに説明する。

「「「「…………」」」」

　オレの弁解を聞き終えた女じよ性せい陣じんは揃って無言。

　うああ、こええよ、なんかめっちゃこええよ。正直なんか絶食中の猛獣の檻おりの中に放り込まれた心境だよ、もう。

　昔は不良と呼ばれる連中とのいざこざなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じだったし、半年前には拳けん銃じゆう持った危ない相手と向き合うなんてとんでもない経験もした。

　だが今、オレが陥おちいっている状況は、過去のどれも比ひ較かくにならない修羅場に思えた。全身の穴という穴から汗あせが噴ふき出す。これは決して日差しのせいではないっ！

「どう思う？」

「嘘うそは言ってないっぽい」

「というより混じり気なしで本気で言ってるからタチが悪いんだよね。カーくんこの手のことは勘かんが鈍にぶいし」

「鈍いというより一度思い込んだら……ってのがあるのよね。あたしもけっこう態度わかりやすかったはずなのに、弟としてってずっと頑かたくなに信じこんでたし」

　とりあえず本人に聞こえてるんですけど。ちょっとぐらいその辺を斟しん酌しやくしていただけると非常にありがたいよ？

　そもそも、普ふ通つうに信司の姉妹たちに失礼だし。あんなに兄弟想いの家庭はないのに、名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえられるぞ、あんたら。

　まあ、沙さ汰たを待ってるオレには恐おそろしくてそんなこと口にできないけどさ。雉きじも鳴かずば撃うたれまい、である。

　でも、そもそもオレにはやましいところなど一つもないのだ。真実は常に一つ、正義は勝つというじゃないか。

　もうちょっと耐えれば、きっとみんな、すぐに誤解を解いていつもの和気あいあいとした雰囲気に戻れると──

「あ～、そう言えば、か～くん、先日も可愛かわいい娘こ二人同どう伴はんでかりおすとろに……」

「「「「ほう？」」」

　希優さぁぁぁんっ!?

　なんでこの状態で蒸し返すあ～んど火に油を注ぐようなことしやがるんですか！

　こっち見てあかんべーしてる場合じゃないからぁぁぁぁっ!!

「カーくん」

「カー坊」

「カー兄」

「……はい」

　気がつけば、ぴしっとその場に直立不動の姿勢をとっていた。

　もう残暑もすぎたはずなのに、空気がゆらぎ視界の景色がぼやけて見えるのは気のせいでしょうか？

「「「とりあえずそこに正座」」」

「…………………はい」

　その後、説教は休きゆう憩けい時間いっぱい続きました。







「わびしい……」

　学食の隣に設置されている自じ販はん機きで買ったカ◯リーメイト（チョコレート味）を頬ほお張ばりつつ、オレは運動場へと戻っていた。

　うううっ、ちらっとしか見なかったけど、聡里が精せい魂こん込めて作った四段重ねのお弁当、美う味まそうだったよなぁ。

　あれ食べて英気を養って、午後もパワー全開で頑がん張ばるはずだったのに……

　なんでオレ、体育祭にこんなもんで飢うえをしのいでんだろ？　小沢家の人たちに恵めぐんでもらった分だけじゃ全然足りねえよ。

「ん？　あれって？」

　遠目に明日香先せん輩ぱいが、校舎と運動場を仕切るブロック塀べいを背に二人の女子に囲まれているのが見えた。

　いじめか!?

　と、瞬しゆん間かん的てきに沸ふつ騰とうしかけ、違い和わ感かんに思いとどまる。

　先輩の学校での扱あつかいは無視──その根源は、関かかわることで絶対不ふ可か避ひの不ふ吉きつを告げられたくないという畏怖だ。いじめなんて怨うらみを買いそうな行こう為いをわざわざするか？

　事実、女子二人の顔からは、いじめをする者特有の、人を見下したような陰いん鬱うつないやらしさは感じない。むしろどこかおどおどとおっかなびっくり話しかけているというのが伝わってくる。

　剣けん呑のんな雰ふん囲い気きならすぐにでも割って入るところだけど、あんまり女同士の会話に男がでしゃばるのもどうかって思うしなぁ。少なくとも、オレの身内以外で明日香先輩に声をかけた人間って初めて見るし。

「……でもやっぱ気になる、よなぁ」

　オレはまずは三人から離れたブロック塀へと移動し、ついでしゃがんで身を隠かくしつつそ～っと近づく。

　うん、明らかに出で歯ば亀かめで、あんまり褒ほめられたことじゃねえのはわかってるけど、なんだかんだで先輩、トラブルに巻き込まれやすいほうだからな。暴漢に襲おそわれかけたこと二度、さらに夏休みには記憶消失なんて目にも遭ってるし。

　こと先輩に関しては、念には念を入れてもきっと入れすぎるなんてことはない。あとで後こう悔かいとか、したくない。

「え？　小沢くん？」

　ちょっと驚おどろいたような、先輩の声が降ふってくる。

　オレにとっても意外もいいところだった。なんでここで信司の名前が？

「うん、えと、その、そういう、こと、なの……」

　耳を澄すませていたことで何とか聞き取れるようなか細い声で、女の子の一人がたどたどしく言う。

　って、どういうことだってばよ!?　途と中ちゆうからだからわけわからん！

「へええええ。そっかぁ。小沢くんに～。うん、彼かれ、格好かつこいいもんね」

　ぴしっ！　自分でも顔がひきつったのがわかった。

　うううっ、先輩の口から他ほかの男が格好いいとか聞かされるのはめちゃくちゃ精神的ダメージががががががっ！

　なんだかんだであいつはオレの親友だけど、親友だからこそ……うがあああっ！

　しかも、しかもですよ。先輩の声、なんか弾はずんでたしぃっ！

　そりゃオレは信司と違ちがってイケメンじゃありませんよ。それぐらい自分もわかってますよ。でもでもでもぉっ！

「まあ、だから、さ。観かん田ださんに手伝って欲しいんだ」

　へ？

　思わず喉のどから声が漏もれそうになり、慌あわててオレは口元を押おさえる。……良かった、とりあえず先輩たちには気付かれなかった。

　今の声は、もう一人の女の子のほうだな。さっきの子に比べると、ハキハキしていて聞き取りやすくて助かる。

　先輩に手伝って欲しいこと、ねぇ？

　前述のように、遺い憾かんではあるけれど、この学校の中で明日香先輩は、畏怖の代名詞みたいな存在だ。そんな先輩にわざわざ頼たのみごと？

　相当、止やむにやまれぬ事情があるってこと、か？

「で、でも、わたしなんかにできることなんて……」

「いやいや、あなたにしか頼めないことなの！」

「え？　え？」

　声から先輩の戸惑いがありありと伝わってくる。

　先輩ってオレにはお姉さん風吹かせてるようで、実はけっこう抜ぬけてるっていうか、突とつ発ぱつ的てき事態に弱いところあるからなぁ。

「ほら、あなたって彼が崇すう拝はいしている生徒会長と最近すっごく仲いいじゃない？」

「サヤと？　え、えへへ、そ、それほどでも」

　明日香先輩が嬉しさを抑え切れてない声で答える。

　だあ、この位置からだと先輩の顔が見れないのが残念すぎるっ！　きっとすっげえにへらっとした蕩とろけた顔してるんだろうにっ！

　心のアルバムにぜひとも残しておきたいのにっ！

「そう、それよ！　あの生徒会長を名前で呼び捨て！　あなたと、あの弟くんぐらいよ！」

「（コクコク）」

「べ、別にそんなに大したことじゃ……」

　先輩は恐きよう縮しゆくするけれど、まあ、確かに彼女たちの言うとおり、サヤ姉にタメ口聞いてたのは、一学期までは弟くんオレぐらいのものだった。上級生も先生も、サヤ姉にはへりくだって敬語で接していた。

　……そっか、サヤ姉にとっても明日香先輩は小学校以来になる、対等の友人、なんだよな。小学校低学年まではともかく、オレの記き憶おくしている限りでも高学年の頃ころにはすでにサヤ姉は「特別」だった。そう考えると、少し胸が温かくなる。

「観田さんって、弟くんとも仲いいよね」

「あ……え……ま、まあそうなの、かな？」

　なんでオレの時は疑問形ーっ!?

　いつの間にかオレ、サヤ姉に追おい抜かれたどころか、周回遅おくれにされてねっ!?　どうしてこうなった……。

「あはっ、わたしとカーくんも、仲良しに見られてるんだ♡」

「え？　なに？」

「あ、なんでもないなんでもない」

「そう？　じゃあ話戻すけど、その弟くんは、彼の無二の親友でしょ」

　絶対違うしっ！

　先輩に格好いいとか褒められたあんなヤツ、友達でもなんでもないから。あんなやつは敵だ。獅し子し身中の虫だ！

「つまり、あなたは彼とこの子の仲を取り持つ架かけ橋はしに、最適な人材なのよ！」

「ですですっ！」

「え、え、えええええっ!?」

　先輩が素すっ頓とん狂きような声を響ひびかせる中、ようやく鈍いオレにも話が飲み込めてくる。

　察するに、引っ込み思案な感じのおどおどした女の子が信司に片かた想おもい中で、友人であるハキハキした女の子のほうがそれを案じて一ひと肌はだ脱ぬいだってところか。

「ほら、彼って生徒会長一筋じゃない？」

「あー、まあ、そうだね」

「だから、今、彼にこの子が告白しても、振られると思うのよ」

「ま、まあ、それはぁ、そ、そうかも」

「でも、正直、彼も生徒会長には脈ないと思うのよ」

「うん、ないね」

　あっさり肯こう定ていする先輩。しかも断定口調だし。何気にひどい。

　オレは、まあ、この件に関してはノーコメントってことで。

「そう、そこで断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの高たか嶺ねの花はなよりすぐ手の届くところにある可愛い花作戦よ！」

「うんうん！」

「作戦の概がい要ようはこうよ！　あたしたちと観田さんが親しくなったことをそれとなくアピール、そして折りを見て、あなたに『最近仲良くなったクラスメートの子たちなんだけど、一いつ緒しよでもいいかな？』みたいな感じで生徒会長や彼に紹しよう介かいしてもらうの！　どうっ!?」

「え、えと、ど、どうと言われてもぉ……」

　自分の策に少々酔よっているのか、明らかにオーバーヒート気味に迫せまられ、先輩はたじろいでいる。

　なるほど、いわゆる『将を射んと欲ほつすればまず馬を射よ』ってヤツだな。いきなり告白しても失敗する可能性が高い。だから、まずは友達ポジションから距きよ離りを縮めようってわけだな。

　先輩に白羽の矢を立てたのもうなずける。

　サヤ姉にはさすがに頼めない。あれで信司、けっこう気配りの男だからな。察しはいいほうだ。信司が好きだというぐらいだし、それぐらいは彼女たちも知っていると思う。

　好きな女の子から他の女の子をあてがわれた、というのはもし気づかれた時、致ち命めい的てきになりかねない。表には出さなくても、信司だって人間なんだし内心では恨うらみに思う可能性は高い。

　仮に頼んだところで、サヤ姉も信司が自分を慕したっていることぐらい知っている。脈がないことははっきりと示していても、心を踏ふみにじるようなことはまず引き受けないに違いない。

　この件に関してはオレもあまり適した人材とは言い難がたい。まったく接点のない年下の異性に、恋れん愛あいのキューピッド役はなかなか頼めないだろう。

　加えて、なんだかんだでオレと信司はよくつるんでいる。つまりある程度、お互たがいの交友関係ぐらいは知っているわけで、そんなオレが彼女たちをあいつに紹介するのはさすがに不自然だし、何か作さく為いがありそうなのが見え見えだ。

　そこへ行くと、明日香先せん輩ぱいは、信司とは近すぎず遠すぎず、実にお手て頃ごろな関係と言える。

　──言えるんだけど、さ。

　ずいぶんと自分勝手で、自己中心的な提案じゃねえか？

「……わたし、『絶対不可避の不吉を告げる魔女ラプラス』だよ？　いいの？」

　感情を押し殺ころしたような冷たい無機質な声が、それまでの浮ついた空気を一いつ瞬しゆんにして凍らせる。

　ちらりと見上げた先輩の背中が、ほんの小さく、でも確かに震えている。

　訪おとずれた沈ちん黙もくの一秒一秒が、とんでもなく長く感じた。オレですらこうなのだ。当の先輩の心境は察するに余りある。

　沈黙を破ったのは、おどおどした方の女の子だった。

「あたし、ほ、本気、だから。絶対、絶対に、この恋こいは叶かなえたいの」

　やっぱりたどたどしくはあったんだけど、強い想いが、ひしひしと盗ぬすみ聞ぎきしているオレにまで伝わってきた。

　それで、オレは思い出す。

　ははっ、半年の間に、いつの間にかオレは初心を忘れていたようだ。

　そうだよな。ままならないのが恋、だよな。理性で抑えられるもんじゃ、ねえよな。

　自分勝手で、自己中心的。頭の中はそのことだけでいっぱいで視野狭きよう窄さくに陥っていて、周りのこととかまるで考えられない。

　なんのこたあない。春先のオレじゃねえか。

「う、噂は、聞いてるけど、あたしには、か、観田さんがそんな不吉な存在には思えないの。確かに春先まではそんな空気まとってる感じだったけど、さ、最近の観田さんは表情が明るくなったし、毎日楽しそうで、ぜんぜん普通の女の子にしか見えない、もん」

「……で、でもわたしなんかと付き合いだしたら、貴女あなたたちにまで変な噂が立つかもしれない、よ？」

　先輩の声には、複雑な感情が入り混じっていた。

　自分のことを恐れず話しかけてきてくれたことに対する喜びがないわけじゃない。でもやっぱり不安が勝っているんだろう。

　どこまでも優やさしいから、明日香先輩は。

　そんな先輩を、ハキハキした方の子が、かかっと笑い飛ばす。

「叶えたい恋があるのよ。叶えてあげたい恋があるのよ。手段なんて選んでいられない。恋愛脳？　はっ、上等じゃない。恋せずには生きていけない。それがあたしたち女の子ってもんでしょう？」

　潔いさぎよいとすら言えるほど、完全なる開き直り。

　でも、オレの希望的観測も大いに入っているかもしれないけれど、照てれ隠しも入ってるような気がした。

　もちろん、恋した友人を応おう援えんしたいという気持ちがウェイトのほとんどを占しめてはいるのだろう。おどおどした子も、信司への想いが背中を強く押したことは多分間ま違ちがいない。

　そこに小さなひっかかりを覚えないわけじゃない。純じゆん粋すいに先輩と仲良くなりたくてってわけじゃないから。

　でもさ、最高の出で逢あいから始まった友情や恋愛があっという間に冷めて破は綻たんすることだってあるだろうし、逆に最悪の出会いから始まった友情や恋愛が、長く続くなんてこともある。オレと信司の出会いだって、元はサヤ姉に近づこうとした信司の打算から始まったのだ。

　一学期ならともかく、すでにもう二学期だ。人間、何かを始める時は、きっかけがいるもんだ。

　噂に惑まどわされることなく、ちゃんと先輩自身を見て、勇気を出して声をかけた。

　学校中から無視されている先輩に。

　打算があるからって、おいそれとできることじゃないはずだ。それはきっと、とても勇気がいることだと思う。

　だから、オレは抑え切れない笑えみとともに、グッと強く拳こぶしを握にぎる。

　これは先輩にとって間違いなく前進と言うべき、ほんの小さな……

　だけど確かな第一歩。







　プログラムは滞とどこおりなく進み、大覇青祭もいよいよ大おお詰づめ、最後を残すのみとなった。

　現在、剛田さん率いる青団が一位、それをわずかの差でサヤ姉の赤団、オレの緑団、そして明日香先輩の黄色団が追っているという様相だ。

　前評判ではサヤ姉率いる赤団が優勝候補筆頭だったんだけど、そのエースが運営という裏方仕事にほとんど専念してしまってるせいで低てい迷めい、ほとんど団子状態の混戦、どのチームにも優勝の可能性があるという大盛り上がりの展開を見せている。

　トリを飾かざるのは騎き馬ば戦せんである。クラスから三組ずつ「騎馬」を選出し、所ところ狭せましと騎き手しゆのハチマキを奪うばい合あうというまさに花形競技と言えよう。そしてここで勝ち残った団が、自動的に大覇青祭優勝となる大一番だ。

　騎馬戦と言えば、ある程度制限時間を設けて生存した騎馬の数で勝敗を決める、というルールを採用しているのが普通だけれど、サヤ姉の「最後がそんな玉虫色じゃ面おも白しろくないっ！」という鶴つるの一声で、去年から「大将騎を定め、大将を倒たおされたチームが負け」という特とく殊しゆルールが採用されている。

　これにより、いかに自軍の大将を守り、相手の大将を倒すか、という戦術要素が高まり、また一発逆転の可能性が残るため、最後の最後まで気の抜けない、そして盛り上がる仕様となっている。

「みんな、がんばろう！」

　男三人が作った騎馬の上で、病欠した大宮代役の薫がむんっと両手を握り締しめつつ脇わきを締める。そんなことをしたら胸が強調され……っていかんいかん、先輩も絶対見てるはずなんだから、にやけてちゃダメだ。

「俺は今、猛もう烈れつに感動している！」

　前方を務める我わがクラス一の巨きよ漢かん、高橋が感かん涙るいにむせび泣いていた。

　元々は小こ柄がらということでオレが乗る予定だったからな。そりゃ男なんか乗せるより、可愛い女の子を乗せるほうが気分は俄が然ぜん盛り上がるわな。肩かたに置かれた手とか、高橋がすごい意識しているのが後ろからでもよくわかる。

「ふっ……」

　オレの隣となりで信司がそんな高橋をあざ笑うかのように小さく鼻を鳴らしていた。こいつの視線の先にあるのはちょうど目の高さ、至近距離にある薫のブルマーだ。

　オレだって先輩の目がなければかぶりついて見ていたいぞ！　女子のブルマー姿をこんな間近で合法的に見れる機会など今後ないかもしれないのにっ！

　ちくしょう！　今度、サヤ姉に信司が鼻の下伸のばしてたって告げ口してやるっ！

「おい、まずは黄色団を潰つぶしに行くらしいぜ」

　上から作戦命令が回されているらしく、隣の騎馬の一人が声をかけてきた。

「オーケー。まあ、無難な判断だよな。青団とか鬼き門もんだし……」

　青団の先頭に立つは、『猿神』剛田騎。騎馬の前方を剛田さんが務め、後ろの二人も屈くつ強きような肉体を誇ほこっており、遠目にも重戦車のような威い圧あつ感があった。

　うちの前方の高橋もけっこういいガタイの持ち主ではあるが、あんなのと真っ向から対たい峙じしたら、騎手同士の対戦になる前に騎馬を潰されてまず終わること請うけ合いである。

　かの戦争の天才ナポレオンは、「一頭のライオンに率いられた羊の群は、一匹ぴきの羊に率いられたライオンの群に勝まさる」という名言を残しているけど、まさにそんな感じ。あんなのが先せん陣じん切って突っ込んでくるとか、それだけでチームは戦意喪そう失しつする。

　赤団はその雌獅子こそ不参加ではあるものの、学園のアイドルでもあるサヤ姉が応おう援えん団だん長を務めていることもあって士気が極きわめて高い。それはここまで主力を欠きながら二位と健けん闘とうしていることからもうかがえる。

　一方、黄色団は目立ったスタープレイヤーを欠いており、戦意もあまり高まっている気配はなく、チームも低迷、与くみし易やすい相手と言えそうだ。

『大覇青祭もいよいよ残すところこの競技のみとなりました。各チーム、悔くいの残らぬよう全力で頑張ってください。では全クラス対たい抗こう騎き馬ば戦せん……はじめっ！』

　ぶぉぉぉぉぉんぼぅぼぉぉぼぅぶぉぉぉんっ。

　戦国時代の合戦をイメージしたかのようなほら貝の音が、スピーカーから鳴なり響く。なんでうちの学校はこういうよくわからんところに凝こってるんだ？

　……まあ、サヤ姉の趣しゆ味みなんだろうなぁ。

「「「おおおおおおおっ!!」」」

　運動場に一斉に野太い雄お叫たけびが響き渡わたる。

　オレたちの騎馬も味方騎と足並み揃そろえてダッシュする。黄色団も我が緑団を攻こう撃げき目標と定めていたようで、二軍は瞬またたく間まに激げき突とつした。

「皆みなのものっ！　我が校こうが誇る妖よう精せい、高たか尾お沙さ耶や様を独ひとり占じめにしただけでは飽あき足たらず、さらに外にも二桁けたの女を囲っていた不ふ埒らち者を叩たたき潰せっ！」

「ってまてや!?　もしかしなくてもオレのことか!?」

　ヒステリックに叫さけぶ黄色団のリーダーらしき男に、オレは思わず突っ込む。神聖な競技に私し怨えんもちこむなっての！

　その声が届いたのか、黄色団リーダーはぐるりと首を捻ひねってオレに嫉しつ妬とに燃え上がった眼めを向けた。その口元がニタリと邪よこしまにゆがむ。

「いたぞーっ！　そこだーっ！」

　だああっ、しまったっ！

　自分から位置教えてどうするよ、オレ!?

「これより我ら修しゆ羅らに入る！　モテ男に会えばモテ男を斬きり、リア充と会えばリア充を斬る。情を捨てよ!!　ただ一ひと駆がけに攻せめ入いれ!!　目指すはハーレム野や郎ろうの首一つ!!」

「「「うおおおおおおおおっ!!　こ・ろ・せ！　こ・ろ・せ！　こ・ろ・せっ!!」」」

　黄色団リーダーの嫉妬丸出しの掛かけ声ごえに、団員たちも物ぶつ騒そう極きわまりない怒ど号ごうで応こたえる。

　なにこのカルト集団!?　怖すぎる！

　っておい、味方の緑団の皆さん、すすすっとオレたちから距離を取らないでください。気持ちはめちゃくちゃわかりますけども！

　すかさず怒ど涛とうのごとくオレのところに黄色団の殺気立った騎馬群が雪崩なだれれ込んでくる。

「「殺るならこいつ一人でっ！」」

　そして速そつ攻こうで声を揃えてオレを差し出すような台詞を吐はく信司と高橋。うん、おまえらってそういうヤツだよね。大だい丈じよう夫ぶ、知ってたから。

　……まあ騎馬を分解して逃にげ出そうとしなかっただけマシと考えよう。上にいる薫を慮おもんぱか　ってるだけなんだろうけど。

　なんかここまでくると、今や明日香先輩よりオレのほうが学園で孤こ立りつしてるような気がしてならない。本気で涙なみだがちょちょぎれそうだよ。

「どらぁ！」

　早さつ速そく、強きよう烈れつなタックルがオレの身体を襲う。

　なんの、これぐらいでって……おいこら、蹴けるな蹴るな！　もうなんでもありすぎだろ、てめえら！　そっちがその気ならこっちだって考えがある！

「うるぁっ！」

「ふっ！」

　相手の蹴り足を見切り、合わせるようにオレは足あし払ばらいをかける。柔じゆう道どうで言う出足払いってヤツだ。

　よし、タイミングどんぴしゃ！　しかも思いっきり蹴ってきていただけに、効果は絶大だった。先頭の横転に巻き込まれるように騎馬が潰れていく。

「へっ、ざまあみや……ぐあっ！」

　今度は背後から!?　って……

「ごふっ！」

　吹ふき飛とばされたところに前方からカウンター気味に肩で顎あごをかち上げられる。

　たたたっ、さ、さすがに頭がくらくらする。カクンと膝ひざから力が抜けて、倒れそうになるも、何とか踏ん張ばる。

　って身の安全のためにも倒れて早期リタイアしたほうが……

「ちっ、しぶてえぜ」

「倒れたところをさんざん踏み潰してやろうと思ったのによ」

「なぁに、まだまだ時間はたっぷりある」

　……オレ、この場から生きて帰れるのかな!?

「ふふん、それはどうかにゃ」

　猫ねこを思わせるお茶ちや目めな、どこか勝かち誇った口調で、薫が黄色いハチマキを二本、ひらひらと振ふる。って黄色!?

　オレたちを挟んでいた騎馬の騎手たちが「あっ」という顔で自らの何もない額をまさぐっている。本人も気づかないうちにって、なんて早はや業わざだよ。

『競技進行の妨さまたげとなりますので失格となった騎馬は速すみやかに退場してください』

　実にナイスなタイミングで放送がかかる。

　そうだそうだ、さっさとこの場から失うせやがれ！

「今度はボクがカッちゃんを守ってあげる番かな♡」

　しゅっしゅっとシャドーボクシングのように、薫が素す早ばやいジャブを放つ。元空手部のオレから見ても、なかなかのキレだ。

　さすが演劇部期待の新人。もうほぼ完全に頭のイメージ通りに身体を動かせるんだろうなぁ。見よう見まねでもすげえ様になってる。

　うおおっ！　想像もしていないところからすっげえ頼たよりになる味方が現れましたよ？

「何をしている！　殺れ、殺れ、早くヤツを殺るんだぁっ！　ハーレム野郎に死を！　ハーレム野郎に死をっ！　ハーレム野郎に死をぉぉぉぉぉっ!!」

　時代劇の殿との様さまのように半はん狂きよう乱らんに叫ぶ黄色団リーダー。

　い、いったい何が彼をここまで駆り立たてているんだろう？　っていうかなんか悪いものにとり憑つかれてないか？　神社かお寺で御お祓はらいを受けてきたほうがいいと思うぞ!?

「みんな、全速前進っ！　チャンスだよ」

「……あっ！　おおおっ！　行くぞっ！」

　薫の声に、オレも千せん載ざい一いち遇ぐうの好機に遅ればせながら気づき、オレは前の高橋のケツを蹴り飛ばす。

　あの大将、私怨に駆られて最前線に出てきてるじゃねえか！

　今や黄色団は一丸となってオレをフクロにしようとしている。このままじゃ緑団の勝敗はともかくオレの身がとにかくヤバい。

　死中に活あり、だ。生き残るには、殺られる前に殺るしかないっ！

「あーっ！　生徒会長が学ラン脱ぬいでるーっ！」

　……あの、薫さん？　今時そんな手に引っかかるヤツはいないと思うよ？

　しかも、学ラン脱いだって普通の体操着姿じゃねえか。意味不明すぎる。

「な、なにぃっ!!」

「って引っかかってるし!?」

　あれか、「脱ぐ」という言葉にはどうしようもなく男を惑わせる恐ろしい力が宿っていたりするのか!?

「もーらいっ！」

「ああっ!?」

　電光石火。薫の右手が黄色団リーダーからあっさりとハチマキを奪い取とる。

　一拍ぱく置いて、頭部を押さえ素っ頓狂な声を上げる黄色団リーダー。アホだろ。こいつぜってえアホだろ。黄色団、なんでこんなバカ、大将にしたし？

「ふふっ、あのひと、ＳＳＳの団長さんだよ」

「あ？　あー、そういうことか」

　あんな狂きよう信しん者しやの集団を作り上げるほど入れあげ、憧あこがれてるサヤ姉だったから、つい反応しちまったってことか。

　あれ？　ＳＳＳって確かサヤ（Ｓ）様（Ｓ）親衛隊（Ｓ）の略だったよな？　隊なのに団長なの？　新選組も一番隊二番隊とかの指揮官は組長だったらしいし、そういうノリ？

　まあ、ンなことはどうでもいいか。早々に大将騎を落とせたのは大殊勲だ。我が軍の被ひ害がいはゼロ、さらに言えば、オレ自身、軽けい微びな被害でなんとか生き延びてる！

「「「「「「「「「「「チッ！」」」」」」」」」」

　黄色団の連中の舌打ちさえ今は心ここ地ちよ……って多すぎだろ。どんだけオレ恨み買ってんの!?　オレ、この学校、生きて卒業できるんだろうか？

「さて、もう一仕事」

　明日への不安にオレがガクブルする中、薫はそう呟つぶやいて、高橋の肩に足をかける。明らかにバランスが悪く、今攻撃されたらひとたまりもないのだけど、構いもしない。

「黄色団大将！　討うち取ったりーっ!!」

「「「「「「「うおおおおおおおおおおおおおおっ!!」」」」」」」

　薫がハチマキを天に突つき上あげつつ演劇で鍛きたえた大だい音おん声じようで叫ぶや、緑団全体から大気を揺ゆるがすような勝かち鬨どきの声が上がる。

　さすが役者というか、盛り上げ方を心得ている。

　今この瞬しゆん間かん、我が緑団の士気は最高潮クライマツクスに達していた。

　よし、この勢いなら、青団だって楽勝に倒せるぜっ！







　ただの勘かん違ちがいでした。

　周囲には我が緑団騎き馬ば隊たいの皆さんが地面に這はいつくばっていた。ところどころから漏れる無数のうめきは、地じ獄ごくの亡もう者じやを思わせる。

　まさに死し屍し累るい々るい、なんかもう違う競技になってるよね、これ？

　青団は撃墜王エースの獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくぶりによってなんとか赤団に勝利を収めたものの、その損害は激しく、我が緑団との開戦時、その戦力を半数にまで減らしていた。対して、緑団は戦力を丸々残し、かつ速攻で勝負を決めたため体力も温存している。

　オレたちは勝利を確信していた。事実その通り、戦いは終始、緑団優勢で進んだ。そしてついには唯ゆい一いつ残った敵大将騎を取り囲むに至り、勝負の大勢は決したかに見えた。

　当然だ。だってその時の戦力比は実に一〇対一だったのだ。

　しかし、そこから悪夢は幕を開けた。

　なぜなら、唯一残ったその敵こそ、絶対無敵撃墜王だったのだから！　一騎、また一騎とその突とつ撃げきになすすべなく吹き飛ばされ、緑団騎馬隊が瓦が解かいしていく。

　数分とかからぬうちに、あっと言う間に緑団残騎は残り三。黄色団を倒した直後の威い勢せいもどこへやら、すっかり意い気き消しよう沈ちん、数の上ではまだ三対一と圧あつ倒とう的てき優位にあるはずなのに、敗色濃のう厚こうな気配が漂ただよっていた。

「ふははははっ！　たわいない。たわいないわーっ！」

　舞まい上がる土つち煙けむりの中、剛田さんの哄こう笑しようが響き渡る。しかも脇を固めるのは、柔じゆう道どう部ぶ主将とレスリング部主将。ともに全国大会経験者。

　時間制限なし、あんなのを撃げき破はしないと勝利はないっていくらなんでも無理ゲーすぎるっての！

「こなくそーっ！」

　緑団の二年生騎が剛田さんに左側面から体当たりをぶちかます。

　剛田騎が足を止めるのを見計らい、助走をつけての渾こん身しんの一いち撃げきだ。しかも騎馬はサッカー部と陸上部で構成された我が緑団の撃墜王エース。

　これなら多少は──

「ぬるいわっ！」

　──ってびくともしてねえしっ!!

「反はん撃げきのエイトブリッドーっ!!」

「うわああっ！」

　剛田さんが軽く、そう本当に軽く肩で突いただけにしか見えなかったのに、もろくも弾はじき飛ばされ、騎馬を維い持じできず崩くずれ去さっていく緑団最強騎。

　ほんとマジで、あんなのいったいどう倒せってんだよ!?　明らかにチートだろ！　しかも相手には疲つかれている気配すらまるでねぇし。

　これで緑団で残っているのは、オレたち一年騎と、万が一に備え戦場からやや離はなれた位置に控ひかえていた大将騎のみ、か。

　いよいよ後がなくなってきた。

「ふふっ、次はおまえか、後こう輩はい」

　不敵に笑い、のそりのそりと剛田騎がオレたちのほうへと近づいてくる。

　やだなぁ。あんなのとやりたくねえなぁ。でも敵前逃とう亡ぼうとかしたら後でサヤ姉に説教されるの間違いないだろうしなぁ。あたしはあんたをそんな情けない子に育てた覚えはないとかなんとか。

　あー、もうこの間がいやなんだよなぁ。やるならさっさと一思いにやってくれれば……なんで、ゆっくり移動してんだ、あのひとたち？

「ねぇ、カッちゃん。いざってときはちゃんと受け止めてよ？」

　不安そうに、でもどこか期待に弾んだ薫の声が降ってくる。

　そこで気づく。

「そうか！　おまえがいるから、剛田さん突っ込んでこねえんだ！」

「……はい？」

　剛田さん、今まで女の人にまるで免めん疫えきなかったからなぁ。

　一応、薫も女の子だし。いや、一応じゃなかった、ついつい忘れがちなんだけど校内でも屈くつ指しの美少女だ。

　吹き飛ばして怪け我がなんかさせないよう気を遣つかっているんだ。

「やった！　助かった」

　剛田さんのモテなさは校内では伝説なので高橋も当然知っているのだろう。オレの言葉の意味を察し、ほっと安あん堵どの息をついていた。

　まあ、運動部所属の屈強な男子が次々とゴムマリのように弾き飛ばされる光景みてたらそりゃ怖こわすぎるよなぁ。気が気じゃなかったに違いない。処しよ刑けいの時を待つ罪人の心境ってところだったのだろう。

「よし、やるぞ、みん……ひぃっ！」

　お調子者よろしく俄然、張り切りだした高橋だったが、ずぅぅぅぅんっと目の前に山のようにそびえ立つ剛田さんを見上げるや、情けない悲鳴を上げる。

　まあ責められない。剛田さん、間近で見ると本当に威圧感あるからなぁ。強こわ面もてでもあるし。一度、その筋のひとが、目線をそらしながら道の端はしに寄ってたの見たし。

　それでも、ここが勝負どころだ。

「高橋！　ふんばれっ！」

　オレは後ろから檄を飛ばす。

　せっかく剛田さんが必殺のぶちかましを封ふう印いんしてくれているのだ。この好機に怯ひるんでいたら、それこそわずかに見えた勝機さえ見失う。

「薫っ！　頼んだ」

「言われなくてもっ！」

　騎馬と騎馬が交こう錯さくするや、薫がぐっと手を伸ばす。

　そうだ。騎馬戦は、相撲すもうじゃない。

　敵を倒さなくても、ハチマキを取ればこちらの勝ちなのだ。

「って、届かないぃぃぃっ！」

　だああっ！　あっちは二メートル前後の人間バケモノ揃ぞろいだからっ！

　こっちの平均は、まさに高校一年生の平均。

　まさかそんな落とし穴があったとはっ！

　くっ、やはり剛田さんには敵かなわないのか!?

「まだまだっ！　高橋くん、肩を借りるよ」

「えっ!?」

　言うや否いなや、タンっと薫が高橋の肩を蹴って跳とぶ。

　って跳ぶ!?

「なっ！　俺おれを踏み台だいにしたぁっ!?」

　ついで剛田さんの頭を踏みつけ、さらに跳ちよう躍やく。

「はあっ!?」

　あまりに唐とう突とつな有り得ない事態に度ど肝ぎもを抜かれ、敵騎手はまるで反応できていない。

　ヒュンッ！　その絶好の隙を逃のがさず、薫の右手がハチマキを奪い取る！

　そして逆の足で今度は剛田さんの肩を蹴って宙返り！　くるっと鮮あざやかに回転して、唖あ然ぜんとする愛騎に見事着地を決める。

　一拍置いて──

「「「「うわああああああああ!!」」」」

　一部始終を目もく撃げきしていた観衆が沸わき立つ。歓かん声せいだけに飽き足らず、興奮に足を踏み鳴らす。その振しん動どうが大地を通してオレにまで伝わってくる。

　そりゃかの有名な伝説の、義経八艘そう跳とびが再現されたのだ。これで盛り上がらないわけがない！

　こうして大覇青祭は、興奮のるつぼの中、オレたち緑団の勝利で幕を閉じたのだった。
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「すごかったね、最後の！」

「うん、すごかった」

　興奮冷めやらぬという感じで明日香先せん輩ぱいが熱っぽく語れば、聡里も無表情ながらどこか高こう揚ようを隠かくしきれぬ声でコクコクと同意を示す。

　二人が感かん嘆たんするのも当然だな。

　実際、オレなんか間近で見たって言うのに、ちょっと自分の目が信じられなかったからなぁ。ほんと……まるで猫みたいな身のこなしだった。あのあと、空いてるほうの左手で思わず自分のほっぺたを抓つねってみたぐらいだし。

「あはは。それほどでもあるかにゃー」

　招まねき猫のように右手を丸めて、薫が得意げに笑う。

　なんかほんとノリノリだ。まあ、間違いなく緑団優勝の立役者だからな。今日ぐらいは調子に乗ってても大目に見てやるとしよう。

　腕うでを組んで、うんうんとしたり顔で偉えらそうに藤堂が頷うなずく。

「ふふっ、さすがあたしの親友よね」

「さすがって……おまえなんも貢こう献けんしてねえだろ。出た競技だいたい全部ドベだったじゃねえか」

「応おう援えん頑がん張ばったし！」

「はい、女の子にデリカシーのないこと言わない」

　コツンとサヤ姉に頭を小こ突づかれた。まあ、ぜんぜん痛くはなかったけど。

　オレ、先輩、サヤ姉、聡里、信司といういつものメンバーに、薫と藤堂を足した総勢七名で連れ立って帰路についていた。

　緊きん張ちようの糸が切れたためか、疲れがどっと押おし寄よせてきて、正直歩くのもおっくうなくらい身体が重い。

　とはいえ今オレが感じているのは、祭りの後特有の、どこか清清すがすがしい倦けん怠たい感かんだ。勝利の余よ韻いんもあってこれはこれで格別である。

　なにせいつもやりこめられてた剛田さんに勝ったんだからなっ！　ふはは！

　……おまえも何も貢献してねえだろ、みたいなツッコミはなしの方向で。一人はみんなのために、みんなは一人のために、だ！　みんなで一丸となって掴つかんだ勝利なのだ！

「明あけ智ちさんって、体操とかしてたのか？」

「中学時代、劇団でそういう役をもらったからにゃ～。身体が小さい子役のほうが軽かる業わざには向いてるからねぇ」

　信司の質問に、薫が返す。あ～、フィギュアスケートとかでも小さい子が大人顔負けのジャンプしたりするもんなぁ。

　なんか薫のヤツ、語ご尾びににゃ～を付けるのが妙みように気に入ったらしい。まあ、可愛かわいいから放置。

「おまえ、劇団にも所属してたのかよ、そりゃ道理でズバ抜ぬけて演技上う手まいわけだよなぁ。将来は女優でも目指すのか？」

　なんとなく訊きいて、内心ちょっと落ち込むオレ。

　サヤ姉や剛田さんは言うに及およばず、聡里は最近料理の腕をメキメキと上げてるし、空はプロ作家。明日香先輩や希優さんにしたって、異能を抜きにしても普ふ通つうにテレビに出てくるアイドルや女優より綺き麗れいだもんなぁ。

　そして気さくに話せる友人だと思っていた薫は、プロ顔負けの演技力の持ち主。なんでオレの周りはこう、みんな学生離ばなれしてるひとばかりなんだろ。劣れつ等とう感かん刺し激げきされまくりですよ。ううっ。

「ん～、そっちの世界にはあんまり興味にゃいんだよね～」

「あんなに上手いのにもったいねえなぁ」

　いや、いくら才能があるからって、それで食べていけるのは一〇〇人に一人ぐらいという厳しい世界だってことは知ってるけど、な。

　でも一方で薫なら絶対大丈夫とも思う。

「いいんだにゃ。演技力を鍛えてるのは、違ちがう目的だから」

「へえ？　なんだよ。気になるな」

　脳のう裏りをよぎったのは、中学生ながらプロ作家として大人たちに混じって戦っている空の言葉だ。

　一言一句までは覚えていないけれど、一つのことに集中しそれ以外のすべてを捨て去る修羅だけが踏み入れられる領域があるとかそんな話だったと思う。

　薫も、この年であれほどの表現力を体得している。天てん賦ぷの才があったとしても、並なみ大たい抵ていの努力じゃあ決して今ほどの領域には辿たどりつけていなかっただろう。

　空との騒そう動どうの時も感じたんだけれど、今のオレは、そういうのめり込めるもの、を持ってないからな。このままじゃ周りに置いて行かれるんじゃないかっていう危き惧ぐとか、少しあるんだよ。みんなほど突き抜けてなくても、オレもオレなりの「何か」を探さないと、ってさ。

　だから、きっとすげえ参考になると思うんだ。薫がこれほどまでの苦労をしても成なし遂とげたい目的を聞けば──

「とりあえずカッちゃんの愛人を演じて修しゆ羅ら場ばを煽あおるため、かにゃ」

「オレを陥おとしいれるために人生賭かけるな！　そもそも時系列からおかしいし！」

「カッちゃんの先輩と生徒会長が修羅場すぎる」

「マジ勘かん弁べんして!?」

「阿あ修しゆ羅ら面怒いかり～。カカカッ！」

「笑い事じゃねえ！」

「ふふ、ボクは神様に喧けん嘩か売ってるのさ」

「いきなり壮そう大だいになった!?　つーか意味不明すぎる！」

　あーもうツッコミすぎて息が切れたわ。

　ったく、言いたくねえならそう言えってんだ。こっちだって無む理り強じいしてまで訊くつもりねえっての。

「わたっ！」

「おっと」

　なんかいきなり藤堂がコケそうになり、オレは咄とつ嗟さに受け止める。ほんとこいつ、運動系はトロいなぁ。なんで何もないところでつまずくんだよ。

「カーくん？　どこ触さわってるのかな？」

「え？　どこって……」

　言われて反射的にぐにゅぐにゅっと確かく認にんするように手を動かしてしまい、すぐにその愚ぐに気づく。い、今の感かん触しよくはまさか……っ！

「うわあっ！　不ふ可か抗こう力りよく！　単なる不可抗力だから！」

　叫びつつ、慌あわててオレは藤堂から飛び離れる。

　転びそうなひとがいたら、ほら、もう考えるより早く助けちゃうじゃん!?　だから下心とか一いつ切さいなかったし。ほんと偶ぐう然ぜんなんだっ！　潔白なんだ！

「あたし、男に胸揉もまれたの、初めて……」

　いつものかしましさはどこへやら、身を縮こまらせ、ぽっと女の子らしく頬ほおを赤らめる藤堂。

　だからこれ以上、ガソリン投下しないでーっ！　胸揉んじゃったのはほんと悪かったけど！

「カッちゃん……ボクの親友になんてことしてくれるのさ」

　薫がわなわなと拳を震ふるわせ、オレを睨にらんでいる。

　そしてその後ろには、いつもの面子から、ごごごごっと幻げん聴ちようが聞こえてきそうな勢いで、なにやら禍まが々まがしい気配が漂い始めていた。

　って待て！　藤堂、ぺろっと舌出してんじゃねー！　演技かよ！　やっぱりおまえは薫の親友かーっ！

　みんな、うしろ、うしろーっ！　って叫びたいんだけど、あまりの恐きよう怖ふにオレの喉のどから漏もれるのは言葉にならないうめきのみ。

　ついに腰こしを抜かしてへたりこむオレを冷たく見下ろして、女の子たちは声を揃え無む慈じ悲ひに問うてくる。

「「「「アーユーレディ？」」」」

「いやああああああああああああ!!」







　……後から思えば。

　この時がオレたち七人が七人でいられた、最初で最後の刻だった。
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《オーバーライン》に目覚めて以来、あたしは《力》の虜とりこになった。

　人間ってほら、難なん儀ぎな生き物じゃない。

　隠されてるものほど暴あばきたくなるというか。暴かずにはいられないというか。

　でも知らないほうが幸せでいられることって、あるんだよね。

　友達だと思っていた子が、陰かげであたしの悪口を言ってたりとか。

　優やさしいと思っていた先生が、裏で生徒のことを家か畜ちく扱あつかいしていたりとか。

　そして、相手の弱みを握ったことで、優越感を覚えてる汚い自分とか。

　この《力》が、禁断の扉を開けるものだと気づいた時にはもう遅おそかった。

　あたしはすでに、絶望に侵おかされきっていて世の中が嫌いやで嫌でしかたなくなっていた。

　なのに《力》を使うことをやめられない自分の弱さが恨うらめしい。

　転機は、今年の春。なんとなく、覗のぞいていた視界から飛び込んできた情報だった。

　未来量子論。そう、それが全すべての始まり。









「カーくん……カーくん……」

「え？　あれ、先輩？」

　気がつくと、オレの目の前には、明あ日す香か先せん輩ぱいがいて、優しく微笑ほほえみかけてきた。

　制服姿にふりふりの可愛らしいエプロン、いつもストレートな黒くろ髪かみは、首筋のあたりで大きめのリボンで束ねられている。

　こ、これはまさかっ！

　明日香先輩、幼妻バージョン!?

　新たな魅み力りよく発見といいますか、かなりクるものがある。先輩、エプロン似合うなぁ。眼福眼福。

　もはや見み飽あきた感さえあるオレの部屋だけど、先輩がいるだけでもう彩いろどりそのものが違うね！　空気も柔やわらかく甘やかな感じがする。

　先輩がオレの部屋に来るなんていつ以来だろう。っていうかあれ？　なんで先輩がオレの部屋にいるんだっけ？

「ふふっ、さあ、カーくん、ご飯にしましょう」

「へ？　ご飯」

「そうよ、今日はカーくんの大好きなカレーだよ」

　いつの間にやら先輩の両手は鍋なべつかみが装着され、その間にはメタリックに鈍にぶく輝かがやく鍋が抱かかえられている。

　え？　そんなものさっきまで持ってなかったよね？　っていうかなんでオレの部屋でご飯？

「食べないの？」

「わわっ、け、決してそんなことは……」

「じゃあ……食べたいのは、わ・た・し？」

　蠱こ惑わく的てきな笑えみとともに、するりと明日香先輩がエプロンのヒモを解く。

　ひらひらとゆっくりとエプロンが床ゆかに舞い降おりていき、そこには一糸まとわぬ明日香先輩が……って待て！　制服どこいった!?

　ああ、そうか。遅まきながら記き憶おくが蘇よみがえってくる。

　夕飯と風ふ呂ろを済ませると、途と端たんに睡すい魔まが襲おそってきたんだ。大覇青祭ではなんだかんだで飛んだり跳はねたりしてたし、やっぱり疲れていたのだろう。目ま蓋ぶたも抗あらがいようもなく重くてふらふらと何とか自室に戻もどったところで記憶が途と切ぎれている。

　いろいろなんか展開が都合がいいのも納なつ得とくだよ。

　こりゃあ夢だ。《オーバーライン》関係で超ちよう常じよう現象にはずいぶん慣れているつもりだけれど、さすがにこれはいくらなんでも非常識すぎる。

「ちくしょう、もっとちゃんとリアリティのある夢を見やがれオレ。夢だと気づかせるんじゃねえよ、バカ！」

　だんだんっと床を思いっきり殴なぐりつけながらオレは嘆なげく。ううっ、やっぱりまったく痛くねえ。もうちょっとこの夢の空間を楽しみたかったぞ、切実に！

「カーくん……」

　腕で大事なところを隠しつつ、潤うるんだ声で先輩がオレを呼ぶ。

　ごくり……とオレの喉が思わず鳴る。誘さそってる！　コレ間ま違ちがいなく誘ってるよね！

　待てよ、ものは考えようじゃないか？

　この際だから、来るべきその時におろおろしないよう、ここでイメージトレーニングを積んでおくのもいいのではなかろうか。

　いやさ、いいに違いない！

　現実は厳しいんだから、ちょっといい夢ぐらい見たっていいじゃねえか、文字通り！

「明日香先輩っ！」

　オレは明日香先輩の腰を抱だき、ぐっと引き寄せる。現実ならこんなこととても出来ないけれど、これはオレの夢の中なんだしいくらでも強ごう引いんになれる。

「あっ……」

　明日香先輩は抵てい抗こうすることなくオレの胸にその顔を埋うずめた。……身長差的にそれはありえないような気がするが、それも夢だから、細かいことは気にすんな！

「カー……くぅん……」

　そっと顔を上げた先輩の瞳ひとみは、何かを求めるように切なげに潤んでいた。

　オレと視線が合った瞬間、先輩は目蓋を閉じ、下品じゃない程度にわずかに唇くちびるを突き出だす。その意味がわからぬほどオレも朴ぼく念ねん仁じんではない。

　もう二人の間に言葉はいらなかった。

「バトラ！」

　唇が触ふれ合あうか否かという瞬間、空の声が雷らい鳴めいのようにオレを撃うち抜いた。

　え？　なんで？　ここで空が？

「バトラ！　バトラっ！」

　空のオレを呼ぶ声が、何度も響ひびき渡る。

　これはいったい？

　漫まん画がとかだと、主人公がサブヒロインとキスしようとした瞬間、本命のヒロインの声が脳裏に響いてなんとか踏ふみとどまる、ってのはよくあるベタな展開だけど。

　え？　まさかオレって本当は空が好き──

「ってそんなわけあるかぁっ！」

　ないないないっ！　あいつだけは断じてないからっ！　サヤ姉ならまだし……いやいやいや。オレってば何考えてんだよ。

　オレが異性として好きなのは明日香先輩ただ一人だっ！

　今もほら、不安そうにオレを見上げる先輩を見るだけで、あふれる想おもいで胸が張はり裂さけそうになる。

　そうだよ、好きな女の子にここまでされて何もしないとか、オトコじゃないだろ。

「明日香先輩っ！　好きです」

　迷いを振り切きるように先輩の両りよう肩かたを掴み、半ば強引にその瑞みず々みずしい唇へと自らの唇を伸のばす。

　デレデレデレデレデレデレデレデレデーデン!!

「うわぁっ！」

　いきなりおどろおどろしく鳴なり響いた機械音に、オレは奇き声せいとともに飛び起きる。

　視界には薄うす闇やみが広がっていた。厚手のカーテンは月明かりの侵しん入にゆうを阻はばんではいたが、机の方でチカチカまたたく光により、どこに何があるかは何とか把は握あくできた。

　部屋には未いまだ禍々しい音楽が流れ続けている。この着信音は、空だ。なぜヤツのをそういうのに設定したかはまあ、お察しください。

　くそ、こいつが夢の最後に出てきたのはもしかしてこの電話のせいか？　あいつとは一時期、夢を通じて繋つながってたこともあるから、それも影えい響きようしてるのかも。

　おっと、なんて考えてる場合じゃないか。オレは立ち上がり携けい帯たいを拾い上げて着信ボタンを押す。

「もしもし、なんだよ？」

　口調が多少荒あらくなるのはご愛あい嬌きようだ。

　決して嫌きらいってわけじゃないんだけど、なんつーかこいつに関しては生理的な苦手意識みたいなものがオレの中に生まれていた。あと今はいい夢見てたところを邪じや魔まされたということもある。

　ちらりと机の端に置かれた目覚まし時計を見る。おいおい、日付変わってるじゃねえか。

『あ、もしもし、バトラですか？　そちらは真っ暗ですか？』

「そちらはって、おまえ外国にでもいるのか？」

『いえ、日本におりますけど。その、貴方あなたが今いらっしゃる場所が真っ暗かどうかをお聞きしたのです』

　なんなんだ、いきなり。

　のっけから相も変わらず宇宙人なヤツだ。

「外も中も真っ暗で何も見えねえよっ」

『それは好都合ですわ』

「あのなぁ、昼夜逆転してる作家様に教えておいてやるが、世間一いつ般ぱんではこんな真夜中に他ひ人と様さまに電話かけるのはご法はつ度となんだぞ」

『……随ずい分ぶんな物言いですわね。せっかくいい情報を仕入れたので教えて差し上げようと思いましたのに』

「はぁ？　どうせこの近辺におまえ好みの執しつ事じ喫きつ茶さが出来たとかそういうのだろ？　ノーサンキューだから」

『《オーバーライン》関係なのですが、わかりましたわ。このことはわたくしもさっさと忘れることに……』

「わ～、待て待て待てっ！」

　慌ててオレは空の言葉を遮さえぎる。

《オーバーライン》関係なら話は別だ。明日香先輩の予知夢は、まだ再発の可能性を残しているし、サヤ姉だって、あんな人間には過ぎた《力》、なるべくなら手放させてあげたい。その手がかりになりそうなものなら、どんな小さいことでも集めておきたかった。

「オレが悪かったよ。だから、教えてくれ」

『謝あやまって済むなら警察はいらなくてよ？』

「……何が望みだ？」

『なに、そんな大したことじゃありませんわ。ただ一言。「信司、愛してるよ」と電話口に囁いてくだされば』

　反射的に通話を切りそうになった。

　この腐女子はぁっ！　それしかないのか、ほんと！

　今も親指がギリギリのところでプルプルと震えている。よく自制できてると自分で自分を褒ほめてあげたい。

「じょ、冗じよう談だんはいいから、早く教えろよ～」

　心の奥おくから噴ふき出す怒りをなんとか堪こらえ、オレはつとめて明るく軽い調子で流す。

　ここは我が慢まんだオレ。通話を切るのは情報を聞き出してからだ。

「言ってくださるまで絶対教えてなんてあげませんわ。ああ、残念ですわぁ。我ながら凄すごい情報ですのにっ！　なにせあの小鳥遊たかなし氏の部屋に忍しのび込んで盗とってきた情報ですから」

「なん……だと……っ!?」

　空の口から出たある人物の名前に、オレの頭から完全に眠ねむ気けが吹ふき飛とぶ。そう言えば空にも《オーバーライン》のことを教える際、こいつについても語っていたっけ。

　小鳥遊京きよう水すい──世界的な大企業プレイバードをわずか一代で築き上げたカリスマ経営者だ。いわゆる人材マニアで、《オーバーライン》の名付け親でもある。

《オーバーライン》に関して独自に色々調べてもいるようだし、当然、オレたちの知らない情報にも通じている可能性が高い。

　ちくしょう。なんで《運命の悪あく魔ま》はよりにもよってこんな最悪の変態のところにそんな垂すい涎ぜんのネタを……っ！

「…………………信司、愛してるよ」

　正直トラウマもあっておぞましくて仕方なかったが、心の中で何かがゴリゴリと削けずられるような音を聞きつつ、断腸の思いで何とか喉から絞しぼり出す。

　崖がけへ転がり落ちる第一歩を踏み出した、そんな気がした。くそっ、なんかすげえ汚よごされたぞ。黒でも灰色でもなく、知りたくもない色に。

　だが、これもみんなのためだ。そのためならオレは喜んで犠ぎ牲せいになるぜ。

「さあ、言ったぞ。小鳥遊から得たという情報を……」

『あ～？　聞こえんなぁ？』

　目の前が真っ暗になった。

　鬼おにだ。鬼がいる。いや、この仕打ちはもう鬼も哭ないて逃にげ出すぞ。ひとがいろいろプライドを曲げて、苦く渋じゆうの決断をして放った一言に対してあまりにひどすぎる。

「空、てめえには人の心ってものがねえのかぁっ！」

『わたくし、人を捨てた鬼腐人ですから。というわけでもう一度おねがい致いたしますわ』

「ふざけんな！　あんなの二度も言えるか！」

『ふ～、やっぱりこの情報は闇やみに葬ほうむると致しましょうか』

「くっ、わぁったよ！　足下見やがって。信司、愛してるよっ！　これでいいんだろ！」

『そんなヤケクソ気味じゃダメですっ！　もっと優しく、囁くように！　感情をこめて！』

「し、信司……愛してるよ」

『はい、録音させていただきましたぁぁっ！』

「待てこらぁっ!!」

　夜中だというのに、思わず腹の底から叫さけんでしまった。







[image: ]







　が、もう完全に後の祭り。やらった。マジやらった。こいつならそれぐらいするに決まってるじゃねえか。なぜそこに思い至らなかったぁっ！

「ふふふ、ご安心なさって？　個人用ですので流出などさせませんから」

「絶対だぞ！　絶対だからな！」

　オレの周りの連中に今のを聞かれたらと思うと、暗あん鬱うつとした気分になる。

　とはいえ、空のことだから、録音データを消せと言ったところで、聞いちゃくれないに違いない。ならば、その辺りを厳守させるしか手は残ってなさそうだった。

　ううっ、またオレの黒歴史が増えちまったよ。

「こっちは約束守ったんだ。さっさと話せ！　ショボイ話だったら承知しねえぞ！」

「おお、怖いですわ。ご安心なさって。損はさせませんわ。わたくしが掴んだ情報、それは貴方たちの監視者について、ですわ！」

　それはまさに、オレたちが喉から手が出るほど欲ほつしているものだった。







「覗き見ピーピング？」

　空の口にした言葉を、オレはそのままオウム返しする。

　それが監視者の能力名、なのか？

　大覇青祭後、思う存分空中遊泳を満まん喫きつしていた空は、ふとオレから聞いた話を思い出し、プレイバード本社社長室へとその能力を活いかして忍び込んだらしい。

　そこでは小鳥遊が高級そうなワインレッドの椅い子すに腰こし掛かけ、レポートの束を読んでいて、それを空は隣となりからこっそり覗き見たのだそうだ。

『そこにはこう記されてましたわ。「うーん、自分で自分のことを書くのは照れるなぁ。とりあえずいろんなとこを見れる能力。警けい戒かい厳重なところだって余よ裕ゆう。読どく唇しん術じゆつもマスターしてるから会話の盗とう聴ちようも可能。でもね、小鳥遊さん。ピーピングなんて能力名はいくらなんでもあんまりじゃないかな？　今からでも変更を要求する！　よし、今日からボクの能力名はスティールラブでっ！　ヤツはとんでもないものを盗ぬすんでいきました。貴方の……心です。」』

「おまえ、よくそんな長いの暗記できるな」

『この手の暗記は得意なんです』

「天才作家の面めん目もく躍やく如じよってところ、か」

『ふふふっ、それほどでもございませんわ』

　その分、変態だけどな。

　という続きは、オレの心の中に仕舞っておく。まあ、でも凄いのは確かだ。オレはとても覚えきれそうにない。

「いろいろなところを見れる能力、か。これだけじゃちょっとどんな《力》なのか判然としないな」

『そうでもありませんわよ？　「読唇術もマスターしてるから盗聴が可能」とあるじゃありませんか。この《力》の持ち主は、見ることはできても音声を拾うことは出来ない、ということですわ。これはスティールラブ、という言葉からも裏付けられます。愛loveを盗むsteal。目は英語でＥＹＥアイ。つまり対象の視界を盗み見れる能力、なのではないでしょうか？」

「おおっ、なるほど！　だから真夜中に電話してきて、オレの状況を確認してきたのか」

　電話口だというのに思わず納得して頷く。

　一般常識という言葉からひたすらかけ離はなれた思考を持つ宇宙人ではあるが、一方でこいつは売れっ子作家でもある。言葉の裏を見み抜ぬくのはやはりお手の物だった。

　変身能力を持つ《オーバーライン》と敵対した際、サヤ姉に教えてもらったことを思い出す。何かを「見る」ってのは、光の反射から情報を取得するってことだ。この真まっ暗くら闇やみの中で、つまり光がほとんどない状況で、オレの唇の動きまで見ることは至難のはずだ。また先立って空からは携帯で口元を隠せとの指示も受けている。

　オレの部屋は監視されていることに勘かん付づいた時点で、サヤ姉が盗聴されていないか隈くまなく調べ上げているし、空もすでに確認済み。

　さすがに携帯の電波を傍ぼう受じゆとかまでされたらお手上げだが、小鳥遊はあれで「法」を犯すようなことはしないヤツだからな。多分、大だい丈じよう夫ぶのはずだ。

「でもどうすっかな。メモとっときたいけど、どうしても見ながらになってしまうしなぁ」

『では後ほど、留守電にでも入れておきますわ』

「おお、じゃあそれで頼むわ。他にはどんなことが書かれていた？」

『後は、そうですね。データの項こう目もくが四つ。特異性ランクＡ、経済価値ランクＡ、発はつ症しよう時期、四歳としの夏なつ頃ごろ、ＦＯＥ重要度、Ｃ。わたくしが見たのは以上ですわ』

「……なんだ、そのＦＯＥ重要度って？」

『さあ、わたくしに聞かれましても』

「だよなぁ」

　もんもんとしたものを吐はき出すように、オレはため息をつく。他の三つはなんとなくわかるが、これだけはさっぱり意味不明だ。せいぜいで何かの略だということぐらいか。

　うーむ、確かに貴重な情報には違いないのだけれど、一方でなんつーか、核かく心しんに触れるような情報でもないんだよなぁ。

「もっとこう、そいつを特定できるような情報は見なかったのか？　名前とか顔とかさ」

『すみません。そこまでは……。一いつ瞬しゆんでしたから。どうもわたくしのことも知っておられたみたいで、秘書らしきひとがすぐに閉じてしまいましたの。レポートの上のほうは前のページが覆おおい隠してしまっていて見ることは叶かなわなかったのです……』

「そうか……」

　ちくしょう。それさえわかればまだ探しようもあったかもしれないのに。

　まあ、そう何もかもが上手くいくわけがない、か。

　むしろそんな一瞬だったのにこれほどの情報を盗んでこれたのだから、グッジョブといったところだ。

「すでに空のことも調査済み、か。相変わらず気味が悪いぜ」

『まったくですわ。誰だれかに観察されているなんて、じっくりたっぷりねぶりあげるように視られているなんて……けっこうゾクゾクしますわね？』

「変態はさておき」

　空の妄もう言げんを一言で切り捨て、オレは考えこむ。

　とりあえず、今聞いたことからわかるのは、その監視者はなんか子供っぽいっていうか、道どう化けじみた感じのヤツってぐらいだ。

　一応、小鳥遊に従ってるっぽいけれど、敬語を使ってないどころか、話し言葉としてもかなり砕くだけた語り口だった。小鳥遊にこんなフランクな調子で物言えるのは日本全国探してもそうそういないぞ、普通に考えて。

「しかもボク、かよ。ふざけた野や郎ろうだぜ」

　オレは獰どう猛もうに吐き捨すてる。

　能力名『覗き見』だろ。明日香先輩とかサヤ姉とかの裸はだかを視られていたりする可能性は極きわめて高い。そんな野郎、八やつ裂ざきにしてもまだ足りないところだ。

　小鳥遊が何らかの手段を用いてオレたちを監視しているとは、サヤ姉も嫌けん悪おとともに指摘していたし、普ふ段だんは胸むな糞くそ悪くなるだけなのでなるべく考えないように努めてはいたものの、その鬱うつ憤ぷんも溜たまりに溜まっているのだ。

　とりあえず見つけた暁あかつきには顔の形が変わるまでぶん殴ってやらねえと、な。

「あれ？　そういや薫かおるもボクって自分のことを呼ぶよな」

　ふと、脳裏に明るく笑う少女の顔が思おもい浮うかぶ。

　まあ、単なる偶然だよな。あんないいやつに限ってそんなことあるわけないし。







『ふわ～、なによ、こんな時間に～』

　いてもたってもいられず電話すると、ちょっと険の混じった眠ねむそうな声が返ってきた。当然か。時計はすでに一時半を回っている。

　かけた相手は当然、オレの従姉にして世界にもその名を知られた超ちよう天てん才さい。

「ごめん、寝てた？」

『あったりまえでしょ～が。今何時だと……』

「ってことはそっち真っ暗だよね。何も見えないよね。あ、あと話す時はさりげなく口元も隠して」

『ンなことでいちいちかけてくるなっ！』

「へ？　あのサヤ姉？」

　いきなり大声でどやしつけられ、オレが目を白黒させていると、

『ったく、あの馬ば鹿かはいつもいつも面めん倒どう事ばっかりしょいこんで～』

　通話は切れてないので、遠まきにサヤ姉のぼやきが漏れ聞こえてくる。

　次いで、ばさぁっという物音も。

『……ほら、布ふ団とん頭からひっかぶったわよ。真っ暗で、口元も隠せるでしょう？　ずいぶんときな臭くさいじゃない。小鳥遊が使ってる監視者についてなんかわかったの？』

　なるほど。さっきのは電話を切ったというアピールか。相変わらず察しが良すぎるというか、一を聞いて一〇を知るというか。ほんと頼たよりになりまくるひとだ。

　しかし、布団の中に丸まるサヤ姉か。普段が傲ごう岸がん不ふ遜そんの女じよ帝ていなだけに、ちょっと想像がつかない。ぜひ絵面として見てみたいかも。

　おっと、アホなこと考えてる場合じゃなかったな。

「空から連れん絡らくがあって、さ」

『尼あま塚つかさんから？』

　オレは空から教えてもらった情報をそのままサヤ姉に伝える。と言っても空からの留守電を愛用していたＭＰ３プレイヤーに付いてた録音機能で取り込んで、それを聞かせているだけだけど。

　ちなみに、ちゃんと歌を歌って記録させてそれを聞く、という痛いヤツを演じているので、監視者への偽ぎ装そうもばっちしだ。

『……ふむ。少し待ちなさい』

　留守電を聞き終えた後、サヤ姉はそう言って沈ちん黙もくする。

　おそらく『思考時間』、すなわち《世界の記憶アカシツクレコード》にアクセスしているのだろう。邪魔するわけにもいかず、オレもただ黙だまってサヤ姉の検けん索さくが終わるのを待つ。

『……はあ、ダメね。この程度の情報じゃとても監視者が誰かまでは辿り着つけそうにないわ。それこそインターネットすらはるかに上回る情報量だってのに、検索エンジンに相当するものがぜんぜん整備されてないし……クローラープラグラムを走らせて、その上で検索アルゴリズムをあたしが組む？　でも現実世界のプログラムがあの世界でも通用するとは感覚的にどうも思えないし、正直、見当も……』

「ごめん、何を言っているのかわからん」

　なんか途と中ちゆうから意味不明な単語の羅ら列れつに、すっかり置いてきぼりにされたオレである。

　まあ、とりあえず、なんとなく、結果が芳かんばしくないことだけはわかった。

「サヤ姉の《力》でもダメかぁ。明日香先輩の時は上手くいったのになぁ」

『明日香とは数すうヶか月げつ、実際に会って話をしたり時には喧嘩もしたりで、ある程度あたしも明日香を表すキーワードを持っていたからね。あたしとの共通項もあったし。じゃなかったらとても探せなかったわ』

　ふーむ、まあ、やっぱり言ってることはいまいちわからないんだけど。

　サヤ姉の《力》って、なんでも知ることのできるとんでもねえ代しろ物ものに見えて、とんでもなさすぎて使い勝手が悪い感じなんだなぁ。

　例えが適切じゃないかもだけど、普通の人が自転車か徒歩なら、今、サヤ姉の《力》は大型トラックみたいなものなんだと思う。一度にいっぱいの荷物情報を運ぶことができるけれど、毎日の通学とかには曲がり角で車体を操あやつるのも一苦労、細かい道は入れず、燃費も悪い、さらには荷物も多すぎてどれが必要なものかもわからない、みたいな。

　まだ《力》に無意識だった頃ころは、自家用車って感じだったのに、意識しちゃったことでバランスが崩くずれたというのもあるのかもしれない。しばらくすればコントロールもできるようになるかもだけど、《オーバーライン》の能力はあまり使い手を幸福にはしてくれない感じがするしなぁ。あんまりそういう方向には行ってほしくない。

『まあ、でも、能力についてはある程度分ぶん析せきできたわ。尼塚さんの推測した「対象の視覚情報を盗み見できる能力」が正しいと仮定するなら、だけどね。まあ、あたしも九割方、正しいと見てるけど』

「さっすが」

　もうこのひとの謎なぞ解ときには驚おどろかなくなってしまった自分がいる。

『なにが、さっすが、よ。この程度、あんた一人でも解けるレベルよ？』

「無む茶ちや言うな」

《オーバーライン》の能力の科学的考察は、サヤ姉の専売特許じゃないか。無学なオレのどこに割り込む隙すきがあるってんだよ。

『無茶じゃないわよ。ヒント。殺さつ人じん鬼きの変身能力と、聡さと里りの精神感応。要はこの二つの応用ね』

「委員長と聡里の？　え、え～っと、委員長の時って確か、人間がどうやって物を見ているか、だったよな。そして聡里のは量子テレポーテー……あーっ！」

『気づいた？』

「ああ、目から網もう膜まくに入ってきた光情報は、そこで神経を走る電気信号に変わって、それを脳が処理して映像として認にん識しきさせている、だったよな。つまり、その映像関係の電気信号を、量子テレポーテーションで取得して覗き見てる？」

『はい、正解。あんたにしてはよく覚えてたじゃない』

　あんたにしては、というあたりに含ふくんだ物を感じたけれど、気にしない。ヒントこそもらったけれど、自分で解いたって実感が勝った。かなり嬉うれしい。いつもサヤ姉に頼りきりだったからなぁ。

『あとは、これはまだ推測の域を出ないんだけど。正直、言葉の綾あやで片付くレベルでしかないんだけれど……カー坊、あなた、覗き見って言葉からどういう状況を連想する？』

　ずいぶんと持って回った言い方で、サヤ姉がそんなことを訊きいてきた。

　オレは少し考えて、

「ん～、そだな。やっぱすぐに思いつくのは、カーテンやドアの隙すき間まとかから、女性の着き替がえを見てる変態野郎かな。あとは……他人の携帯を覗き見るとか、テストの答案を覗き見るとか使うし、なんか隣からそ～っと見てる感じかなぁ」

　まあ、当たり前だけど、あんまりいい意味では使われないよなぁ。なんか小こ賢ざかしい卑ひ怯きよう者ものって感じのイメージがある。そりゃ監視者だって名めい称しよう変へん更こうを願い出るわな。

　なんて益やく体たいもない考えは、サヤ姉の次の言葉で木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばされることになる。

『そう……覗く対象のすぐ近くにいるのよ、覗き見をするやつは』







「ふあああああああああああ」

　まんじりともせず、オレは朝を迎むかえた。

　空から電話がかかってくるちょっと前になまじ眠っていたのが祟たたった。そこに監視者に関する情報だ。精神が興奮しきって目が冴さえまくってしまったのだ。

　とりあえず、サヤ姉の言うとおり、監視者がオレたちの近く、例えば青せい陵りよう高校の生徒だとしたならば、いざって時まで素知らぬフリをしているのが得策だろう。

　正体を探さぐられていると勘付かれたら、警戒される恐おそれがある。転校という形で高飛びされたり、最悪、小鳥遊にオレたちには手が出せないところに匿かくまわれたらそれこそお手上げだ。

　オレも校内でキョロキョロするとか不ふ審しんな行動は取らないよう気をつけないと、な。上う手まくやれるかなぁ。一度意識してしまった以上、どうしてもぎこちなくなりそうだ。

　でもなんとかやり通すしかないよな。いつまでも監視されてるとか、気持ち悪くて仕方ないし。さっさと捕つかまえねえと。

　まあ、そんな感じで考えをまとめていたら、さすがにいい加減、睡魔が再び襲ってきてくれた次し第だいである。今日が日曜で助かったぜ。思う存分眠れる。

　オレは心置きなく意識を手放し──

　た～たたら～たらら～。

「またかよ、うっせ～な～」

　枕まくら元もとの携帯に手を伸ばすと、液えき晶しよう画面には我わが従姉の表示。ふ～、昨夜は空に叩たたき起おこされ、今朝はサヤ姉ですか。

　これが俗ぞくに言う、「女の子が寝かせてくれなくてさぁ」というやつだろうか。うん、絶対違ちがう気がする。

　表示されている時刻は一一時だった。寝てすぐ起こされたと思ったのに、けっこう時間が経過していたようだった。でも寝た気がまるでしねえ。

　おっと、あんまり待たせると女王様の機き嫌げんを損そこねちまう。

　ぽちっとな。

『大変よカー坊！　早く来なさい！　明日香が！　明日香が浮うわ気きしてるっ!!』

「な、なんだってーっ!!」







　と言うわけで寝ね不ぶ足そくでだるい身体を引きずってなんとかやって参りました。街の中心部、横町商店街。他県からも客が集つどう、この辺の地域における若者の流行の発信地だ。

　幅はば四・五メートル、全長四三〇メートルの通りは通つう称しよう、横町ストリートと呼ばれ、その通りの両りよう脇わきを二〇〇近いお店がずらっと軒のきを連ねている。

　一二時から一九時までは車両の通行が一いつ切さい禁止され歩行者天国になっていて、今日は休みということもあって通りは人で溢あふれていた。家族連れもちらほら見かけるけれど、若者のメッカなだけあってほとんどは学生や二◯代が中心だ。

　そのホコ天入口にあるハンバーガーショップ傍そばに、聡里がいた。頭に取り付けられたロップイヤーは、こういう人ごみでは目印として重宝するな。

　しかし、そんな聡里をほとんどの人は気にせず、その前を素す通どおりしていく。

　さもありなん。周囲を見れば、黒のゴスロリ服に身を包つつんだ女の子や、ミニスカナースな女の子もいる。かと思えばジャラジャラと身体の至る所にチェーンを付け、頭を金色に染めて高々と逆立てたロックな青年もいたりと、実にカオスな空間だからなぁ。

　まあ、聡里がいつものメイド服姿だったらもう少し目立っていただろうけど。今日のあいつは色合いを抑おさえた薄桃もも色いろのワンピースに茶色のカーディガン、秋を意識したちょっと大人しめな服装で、物静かな聡里にはよく似合っているように思った。

「ワリ、遅おくれた。明日香先輩は!?　っと、あとサヤ姉も」

「やっと来た。遅おそい。サヤ姉は、その……」

　言いにくそうに言葉を濁にごしつつ、聡里が指さした方向に目を向け──

「げっ……」

　思わず絶句してしまう。豪ごう奢しやな金色の髪かみを煌きらめかせた美少女がショップ入り口近くの壁かべに身を潜ひそめつつ、親の仇かたきでも見るような凄い形相でショーウィンドウを覗き込んでいたからだ。

　店の奥にいる人間からは見えないだろうけど、外の人間からすると怪あやしすぎだぞ。なんぼなんでも不審すぎる。

「でも、サヤ姉がこんなになるなんて、明日香先輩っ！」

　慄おののきつつオレはサヤ姉の下へと向かい、同じくショーウィンドウを覗のぞきこむ。

　秋を思わせるシックにコーディネートされたマネキンたちの隙間から、店内の様子をうかがうことが出来た。女の子向けの洋服店、かな。

　店内はそれほど広くなく、明日香先せん輩ぱいはすぐに見つかった。

　確かに、一人じゃなかった。

　しかもなんか楽しそうに笑い合っていた。

　オレはほ～っと長い安堵の息をつく。

　嫉しつ妬とがまったくないかといえば多少あるけれど、喜ばしいことじゃないか。

　だって先輩が一いつ緒しよにいるのは、大覇青祭で声をかけてきたクラスメートの女子二人組だったのだから。

「良かった。仲良くやれてるみた……」

「良かった、じゃないわよっ！」

　オレの言葉を聞きとがめ、サヤ姉が胸むなぐらを掴つかんでくる。その瞳が嫉妬の炎ほのおに燃えていた。

「なにそんなに怒おこってんだよ？　浮気とか焦あせらせるようなこと言いやがって」

　いや、まあ、オレと明日香先輩は付き合ってるわけじゃないから、明日香先輩が他の男と仲良くしていても、浮気とは言わない気がするけれど。

　寝ぼけ頭だったせいもあって、その辺まで思考が回らなかったぜ。

「浮気以外のなんだってのよっ！　一緒に秋物買いに行かない？　って明日香を誘ったら、今日はちょっと用事があるからって断られたの！　それで聡里と二人で来てみたら……キーッ！」

　サヤ姉はヒステリックに地じ団だん駄だを踏む。

　このひと、基本的には公明正大な名君なんだけど、聡里への溺でき愛あいぶりからもわかるように、大好きな人間にはかなり世話焼きなところあるからなぁ。

　聡里に対してはまだ保護者としての意識が自制を促うながすんだろうけど、対等の友人にはそのタガが外れ、独占欲丸出しの暴君になる、と。

「まあまあ、あっちが先約だったんだろ。明日香先輩にとってサヤ姉が特別なのは間違いないって」

　ついつい口元がにやけるのを感じつつ、オレはサヤ姉をなだめる。

　だって嬉しいだろ。サヤ姉の中ではもう明日香先輩って、パーソナルスペースの内側、つまり身内って扱あつかいになってるってことなんだから。
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　そして、明日香先輩も順調にクラスの女子との交友の輪を広げられているみたいだし。

　まさに二重の喜びだ。この一瞬のためだけでも、だるさを押おして出てきた甲か斐いは十分にあった。

「邪魔しちゃ悪いし帰ろうぜ。ほら、ハンバーガー奢おごってやるから」

「あんたに奢ってもらうほど落ちぶれてない！」

「はいはい、そうだったな」

　わめくサヤ姉の腕うでを半ば強引に引っぱりつつ、オレは鼻歌まじりに歩き出す。

　見れば聡里もやれやれって感じで苦く笑しようしていた。

　オレたち義弟妹きようだいは今日、揃そろって長女の愚ぐ痴ちをさんざん聞かされるハメになりそうだった。







「オレを演劇部にスカウトぉっ!?」

　オレの素すっ頓とん狂きような声が、教室中に響き渡わたったのは、大覇青祭から翌々日の朝のホームルーム後のことだった。

　一限目の授業の準備をしているクラスメートたちが、揃ってオレたちに視線を向け、すぐに興味をなくしたように自分たちの作業に戻もどっていく。

　実にあっさりしたものだ。これぐらいの騒さわぎなど、この教室じゃあ日にち常じよう茶さ飯はん事じだからだろう。起こる騒ぎの大半にはオレが関かかわってるような気がしないでもないけれど……考えるのはやめよう。

「うん、ほら一昨日おととい、剛ごう田だ先輩、無む双そうしてたじゃない？」

「あー、もうばったばったなぎ倒たおし……まさか？」

「そう。それでうち唯ゆい一いつの男子が脚あしの骨折っちゃってさ～。全治四週間。ちなみに文化祭は知っての通り三週間後。復帰は絶望的」

　薫がコクリと重々しく頷うなずき、鎮ちん痛つうな面おも持もちで現状を告げる。

　まあ、あの状況で怪け我が人にんが出てねえってほうがおかしいわなぁ。

　とは言え、少し違い和わ感かん。実は剛田さんって、あれで相手の力量に合わせて手加減できる器用なところがあるんだよ。人に教えるのも上手だったりするし。超ちよう一いち流りゆうの格かく闘とう家かだけあってその眼力も正確極まりないし。

　そんなひとが軽傷ならともかく、骨折ほどの重傷を負わせるなんてちょっと腑ふに落ちないと言うか……。剛田さんだって人間には違いないし、弘こう法ぼうも筆の誤りってやつか？

　でも、やっぱり、うーん……

「ほんと途と方ほうに暮れちゃったよ。怪け我がしたのはかなりのイケメンで、校内に密ひそかにファンクラブを有するほどのうちの看板役者だったのに……」

　謎なぞはすべて解けたっ！

　あのひと、普段は強こわ面もてな外見にそぐわず面めん倒どう見みのいいアニキなひとなんだけど、女のひとが絡からむと途と端たんに豹ひよう変へんするというか。嫉妬に狂くるって我忘れるところあるからなぁ。

　……オレも気をつけよう。命は惜おしい。

「君も見たことあるひとだよ。ほら、王様役やっていた……」

「ああ、あの……」

　確かに女子ウケしそうな整ったハンサムだったような気がする。ただ、あの時は薫の演技に目が惹ひきつけられていて、まったく印象に残っていないってのが正直なところだ。

「まあ、済んでしまったことは仕方ないし。とりあえずそんなことより今は目の前の舞ぶ台たいをどう乗り切るか、だよ！」

「切きり替かえはええなぁ。よくまあそんな簡単に割り切れるなぁ」

「えー？　だってどれだけ嘆なげいたってどうにもならないことはどうにもならないし。だったらとにかく前に進むしかないっしょ」

「うお、かっけー！」

　相変わらずサバサバしてるというか、バイタリティがあるというか、うん、実にハンサムな彼女だった。

「さすがに劇団に所属してるだけのことはある。演劇に対しては生き真ま面じ目めなんだな」

「なんか演劇以外は不ふ真ま面じ目めって言われた気がする」

「それは否定しない」

「ぶー。いや、自覚はあるけどねー」

　つまらなそうに口を尖とがらす薫。

　あんまり不用意にそういう仕草するなよ。一見キスをせがんでるみたいで、周りからグサグサっと嫉妬の視線が突つき刺ささってオレの背中はもう仮想の傷だらけなんですけど。

「しかし王様役リタイアかぁ。大変だな。ってまさかそれでオレを!?」

「いや、ないない」

「デスヨネー」

　もちろん本気で言ったわけじゃなくて、冗談で言ったんだぞ。

　ほ、ほんとだからな？　常識で考えれば、そんな重要な役どころ、素人しろうとに任せるわけがないってことぐらいわかるし。は、ははは。

「あれ？　でもハーレム築いてるわけだし、悪逆非道な王様役はもしや適任？」

「いや、ないない」

　パタパタと今度はオレが否定する番だった。

「ふむ、でも真ま面じ目めな話、カッちゃんってけっこう主役のイメージには近いかも」

「ん？　確かおまえたちがやるのって『走れメロス』だったよな？　友情を頑かたくなに信じ、友情のため愚ぐ直ちよくに東奔西走する話、だっけ。いくらなんでも美化しすぎだろ」

　あんまり自分の中ではしっくりくるものがない。

　だいたい友人といえば、いの一番に思い出だすのは信司のヤツだけど、騎き馬ば戦せんの時、速そつ攻こうでオレを差し出して自分だけ助かろうとしたことは記き憶おくに新しい。誰があんなヤツのために頑がん張ばるかっての。

　あっ、でも、あいつじゃなくて──

「カッちゃんなら、ボクとの友情のために引き受けてくれるって信じてる♡」

　じぃっと意味深な瞳ひとみで見つめられると、正直かなり照れる。

　普段は意識しないけど、やっぱり間近でみるとこいつ、可愛かわいいんだよなぁ。カーっと顔が熱くなるわ、身体がむずかゆくなるわ、居い心ごこ地ちが悪くて仕方ない。

　そんなオレを見て、薫がくすっと笑う。

「困ってる人がいたらなんだかんだで助けずにはいられないカッちゃんが、ボクは大好きだな♡」

「おい、オレのこと、頼まれたら嫌いやとはいえないチョロいヤツって思ってるだろ？」

「それは否定しない！」

「しないのかよ！　いや、自覚はあるけどな」

　突っ込みつつも、オレは妙みような心ここ地ちよさを感じずにはいられなかった。

　やっぱ薫とはウマが合うんだよなぁ。ポンポンと小気味良い会話の応おう酬しゆうが続けられるっていうか。しかも時々、洒落しやれっ気けのある台詞も混ぜ込んできたりするからとにかく飽あきない。最近こいつと話をするのが楽しくて仕方ないオレがいるのは確かだった。

「つーか、そんなに演劇部って人手不足なのか？」

「前も言ったと思うけど、演劇部の活動って大道具もあるんだよ」

「あーっ、怪我したのが唯一の男子ってことは……」

「うん、ほら、力仕事ってどうしても男手が必要な時があるじゃない？」

「なるほどなぁ。それでオレか」

　オレは中学時代空手をやってたし、そこそこ体力には自信があるほうだ。かつ今はどこの部にも所属していない帰宅部。今回の演劇部のピンチには打って付けの人材だと我ながら思う。

「やっぱりダメ……かなぁ？」

　ぺたってほっぺたを机にくっつけて、上うわ目め遣づかいにオレを見上げてくる薫。

　くっ、こんな時に「女」を使うなんて卑ひ怯きようだ！　わかってる！　わかってるんだ！　これがヤツの演技だってことはっ！

　でも、いつも性を意識させないヤツだから、ギャップ効果が凄すごい！　相手は薫だってのになんか心臓のドキドキが止まらない。

「……はあ、わぁったよ。やってやるよ。文化祭までの助すけっ人とでいいなら、だけど」

　言っておくが、色いろ香かに迷ったわけじゃないぞ。

　あの完全決着騎馬戦を企き画かくしたのは従姉のサヤ姉で、その演劇部の男子に怪我を負わせたのがオレが中学時代から世話になってる剛田先輩だからな。罪悪感も多少あるし。従弟として、後こう輩はいとして、尻しり拭ぬぐいはしないと、な。

　あとはそう、薫には腕を怪我した時、ノート取ってもらったりとかいろいろ世話になったしな。こいつは知らないんだろうけど、希き優ゆさんの一件でも、事態を打開するきっかけになったのはこいつから教えてもらったシンクロニシティの知識だった。

　借りっぱなしってのはやっぱり落ち着かないからな。そろそろ今までの恩をまとめて返してもいいと思ったのだ。

「え、ほんとにやってくれんの？」

　ガバっと身体を起こし、大きく見開いた目でオレをまじまじと見る薫。どうやらダメ元で頼んでは見たものの、引き受けてもらえるとは思っていなかったらしい。

　ったく、それはそれで水くさいな。オレとおまえの仲じゃねえか。

「ありがとね、カッちゃん♡」

　そう言って弾はずんだ笑え顔がおを見せた薫は、どこかオレの中にこびりついていた男友達なイメージを払ふつ拭しよくするに十分なほど、可か憐れんで可愛らしかった。







「演劇部の助っ人？」

　箸はしを口元に寄せ、明日香先輩が可愛らしく小首を傾かしげた。

　昼休み、オレはいつものように先輩、サヤ姉、信司と一緒に屋上で弁当を広げていた。あいにくの曇くもり空ぞらだったけど、先輩と一緒に食事できるだけでオレの心は快晴である。

「はい、実は──」

　オレは薫から聞いた話を適当にかいつまんで話す。

「へ～、カーくんらしいね。困ってるひと見過ごせないんだから」

「買いかぶりすぎっすよ」

　誰だれ彼かれ構わず助けるほど、オレもお人ひと好よしじゃないつもりだ。

　まあ、気に入ったヤツなら、しかも恩まであるヤツになら、手を差さし伸のべるのもやぶさかではないが。

「男手の足りない、つまり女の子だらけの演劇部……か」

　弁当箱から鶏とりのからあげをつまみつつ、ぼそっと信司が言う。

　時が止まった。

「へ～、カーくんらしいね。女の子に囲まれずにはいられないんだから」

「……買いかぶりすぎっすよ。いくらなんでもオレなんかがそこまでモテませんって」

　じとっとした先輩の視線に、オレは慌あわてて弁解する。

　しまった……そこまで頭が働かなかった。そうだよなぁ、男手がないってことは必然的に周りはそりゃ女の子しかいないってことだよなぁ。

　なぜ気づかなかった、オレ。

「サヤ、苦労してたんだねぇ」

「わかってくれる？」

「わかるわかるよ～」

「まあ、あたしにとっては、あんたが一番厄やつ介かいな外敵なんだけどね」

「あうっ！」

「冗じよう談だん冗談。……半分だけ、ね」

「サヤぁ」

　涙なみだ目になる先輩の頭に、ポンポンっと慰なぐさめるようにサヤ姉が手を置く。

　もう二人とも付き合っちゃえよ……いや、ほんとに付き合われたら困るんだけど。

　もはや定位置と化している貯水タンクの傍、未いまだそこにぽっかりと人気のない空間が出来ているのは変わらないけれど、その半径は二学期に入ってから心なしか縮まっているように思えた。

　五月の中ちゆう旬じゆんあたりから、先輩は不ふ吉きつを誰かに告げたりしていない。ひとの噂うわさも七五日と言うし、喉のど元もと過ぎれば熱さ忘れる、とも言う。青陵の学生たちの中で、《絶対不可避の不吉を告げる魔女ラプラス》の脅きよう威いは多少なりとも風化しているのかもしれない。

　サヤ姉とはもうベタベタだし、昨日は信司目当てとは言え先輩に声をかけてきた女生徒たちとショッピング、先輩にとってすべてがいい感じで歯車が回っている感じがする。ぜひともこの良いい流れは続いてほしいな。

　先輩は、今までが不幸すぎたんだ。ここらで少しぐらい幸せになったって罰ばちは当たらないだろう。

「ところで劇ってなにやるの？　カーくんが出るならわたし絶対観みに行くよ」

「いや、オレは裏方なんで。劇は『走れメロス』をやるらしいです」

「へ～。メロスかぁ。惜しいなぁ。カーくんにぴったりの役なのに」

　薫と同じようなことを先輩が言う。

　うーん、先輩の中でオレってそういう友情に厚いイメージあるのかぁ。だとしたらちょっと誇ほこらしく、そして嬉うれし──

「いつも女の子のために走り回ってるものね」

　先輩、笑顔がなんか怖こわいです。

　でも、今回もそういうことになるんだろうか？　薫だって一応女の子だし。ううっ、相手が男だって困ってたらオレは助けるのにっ！　本当に偶然が重なってるだけなのに！

「メロスも悪くないけれど、あたしはセリヌンティウスを推おしたいわね」

「えーっと、セリヌンティウスってどんなやつだっけ？」

「はあ、助っ人するなら劇の内容ぐらい頭に入れときなさいよ」

　見下げ果てた目でオレを一いち瞥べつし、サヤ姉は溜ため息いき。

　話持ちかけられたの今朝でそんな時間ねえっての。

「まあ一言で言えば、いきなり友人に呼びつけられて人ひと質じちになるの快かい諾だくして処しよ刑けいされそうになる大馬鹿ね」

「ああ、こいつそのものっすね。次々と女の子引ひっ掛かけて、サヤさんらに処刑されてますし。ほんと懲こりるってことを知らないというか……」

「…………」

　オレは二の句が継げられない。

　我ながら思っちまったよ。それなんてオレ……。







「ぷはーっ！」

　大きく息を吐はき出すや、オレは人目をはばからず教室の床ゆかにへたりこむ。ぜーぜーと大きく肩かたを上下させ荒あらい呼吸を繰くり返かえす。酸素だ。とにかく酸素を寄よ越こせ。

　明日香先輩一筋ではあるけれど、女の子ばっかりの環かん境きように多少まあ甘やかなものを想像していたのは否いなめない。いや、オレもほら、健康な高校生の男の子だから。

　実際、薫に演劇部のみんなの前で紹しよう介かいされたときはちやほやと感謝されて、ちょっといい気になることもできた。

　でもそれは部活が始まる前までの話だ。

　校庭ランニングに教室の雑ぞう巾きんがけ、そして腕うで立たて、腹筋、背筋などなどひと通りの筋トレメニューが続く。これは舞台スタッフも俳優も関係なく部員全員がまとまって行う。

　あくまで期間限定の助っ人とは言え、頼たのまれてるのは大道具係とは言え、やはりこういう『一緒にやる』ってのが仲を深めたりするし、新入りが溶とけ込むのには必ひつ須すの儀ぎ式しきでもある。

　だから参加させられることには異存はまったくない。

　ないんだけど──

「鈍なまってんなぁ、オレ」

　体育の時間とかはそれなりに動けてたから気づかなかったんだけど、やっぱり部活から一年以上も遠ざかってると、体力が著いちじるしく落ちてるわ。演劇部は文化系とは名ばかりのバリバリの体育会系、と薫が言っていたけれど、マジ痛感した。

　しかし、かっこわり。座すわり込んでるのオレだけじゃねえか。他ほかの部員たちはみんな、きびきびとストレッチ始めてるし。

「いやいや、初日なのにきっちりついてきたんだから大したもんだよ」

　伸ばした右みぎ腕うでを左ひだり腕うでで挟はさんでぐいぐいっと引き寄せつつ、薫が声をかけてくる。多少息が上がってるし、頬ほおも高こう揚ようしていたりするけれど、まだまだ余よ裕ゆうしゃくしゃくっぽい。

「ぜんぜん平気だし」

　意地で立ち上がり、オレも薫と同じストレッチを始める。だって女の子に体力で負けているとか、なんかかっこわりいだろ。

　まあ、疲つかれきっていたところにいきなり身体を起こしたからか、ちょっと立ちくらみでふらついたけど。

「ふふっ、意地っ張りだ。やっぱりカッちゃんってば男の子だね～」

　思いっきしバレバレだし。

　女じよ性せい陣じんみんなに言われる通り、オレってやっぱりわかりやすいんだろうなぁ。ふむ、そう考えると仮入部とはいえ演劇部にいれば多少、隠かくせるようになったりするかもしれない。

　やっぱりオレも男だし、変なこと考える時だってどうしてもあるし、もう少しポーカーフェイスは身につけないと……そろそろみんなに愛想尽かされそうだ。

「さぁて、次は……っと」

　わずかに考えこむそぶりを見せた後、今度は薫が座り込み、大きく股またを開く。ストレッチのひとつ、股割りをやるつもりなのだろう。

　おーっ、ぺた～っと地べたに上半身くっついちゃったよ。まあ、素人がやったら驚くところだけど、薫なら当然ってところか。

　身体の柔じゆう軟なん性せいが上がれば、関節の可動域が広がる、つまり動きに幅が出る。劇団にも通っているという薫にできないわけがない。

「見てないで、オレもやるか」

　所しよ詮せんはやせ我が慢まん。正直なところ、やはりまだ立っているのはきつい。立ってやるストレッチより、まずは座ってやるストレッチでこっそり体力の回復を図るとしよう。

「……ってあれ？」

　早さつ速そくオレも脚を開いて股割りを試みるんだけど、胸が床につかない。膝ひざのあたりから進んでくれない。あと膝ひざ裏うらにも鈍にぶい痛みが生まれる。

　中学時代は楽勝でさっきの薫みたいなことが出来たのに、やっぱり一年のブランクってけっこうでかいんだなぁ。身体もすっかり硬くなってやがる。

　たった一年でここまで衰おとろえているとは……。

「手伝ったげるよ」

　そう言って、薫がオレの後ろに回る。なんか今、ちらっとだけど、にま～っと口元を釣つりあげ邪よこしまに笑っていたような……。

　ああ、なるほど。背中を思いっきり押して、痛がるオレを楽しもうとかそういう魂こん胆たんだな。誰だれでも一度ぐらいはやったことがある悪戯いたずらだ。

　だが、残念だったな、薫！

　蹴けり技を得意にしていただけに、地味に股割りができなくなったのはショックだったんだ。多少の痛みより元の柔やわらかさを取とり戻したいという気持ちのほうがでかい。こっちとしてはその申し出は願ったり叶かなったりだ。

　さあ、思いっきり遠えん慮りよなくやりやがれ！

「よいしょっと」

「へっ？」

　婆ばば臭くさい言葉とともに、薫が後ろからオレの開いた両足首を掴む。

　ちょ、待て待て待てーっ！

　オレと薫では、若じやつ干かんオレのほうが身長が高い。入学の時は薫のほうがちょびっとだけ大きかったんだけど、半年の間に追おい抜ぬいたのだ。

　よって、そんな体勢を取ろうものなら当然──

「薫ーっ！　当たってる当たってるーっ！　おまなにやってんのーっ!?」

　背中になんかすっげえ柔らかいものが！　柔らかいものがぁっ！

　しかも体重かけてくるとか、余計に押しつけてくるしぃっ!?

　痛い痛い痛い！　でも口元にやける～！　あっ、やっぱり痛い痛い痛い！

　いや、わかる、わかるよ!?

　サポーターが対象の脚を開きつつ胸で押す。二人でやる股割りでは、効果のあるやり方の一つだ。

　でも、男女でやるもんじゃねえだろぉっ!?

「気にしない気にしない。一休み一休み。はい、じゃもう一回、あン！」

「変な声だすな！」

「だってカッちゃんがいきなり動くから」

「逃にげいでか！」

　魂たましいの絶ぜつ叫きようを上げるオレ。

　薫が身体を起こした瞬しゆん間かん、オレは手を床を突いて脱だつ兎とのごとく飛とび離はなれたのだ。床にこすった膝がひりひりするけどかまうもんか。

　ほんと自分が女だってことを意識しろよ、こいつは～。マジで心臓が破は裂れつするかと思ったわ！

　ま、まあ、魔まの手ならぬ魔の乳からは離れたし、これで一安心……

「あっ、ふふっ。テント張ってる。やっぱりカッちゃんってば男の子だね～」

「み、見るなぁっ！」

　仕方ないんだ！　男なら仕方ないんだぁっ！
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「つっかれたぁ……腕がもうパンパンだぜ」

「お疲れ様さまー。これはせめてものお礼だよ」

「あー、さんきゅなぁ」

　力ない声で答えつつ、薫が差し出してきたスポーツドリンクを受け取る。

　基き礎そ的てきなトレーニングまではみんな一緒で行ったんだけれど、その後は、舞台組と裏方組は別行動になった。

　本日の裏方組の作業内容は廃材集めである。

　演劇部には当然ながら舞台セットが必要不可欠だ。だが、所詮は学校の部活、しかも過去に大した実績があるわけでもない弱小。回してもらえる予算など高が知れている。

　というわけで、顧こ問もん（♀　三〇歳独身）に軽トラを回してもらい、廃材置き場を巡めぐっては顧問が目をつけた代しろ物ものをひたすら荷台に積む、積む、積む。学校に戻ってからは、拾ってきた廃材を用務員室の隣となりのスペースに運ぶ、運ぶ、運ぶ。

　なんでも、先日怪我をした演劇部唯一の男子は、舞台組ということもあってそちらの練習も忙いそがしく、こちらの作業はあまりはかどっていなかったらしい。おかげでこれまでの遅れを取り戻すがごとく、こき使われまくったぜ。

　全すべての作業が終わった時にはもう時計は六時半を回っていて、部員みんな帰っちゃって薫しか残ってなかったし。

　新人ひとり残して帰るって、女子ってけっこう冷たい……。

「みんなすっごく感謝してたよー。やっぱり男の子はすごいなって。あっ、ほら、頑張ったご褒ほう美びにって、お菓か子しもいっぱい」

「た、たいしたことねえし、これぐらい」

　言葉ではそう言いつつも、悪い気はしない。広げられたコンビニの袋ふくろの中にはぎっしりと多種多様なお菓子が詰つまっていた。

　単純と言えば単純極きわまりないんだけど、明日も頑張りますか！　って思えてくる。

　最近、ことあるごとに「またか」とか溜息つかれる日々が続いていたし、人間やっぱり時には褒ほめられるってのも大事だよなっ！

　そうだよ、そもそもオレって褒められて伸びるタイプなんだよ！

　自じ称しようだけど。

　まあ、今はお菓子よりとにかく水分だ。乾かわいた身体を潤うるおそう。

「ところで訊きたかったんだけどさぁ」

「うん？」

「観かん田だ先輩と生徒会長、どっちが本命？」

「ぶふうううううううっ!!」

「うわ、きたなっ！」

「げほっげほっ！　うるせえ、わざとやってるだろおまえ！」

「なんのことかな？」

　クスクスと薫が意地悪い笑えみを浮うかべる。

　ったく、人がペットボトルをラッパ飲みしてるところを狙ねらって変なことを訊きいてくるとかタチが悪すぎる！

「……明日香先輩に決まってるだろ」

　そっぽを向きつつ言う。くあ～、やっぱり照れるな。自分の好きなひとを誰かに言うのって。

「ふ～ん？　じゃあ例えば、さ。観田先輩と生徒会長が、別々の場所で同時に大ピンチに陥おちいっていたら、どっちを助けに行く？」

「はあ？」

　いきなり何を言い出すんだ、こいつは。

　だけど一方で、今回は即そく答とうできなかった。だってサヤ姉は、子どもの頃ころからずっと一緒で、いろいろ世話になってる義理の姉みたいな存在で、《オーバーライン》関係の事件ではいつもアドヴァイスをくれる相棒で、大切さで言うなら明日香先輩と同じぐらい、オレにとっては大きな存在なのだ。

　そんな危険な状じよう況きようでどっちかを選ぶなんて……

「おっと、二人だけじゃ不公平か。あのケモノ耳のロリッ娘こちゃんと、喫きつ茶さ店てんのアダルティなお姉さんも追加しようか。さて、カッちゃんは誰のピンチに駆かけつけるのかな～？」

　さらにややこしくしやがって！

　口元に握にぎり拳こぶしを当てて、ニヤニヤと楽しそうにまあ。この小こ悪あく魔まめ。

「……全員助ける」

「あ、逃げた」

「うるせえっ！　意地でも全員助けるったら助けるんだよ！」

　逆ギレ気味に叫さけぶ。

　別に逃げたつもりはないっての。

　なんつーか、さ。本当にどうしようもなくなった時には選ばなくちゃいけないのかもしれないけれど、決断した瞬間に『全員を助けられる未来』は潰ついえるわけじゃねえか。

　みんなを助けられる、そんな道が見つかるまでひたすらひたすら足あ掻がいて、それでも見つからない状況になってから考えるさ。ほら、某ぼう白しら髪が監かん督とくも言ってるだろ？　諦あきらめたらそこで試合終しゆう了りようですよ、ってな。

「ちなみにおまえだってなんかあったら絶対助けるからな」

「ほえ？」

　薫は何を言われたのかわからないとでも言いたげなほけっとした顔をしたかと思うと、次の瞬間、その瞳にじわっと涙が浮かび、つーっと一筋の雫しずくとなって頬を流れ落ちていく。

「ってなぜ泣く!?」

　思わずうろたえるオレ。

　いくらなんでもそこまで驚おどろいたり感動したりするほどじゃないだろ！　オレってどこまで薄はく情じような人間だとこいつに思われてんの!?

「あ、あはは。ごめんごめん。太陽が目に染しみちゃって」

　ぐしぐしっと体操服の袖そでで目元を拭ぬぐって、薫は照れくさそうにえへへっと笑う。

　でもその笑顔がどこか寂さびしそうで、妙に心に引っかかる。太陽なんてありもしないもので誤魔化そうとしたのもこいつらしくない。

「ふふっ。でも、そうだね。誰かを選ぶんじゃなくて、みんなを選ぶ。ボクはその選せん択たくを支持するよ」

「……どうせ内心では優ゆう柔じゆう不ふ断だんとか嘲あざ笑わらってんだろ」

「あはは。それはカッちゃんの被ひ害がい妄想だよ」

　言って、薫は手を後ろに組んでトコトコと数歩前に進む。

　その表情は、オレからはうかがいしれない。

　だから、薫の心に何が去来しているのかも……。

「ボクは本当にそう思っているんだよ、カッちゃん」

　振ふり返った薫の顔に浮かんでいたのは微び笑しよう。それはとても柔らかく穏やかで、夕日をバックにしてるところなんか幻想的ですらあったけれど、ついさっきと同じように妙な違和感を覚える。

　なぜかオレには空恐おそろしく感じられたのだ。笑顔なのに、どこか悲壮なものが感じ取れて、一抹の不安がオレの心を焦がす。

　今この瞬間初めて、オレは本物の薫に触ふれることが出来たような……。

　いやまあ、人間、誰だっていろいろな一面を持っているものだ。普ふ段だん明るい薫だって、時にはアンニュイになる時だってあるさ。薫にオレの知らない一面があった、それだけのことで、いつもの薫だって偽物ってわけじゃな……偽物？

　いつもの薫が演技によって作り出された正真正銘の偽物だったとしたら？

　は、ははは。なに馬ば鹿かなこと考えてんだよ、オレは。いくら薫が演技達者だからってンなことあるわけが──




『そう……覗く対象のすぐ近くにいるのよ、覗き見みをするやつは』




　天啓のごとくサヤ姉に言われた言葉が脳のう裏りを過ぎった。

　途端次々と、頭の中を走馬灯のように薫の言葉が駆け巡り始める。

『いいよ、ボクは見てるだけで』

『こらこら、覗のぞき見はいかんぞ、覗き見は♡』

『ツインテールな彼女に、お大事にって伝えてね？』

『カッちゃんがハーレム体質だってもう証明されてるじゃん』

『ボクは七番目でいいからね？』

　まさか……まさかまさかまさか、まさかっ!!

　薫が監視者、なのか？

　いや、でも、薫はオレの親友だぞ!?　すっげえいいやつなんだぞ!?

　あいつがオレを裏切るなんて、そんな……そんなことあるわけが……

　これらどれも全て、オレを観察している人間でなければ言えない台詞せりふのように思える。

　もちろん一つ一つは、偶然の域を出ない。だがあまりに重なりすぎている。

　二度までなら偶然、三度なら必然、なんて言葉もあるけど、ざっと今思い浮かんだのだけで五つだぞ!?

「さて、無む駄だ話はこれぐらいにして帰ろうか。ん？　カッちゃん、どったのー？」

　すでに陽は西へと傾き、街を赤く染め上げ、そしてオレたちの背後に長い影かげを作り出していた。

　最悪の想像をどうしても振り払えず、オレは痛いぐらいに脈打つ胸を押さえてただただその場に立ち尽くすことしかできなかった。
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　彼の視線が変わった。

　本人は自然を装ってるつもりみたいだけど、根が正直だからあまり上う手まくいってない。

　何かを探るかのような、そんな意識をうっすらと感じる。

　でもまだ確証にまでは至っていないっぽい。

　そういえば大覇青祭以降、情報がほとんど取得できなくなっている。

　偏りの範囲内かな、とあまり気にしていなかったけれど。

　これはあたしの能力の正体に気づいてると見ておいたほうがいいか。

　文化祭後の予定だったけれど、計画を早めることになるかもしれない。

　すでに準備はほとんど整っている。

　あとはパンドラの匣を開ける鍵を手に入れるだけだ。

　でもほんと運命の神様は残ざん酷こくだね。いやわかっていたけれどさ。

　最後に思い出ぐらい、作らせてあげたっていいのに。









　暦は一〇月を刻み、少し前までの暑さがまるで嘘うそか幻だったかのように急激に肌はだ寒さを感じさせるようになっていた。オレの心に吹ふきすさぶ秋風のように。

　この頃になると、オレの身体も勘かんを取り戻もどし、演劇部のトレーニングに軽々とついていけるようになっていた。

「ふー……さっすが男の子、もうついてくのがやっとだよ」

　オレに遅おくれること十数秒、ランニングを終えた薫かおるが、タオルで汗あせを拭いつつ声をかけてくる。口ではこんな事言ってるけれど、ほとんど息は乱れていない。まだまだ余力を残していそうだ。まあ、準備運動で全力出すヤツはいないが。

　そのカモシカのような脚はすっかりジャージズボンに覆おおい隠されてしまっていた。

「衣替えだから、悪しからずご了承してね？」

　すらっと美脚を魅みせつけるように伸ばし、自らの手をはわしつつ薫はウインクを送ってくる。

　ちょっと見ただけで邪推しないで頂きたい。残念とか別に思ってないし。

　……少ししか。

「はあ……」

　吐息とともに、オレはどんよりと曇った空を見上げる。

　薫に対する疑ぎ惑わくは、あくまでまだ疑惑のままだ。

　まだこのことはサヤ姉にも伝えていない。あのひとは身内には親身に世話を焼き何がなんでも守ろうとするけれど、だからこそ、自分の周囲を脅かす外敵には容赦しない。

　サヤ姉にとっては薫は少し話したことがある程度の知り合いに過ぎない。追い込むのにわずかの躊躇もしないだろう。

　それは、避さけたかった。そんな強硬手段をとらなくちゃいけないほどのことじゃないんだ。

　違ちがうって確証はすぐに見つかって、単なるオレの勘かん違ちがいでしたって。ただそれだけのしょーもない馬鹿話のはずなんだ、こんなの。

　そう、そのはずなのに、あいつが監視者じゃないって確証は未だ見つかってくれない。

　ただ、あいつの演技を毎日間近で見るにつけ、疑念はどうしようもなく膨ふくらんでいく。

　簡単に別人に成りすます、何かが憑いているとしか思えない、そんな神がかった姿を見せ付けられるたび、オレの知っている「明あけ智ち薫」という存在が、砂上の楼閣のように思えて仕方なくなってくる。

　だから早く見つかれよ！　悪あく魔まの証明？　そんなの知ったことか。あるはずなんだよ。あいつがただの女子高生だって、そう断言できる何かが！

　きっと！　どっかに！

「はい、カッちゃん。半分こ。腹が空いては戦はできぬ、だよ」

　薫がカ◯リーメイトの金ラメの袋を破り、あっけらかんとした無邪気な笑顔で中身を差し出してくる。

「お、おう、さんきゅな」

　受け取り口にくわえつつ、改めて想う。

　こいつはオレにとってかけがえのない……親友なんだよ。







　用務員室の隣に設置された廃材置き場、ここが基本的にオレたち裏方組の仕事場だ。演技してる人間の傍そばで、うるさく金槌を振るうわけにはさすがにいかないからな。

　雨が降ふった日とかはスポーツドリンク買ってきたりとか小道具の出し入れとかその辺の雑用を手伝っている。

「カッちゃーん、ちょっとお願いしていいかなー？」

　金槌片手にオレがラストシーンで使う処刑台作りに精を出していると、上から声が降ってきた。

　薫が窓から身体を突き出し、ぶんぶんと大きく手を振っている。

「なんだよ？」

　すぐにオレは処刑台に視線を戻し、忙しさを装いつつぶっきらぼうに問う。最近、どうしてもあいつの顔を真正面から見れなくなっている自分がいる。

　あんまりいい傾けい向こうじゃあ、ない。

　薫が白なら、いやそうに決まっているけれど、よそよそしいしあいつも気に病むだろう。そして黒だったなら、オレの態度に疑惑を感じ警けい戒かいを強めるだろう。

　どっちにしてもいいことない。でもどうしようもなくて、もどかしい。

「みーちゃんの代わりやってくれなーい？」

「オレが？」

　思わず金槌持った手で自分の顔を指さしつつ、思い出だす。そう言えば今日、一人風邪で休んでいたんだっけ。

　まあ、季節の変わり目は風邪を引きやすいっていうしな。オレたちのクラスでも数人、休んでこそいなかったものの、鼻をぐずらせていたり、ものそうだったり、くしゃみしまくってたりしたし。

　……誰かの病欠や怪け我がであいつと何かするってケース、これで三度目、だな。

「素人しろうとのオレより適役がいるだろ」

　やんわりと断る。今は薫と面と向かうのは正直避けたい。

　実際、本当にオレより相応ふさわしいヤツはいっぱいいる。舞ぶ台たい組でそのシーンに出番のないヤツとか、な。そいつらの手が空いてなかったとしても、オレ以外にも裏方組は何人かいる。

　好きこそ物の上手なれ。大して演劇に興味もなくあくまで臨時の仮部員なオレなんかより、間ま違ちがいなく情感たっぷりに演じてくれるはずだ。

「いいんだよ。とにかくこのシーンの感覚を掴つかむことが重要だから」

「出たよ、また。薫の感覚発言！」

「それ、すこしでいいからあたしにも分けてよぉ」

　部員たちの、若干の嫉しつ妬とと羨望の混じった声が飛ぶ。

　気持ちはわかる。

　何事もそうだと思うが、一つのことを成すにも、そこには何十何百という多種多様なコツ、あるいはパターンと呼べるものが存在する。状況に応じてその組み合わせ方は違っていて、人は試行錯誤する。

　けど世の中には、ただ「なんとなく」で瞬時に最適解を弾き出してしまう人間がたまにいるのだ。

　理屈や計算、そして日々の修練を積み重ねてる人間からすれば馬鹿らしくなるぐらいにあっさりと飛び越えていく存在が。

　理不尽だけど、不公平だけど、極少数、でも確実に存在するのだ。天才ってやつは。

　まさにブルース・リーの名文句「Ｄｏｎt'　ｔｈｉｎｋ．ＦＥＥＬ」の世界。こと演技に関するなら、薫は間違いなくそっち側の人間だった。

　周りの揶揄などまるで気にした風もなく、薫はとろけるようなまぶしい笑顔を浮かべて言う。

「今回はカッちゃんが適任なの。なんせ友情を確かめ合うシーンだし、ね」







「『私を殴なぐれ。ちから一ぱいに頬を殴れ。私は、途と中ちゆうで一度、悪い夢を見た。君が若もし私を殴ってくれなかったら、私は君と抱ほう擁ようする資格さえ無いのだ。殴れ』」

　できるか無む茶ちや言うな！

　思わず内心で突っ込む。空手を嗜んでいたオレの拳は一種の凶器だ。それで女の子の薫を力いっぱい殴れるわけがない。

　いやまあこれは劇だけどさ。うーん、やっぱり素人だからかいまいち役になりきれてないな。

「カッちゃん台詞せりふ台詞」

「あ、ああ」

　他の部員に聞こえないぐらいの囁き声で薫に催促される。

　おっとそうだった。オレは慌てて手に持った台本に視線を落とす。

　オレが代役をするのはメロスの親友セリヌンティウスだ。奇くしくもサヤ姉にぴったりだと言われた人物である。

　なになに。

「『メロス、私を殴れ。同じくらい音高く私の頬を殴れ。私はこの三日の間、たった一度だけ、ちらと君を疑った。生れて、はじめて君を疑った。君が私を殴ってくれなければ、私は君と抱擁できない』」

　我ながらなんて棒読みだ、と恥はずかしさに赤面したくなる。でも変に感情込めて読むのもまたテレが入るというか。

　オレがたどたどしくも読み上げるのを薫は根気よく待って、終わるや思いっきり拳を振りかぶりオレの頬すれすれのところを空振りする。

　やはりオレは台本を確かく認にんするという一手間を挟んでから、その場にすっ転ぶ。これまたすげえ間が抜けている。

　ほんとにこんなんで感覚がつかめたりするのか？　むしろ狂うんじゃないかと心配になってくるんだけど。

　しかし、なんでよりにもよって『走れメロス』なんだよ。しかも、たった一度だけ友人を疑ったことを恥はじ入るシーンとか。

　親友である薫を疑いまくっている自分が、ひどく矮小でどうしようもない人間に思えてくる。暗に責められているんじゃないかという錯さつ覚かくにさえ襲おそわれる。

　ただただ、胸が痛い。

　すっと薫が無言でオレに手を差し伸べてくる。オレがその手をつかむと、ぐいっと引っ張られた。そこはやっぱり女の子、大した力じゃない。オレが思いっきり握ったら壊れちゃいそうだと思えるぐらい、繊細で小さな手だ。でも代わりに男の手とは違う、柔らかさと温かさが伝わってくる。

　少なくともこのぬくもりは、間違いなくリアルだった。







　オレの懊悩に斟しん酌しやくすることなく、時は緩やかに、だが止まることなく過ぎていく。

　文化祭までいつの間にか後一〇日を切っていた。

　何も変わらず、本当にいつも通りに、時間は無為に過ぎていく。

「カーくん、最近元気ないね。やっぱり演劇部大変なの？」

　朝、いつものように明あ日す香か先せん輩ぱいをみんなで迎えに行くと、挨あい拶さつが終わるなりそんなことを言われた。

　冬服は夏服に比べて露ろ出しゆつが減っているのは男心的に残念ではあるけれど、一方でフォーマルな感じがある分、先せん輩ぱいの清楚な雰ふん囲い気きが強調され、よく似合っている。

「え、ええ、まあ。やっぱり本番近いんで」

　これは本当。文化祭までにセットを完成させられず、舞台組の頑がん張ばりを台無しにするわけにはいかない。だから、なんとしてでも間に合わせるため、作業量は明らかに先週より増していた。

　忙しさを言い訳にしている自覚もあって、自分が嫌いやになるけど。

「じゃあ今日、スタミナ付く料理、作ったげる」

　聡さと里りがむんと両拳を握れば、

「何か悩み事あるなら言いなさい？　変な遠慮とかつまんないことしなくていいからね？」

　サヤ姉もつっけんどんな口調を装いつつも親身に接してくれる。

　サヤ姉は生徒会長にして文化祭実行委員長としてオレ以上に激務に忙殺されている。それをオレがはばかってるんじゃないかと気を遣つかってくれたのだろう。

　つまり、オレの様子がおかしいと、みんな思ってるってことだな。心配、かけてるんだろうなぁ。

「あっ、そだ！　文化祭、このメンバーに小沢くんも加えてみんなで一いつ緒しよに回ろうね」

　ぱんっと手のひらを打ち合わせ、明日香先輩が明るい声で提案する。ちょっと空気が重くなったのを察して、話題を変えたんだろうな。つくづく申し訳なさで心がいっぱいだ。

「聡里も行っていいの？」

「一いつ般ぱん開放されてるから問題ないはずだよ」

「じゃあ、行く」

　淡たん々たんと無表情に聡里は頷うなずくんだけど、そのふさふさの犬の尻尾がばっさばっさと左右にせわしなく揺れている。かなり楽しみなようだ。

「よし、これであとはあの二人をそれとなく紹介して……」

　明日香先輩がグッと拳を握りつつ、ぶつぶつと何かを呟つぶやいている。文化祭で回る出し物の算段でもしているのかな？

　でも、本当に明日香先輩、変わったよな。

　出会ったばかりの頃は、けっこう受動的なひとだったように思う。悪夢が終わってからは少し積極的にもなったけれど、どこかそれはおそるおそるって感じで遠慮みたいなものが感じられた。

　そこから行くと、さっきの明日香先輩のお誘いは、どちらかと言うと決定事項の「確認」に近いものだった。明日香先輩の中で、オレたちといるのが「自然」で「日常」になってるんだなぁと実感する。まあ、些さ細さいなことといえばそうなんだけど、やっぱり嬉うれしい。

「あたしもそれで構わないけれど……明日香には抜け駆けの前科があるからなぁ」

「……あったね」

「あわわ、そ、それはぁぁっ!?」

　じとっとした視線を向けられ、明日香先輩がうろたえ始める。

　夏休み前、オレと先輩は二人に内ない緒しよでこっそり縁日に遊びに行ったことがあった。今頃になってまさかそれを蒸し返されるとは夢にも思っていなかったのだろう。

「そうね、今回、明日香には一人で回ってもらうのもいいんじゃないかしら？」

「いいね、賛成」

「それはぁっ！　それだけは許してぇぇぇっ！」

　涙なみだ目で明日香先輩が二人にすがりつく。完全にテンパってるなぁ。

　まあそれだけ、明日香先輩、みんなと一緒に回りたいんだろうな。多分、今までそういう経験なかったんだろうし。

　その後も明日香先輩はしどろもどろになりつつも一生懸命弁解するんだけど、サヤ姉と聡里の二人はぜんぜん納なつ得とくしようとはしない。

　まあ、二人とも、本気で怒おこってるわけじゃなくて、先輩の慌てっぷりを楽しんでるだけっぽいけど。言葉尻をとらえては楽しそうに茶々を入れている。

「ひぃぃぃん、どうしてこうなっちゃうのー!?」

「「ぷっ、あはははははは!!」」

　涙目になって叫ぶ明日香先輩の悲鳴と、ついに我慢できなくなったサヤ姉と聡里の笑い声が、通学路に重なりこだました。

　その後、学校につくまでほっぺたをぷく～っと膨らませた可愛かわいらしい明日香先輩を見られ、なんてオレ得！　とか思ったのはもちろんないしょである。







「と言うわけでみんなで回るから文化祭の予定空けとけよー」

「ん、おおー。了解」

　登校時の経いき緯さつを信司に話すと、快い返事が返ってきた。

　まあ、サヤ姉信者なので当然と言えば当然だが。

　とりあえず明日香先輩にくどいぐらいに信司を誘えと念押しされたので了承が取れて良かったよ。まあ、例の二人組と、ってところなんだろう。

　どういう結末が待っているのか、それは誰にもわからない。動いた先には、その子にとってつらい未来しかないのかもしれない。でも、その子が信司とくっつく未来は、動いた先にしかないのも間違いない。

　少しだけ、心の中に苦いものが広がって、オレは慌あわててそれに蓋をする。

　すでに教室には生徒たちが揃い、おのおの一時間目の授業の準備をしている。ちらりと視界の端で、藤とう堂どうと薫が楽しそうに笑い合っているのが見えた。

　こうして見る限りだと、ほんと普ふ通つうの高校生にしか見えないんだよな。

「おいおい、今度は明智さんか？　いい加減サヤさんに殺されっぞ？」

「あ、いやそういうわけじゃねえって！」

　信司の皮肉に、自分が薫を凝ぎよう視ししていたことに気づく。うーん、あんまりジロジロ見るのはよくないってわかってはいるんだけど、つい……。

　ほんとオレ、なにやってんだろうな。

「しかしほんと、おまえの周り、女の子増えたな」

「……言うな」

　さすがに自覚がないとまで言うつもりはない。

　高校に上がるまでは、オレの周りにいる女の子なんてサヤ姉一人だったのに、それから明日香先輩、聡里、薫、希き優ゆさん、空、と、このたった半年の間に随ずい分ぶんと多くの娘と仲良くなったなぁと我ながら思う。

　しかもみんな、目を見張るような美少女揃い！

「ねえねえねえ！　はいっ！」

「あん？」

　いきなり藤堂がオレたちの席のほうに駆け寄よってきて、一通の手紙を手渡してくる。無地ではなくて、可愛らしくデコレーションされた凝こったものだ。

　これって、え？

　手紙を前にオレが戸惑う中、驚きよう愕がくを顔いっぱいに張り付けて、信司が慄おののきを顕にする。

「さらに藤堂さんもか……。どこまでいくつもりだ、おまえ？」

「あ、小お沢ざわくんのもあるよ」

「へ？　俺おれにも」

「そ。あたしの誕生日会の招待状！　ちゃ～んとプレゼント持って来なさいよ？」







「誕生日おめでとさん。これ、安物でわりいけど」

「髪かみ留め～？　ちっ、しけてるわね」

「そういうのは聞こえないように言うもんだからな！」

　あとそういう時は、開けていい？　とか訊くのが礼儀だから。やったそばから紙袋開けて中見やがって。

　破天荒にもほどがある。

「あはは、うそうそ。けっこうあんたセンスいいじゃん。ありがとねー」

　藤堂は嬉うれしそうな笑え顔がおとともにそっと髪留めを袋に戻す。まあ、とりあえず喜んでもらえたようで何よりだ。

「あ、藤堂さん、誕生日おめでとう。これは俺から」

「わあ、このハンカチかわいー！　ありがとー！　小沢くん！」

　オレの時とずいぶんと対応が違うな、おまえ……。

　文化祭を今週末に控えた今日一〇月一〇日が、藤堂の誕生日らしい。昔は体育の日だったけれど、ハッピーマンデー制度とか言う法律により祝日の資格を一〇月第二月曜日に剥奪された日だ。まあ、今年の一〇月一〇日は第二月曜日なので体育の日なのだが。ええい、ややこしい！

　ちなみに「目」の愛護デーでもあるらしい。こんな時にまで思い出させなくてもいいだろうに。ったく。

　藤堂の家は二階建ての一軒家で、同じ中学出身の明日香先輩の家からけっこう近い。その一階の居間と庭に仮設されたパーティー会場はとにかく人で賑わっていた。

　一般家庭の水準でみると、どちらもかなり広いほうだと思うのに、かなりすし詰めに近い状況だった。

「凄すごい人数だな。さすが情報通といったところか。おまえやっぱ顔広えんだなぁ」

「まあ、それほどでもあるかな」

「おまえはもう少し謙遜というものを覚えような？」

　まあ、実際言うだけのことはあるなぁ、と内心素直に感かん嘆たんしてるんだけれども。謙遜も過ぎれば嫌味になるって言うし、こいつはこういうキャラクターだし、これでもいいのかもしれない。

「じゃあ、あたし、他ほかのお客さんにも挨拶しなくちゃいけないからまたね。プレゼントありがとー。パーティ楽しんでって」

　プレゼントもらったら速そつ攻こうかよ、とちびっと思いはしたけれど、まあ、これだけの人数で、主役なんだから仕方ねえよな。

「おー、がんばれよー」

　オレが激励を送ると、ひらひらと背中越しに藤堂は手を振って応こたえる。

　それからクラスメートの女の子と早さつ速そく挨あい拶さつを交わし──かと思ったら、またすぐに他の人間のところへ。

　ほんとせわしねえやっちゃな～。

「貴ちゃーん、お誕生日おめでとー！　はいこれーっ」

　聞き覚えのある弾はずんだ声に、オレははっとする。

　この人混みの中でも聞き分けられる、よく通る美声、これもまた、彼女が天から授かったギフトなんだろう。

「わあ、薫、ありがとー！　愛してるーっ！」

「わきゃっ！」

　満面の笑顔で、藤堂が薫にがばっと抱だきつく。

　こうして見るとさっきまでの藤堂の笑顔は、愛想笑いだったんだなぁ、ってわかる。あいつにとって、薫はやっぱり特別、なんだな。

「喜び過ぎだよ、貴ちゃんってば」

　薫もちょっと照れた感じに、でも嬉しそうに藤堂を抱き返す。

　あの笑顔が作り物だなんて、やっぱりどうにも思えなかった。







　早々にパーティを抜ぬけ出し、オレはとぼとぼと独り街を歩いていた。

　せっかくの祝いの席で、変なことを考えているオレは、なんとなく場違いな気がして居た堪れなくなったのだ。

　とは言え特に他に用事もないし。

「さて、これからどうっすかな」

　ひとりごちた瞬しゆん間かん、ぐ～っと腹の虫が鳴った。

　そういえばパーティでほとんど何も口にしてなかったな。ソレをアテにして空腹で乗り込んだってのに、すっかり忘れていたぜ。

　ふむ、ここからならあそこが近いか。

「いらっしゃい。おや、ずいぶんとしょぼくれた顔してるじゃないか。明日香ちゃんに嫌われでもしたかい？」

　喫きつ茶さかりおすとろに足を踏み入れるなり、マスターが口の端を釣つりあげ冗じよう談だん交じりに声をかけてきた。

　午後の四時三〇分。ランチはとうに過ぎ、おやつの時間も過ぎて、でも、夕食時というには早すぎる。そんな時間だからか店内はがらんとしていて、他に客の姿はなかった。

「いえ、明日香先輩とは別に何も……」

「そうなのかい？　最近カーくんが元気ないって、心配していたよ？」

「うん、アタシも相談されたなぁ。襲っちゃえばってアドヴァイスしといたけどその調子じゃまだか」

「そう、ですか……」

　やっぱり心配させてたんだなぁ。

　注文を済ませ、オレは窓際の席に座る。明日香先輩と最初にこの店に来た時に座すわった想おもい出の席。そして明日香先輩がいつもこの窓から、ぼんやりと青せい陵りようの生徒たちを眺めていた場所、なんだよな。

　オレと出会う前のあのひとは、この席に座っていつも何を考えていたんだろう？

「はい、おまたせ」

　物思いにふけっていると、コトっとテーブルにサンドイッチが置かれる。そしてそのままオレの向かいに座る希優さん。

「あ、あの？」

「とりあえず、お姉さんに相談してみる？　今はお客さんもいないし」

「え、いや、でも……」

「身近だから言えないって気持ちはわかるから、さ」

　言って、希優さんはパチリとウインクする。ほんの一ヶ月前まで異能を宿し隠かくしていた左目で。

　そう、か。希優さん、罪を犯したことを身内に言えなくて苦しんでいたっけ。

「その点、あたしは同じ学校に通ってるわけでもなし。けっこう部外者っぽく思うんだけど……どう？　まあ、それはそれでちょっと悔しいけど、ね」

「希優……さん……」

　胸の奥おくから何かがこみ上げてきて、目頭が熱くなる。

　なんだかんだでやっぱりオレは、独りで抱かかえることがつらくなっていたんだろう。そんな途と方ほうに暮れていたオレに、希優さんの言葉はすっげえ胸に染みた。

　ほんとオレって、周りの人間に恵まれているんだなぁ。

「その、明日香先輩には……」

「うん、秘密はしっかり守るから。明日香にだって、言わない」

「ありがとうございます」

　さすが年上というか、察しがいいよなぁ。

　たった二歳しか違わないはずなのに、なんでこんなにこのひとは大人なんだろう。二年後にオレはこのひとぐらいになれているんだろうか。五年後ですら正直自信がない。

　なんでこんなひとが、オレなんかを……と未いまだに心底思う。まあ、今はもう一時の気の迷いだって思ってそうだけど。

「で、どうしたの？」

　組み合わせた指の上に顎あごを置き、じっと希優さんがオレの顔を覗きこんでくる。

　オレにはもう、その言葉に抗する術はなかった。

「その……友達が、親友だって思ってた奴やつが、実は悪いことに手を染めてんじゃないかって、いや、まだそうと決まったわけじゃないんですけど、えと……」

　たどたどしくオレは口を開く。口元を隠し、希優さんの顔も見ないよううつむきながら。

　言いたいことがありすぎて、上手くまとまらない。こういう時はサヤ姉のスペックがほんと羨うらやましい。

「オレのことも裏切ってんじゃないかって。親友だって想っていたのはオレだけで、そいつにとってはオレなんか実はどうでもいいやつなのかも、とか、そもそも親友を疑ってるオレのほうがひどいっていうか情けないっていうか……」

　一度堰せきが切れると、怒ど涛とうのごとく感情の波が噴き出してきて止まらなくなる。

　サヤ姉や明日香先輩は同じ学校に通っているし、ぼかしたところですぐにオレが誰だれを疑っているのか気がつくだろう。だから相談なんて、とても出来ない。

　だって、こんなのは──

「ただのオレの勘違いに違いなくて、だから、そうじゃないんだって証拠ずっと探しているのに、全然見つからなくて、疑いたくなんてないのに、疑惑は深まる一方で、ほんとオレ、もう、どうしたらいいのか……」

「……口元、汚よごれてるよ」

　すっと目の前にナプキンが差し出された。オレはまだサンドイッチに手を付けていなくて……でもオレはその厚意にまた涙が止まらなくなる。

「その子のこと、本当に大事に思ってるんだね」

「…………はいっ」

「そっかぁ」

　溜め込んだ息を全部吐はき出すように、希優さんは呟いた。

　いつの間にか店内には、ピアノの音が印象的な、ゆったりとした心が落ち着く音楽が流れていた。いつもはもっとポップな曲だったはずなのに。

　ちらりと店長のほうを見ると素知らぬ顔で食器を拭いている。こちらに目も向けない。

　……明日香先輩が通いつめるわけだ。

「詳くわしいこと全然知らないアタシが言っていいのかどうかわからないけれど」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、希優さんはそう前置き、

「やっぱり、さ。本人に確かめるしか、ないんじゃないかな？　カーくんの言うとおり、ただの君の勘違いだってわかったなら、ひたすら謝ればいいんだよ。親友だって言うのなら、きっと許してくれる。そしてもし、その子が本当に悪い道にはまりこんでいるようなら……」

「いるよう、なら？」

「無理やりにでも連れ戻す。それが、親友たる君の役目、でしょ？」

「そう……なんですよね」

　わかっていた。

　わかっていたんだよ、な。そうするしかないんだって、ことは。

　オレが目を背けていただけで。

「怖いよね。踏み出すことで、大事な物が壊れるかもしれないって思うと、踏み出せなくなるの、わかるよ」

「…………」

　その言葉はまさしくオレの心を言い当てていて。

　オレは何も言えなくなる。

　がたっと椅子を動かす音がして、希優さんが立ち上がる気配がした。情けないオレに愛想が尽きたのかなと一瞬考えたけれど、面倒見のいい彼女がそんなことするわけなくて、

「だから、勇気の出るおまじない」

　そっと優しく、細い指がオレの髪を梳くように撫でるのを感じた。

　相変わらず子ども扱いだなぁと思いつつも、なんとも言えない心地良さを感じている自分がいるのもまた偽りようのない事実だった。

　すげえ癒されるっていうか。うん、確かにこれは、がんばろうって、勇気が湧き上がってくる。

　ちょっと情けないけれど、今日だけはこの厚意に甘え――

　ちゅっ。

　えっ!?　い、今の感触ってまさかっ!?

「き、ききき、きゆさ……!?」

　キスされた額を押さえうろたえるオレに、希優さんは真っ赤な顔にこぼれんばかりの微笑みを浮かべて、力強く叫ぶ。

「がんばれ！　男の子っ!!」







　自分のベッドに寝ねっ転がって、オレは天井に向けて手を伸ばす。

　部屋の中は真っ暗で、広げた五本の指をオレの目が捉えることはない。だからきっとこの手が監かん視し者に映ることも、ない。

　両親は二人ともまた仕事で出張に出ていて、帰ってくるのは来週末とのことだ。いたらいたで鬱陶しいと感じるところもあるんだけど、あまりに静かすぎるのは、人の気配を感じないのは、少々気味の悪さを感じて好きになれない。

「覗き見ピーピング、か」

　相手の視界を盗ぬすみ見る《力》。実にいやらしく厄やつ介かいな能力だと思う。

　人間ってのは情報の八割を視覚から取得しているそうだ。

　つまり単純に、自分のプライベートの八割が見知らぬ誰かにだだ漏もれってことだ。読どく唇しん術じゆつまで身に付けているというのだからなおさらだ。

　正直、薄気味悪くて仕方がない。男のオレですらこうなのだから、女性の明日香先輩やサヤ姉なんかはもっと嫌けん悪おや怒いかりを内心で抱いていることだろう。

　また、監視者の親玉であろう小鳥遊たかなしは法こそ順守しているけれど、一方で法に抵触さえしなければ目的のために手段を選ばない悪辣さを持つ男だ。

　むしろそういう男だからこそ経済界で一気にのし上がれたという側面はやっぱりあると思う。サヤ姉いわく、法のグレーゾーンにこそ金脈や商機ってのは埋まってるもの、だそうだからな。少し前のサラ金なんかがいい例だ。

　そして、《オーバーライン》の能力は、現代科学の常識を逸脱したものだ。取り締まる法そのものが、ない。ある意味やりたい放題だ。

　小鳥遊が何を企んでいるかはわからない。別にオレたちに関係のないところであいつが何をやろうと勝手だけど、ヤツがオレたちに監視を付けている以上、明日香先輩やサヤ姉に強い関心を抱いていて、かつ何かに利用しようと企んでると見て間違いないだろう。

　希優さんの一件の時のように、被ひ害がいが出てからじゃ遅おそい。今度こそ取り返しのつかない事態に陥おちいってもおかしくないのだ。いつも上う手まくいくほど、世の中甘くない。ＦＯＥという言葉には妙みように不気味さを感じるし。

　こちらの動向が相手に逐一把は握あくされているというのは、かなり形勢不利と言わざるをえない。情報を制するものが最後に勝つ、とはるか昔から言われているし、な。ただでさえ相手は世界的大企業のトップっていう絶大な力まで有しているんだ。

　疑ぎ惑わくを抱いてもうはや二週間が経ってしまっている。いつまでもこのまま、無策に時間を費やしていていいはずもない。

　カマをかけようにも「女優」である薫のポーカーフェイスを素人のオレが見抜ける気がまるでしない。もし本当に薫が監視者だとしたら、下手に探りを入れれば、逆にオレが疑っているのがバレて警戒される、トンズラされるなんてことにもなりかねない。

「聡里の《力》なら、多分、いや絶対いけるんだろうな」

　人の考えていることが読める《オーバーライン》のあいつなら。

　けど、今ようやく普通の中学生としての暮らしを謳歌している聡里の《力》を借りるのはできる限り避さけたい。

　あいつの《力》は便利だ。そう、便利すぎるからこそ、危うさをはらんでいる。使うことに慣れていくことで感覚を麻痺させたくない。ちょっとしたことであいつの《力》を頼るようになりそうで、怖い。

　その先にあるのは、あいつの人生そのものを壊す一本道だ。

　委員長の時のように人の生死に関かかわる状じよう況きようならともかく、そういう何が何でもという緊急性には乏しい。いざって時には、ためらっちゃいけないんだろうけど、まだそのレベルではない。

　聡里に頼る前にまだ、オレがやれることが、やらなくちゃいけないことがあるはずだ。

　オレは今まで、逃にげていたから。

　真実を知るのが、そしてあいつとの仲が終わるかもしれないってのが怖くて。

　でも、親友だって思ってるからこそ、あいつとは真正面から向き合わなくちゃいけなかったんだ。

　甘ちゃんだって、わかってるけど、今までの全すべてが嘘うそだったなんて、やっぱりオレは信じたくない。

　そうだよ。もし本当に薫が監視者だとしても、きっと何かわけがあるはずだ。じゃなかったら、あんなことはきっとしないと思う。

　だからもし、あいつがオレを裏切っていたとしても、その笑顔の裏で助けを求めているのなら、オレはその手を掴んであげたい。

「腹……くくるしかねえよな」

　闇夜にかざした右手を、オレはぐっと力強く握りしめた。







「みんな忙しそうでわたしだけ置いてきぼりな感じだよ」

　週の明けた火曜日の昼休み、屋上にはお弁当箱のたこさんウィンナーを突っつきつつ、子どもみたいに拗すねている明日香先輩がいた。

　生徒会長にして文化祭実行委員長であるところのサヤ姉は、当然ながらほうぼうから引っ張りだこで、今も昼食がてら生徒会室で会議中らしい。

　その一の子分を自認する信司も、一年実行委員として、サヤ姉の手足となって駆けずり回っている。

　まあ、おかげでオレはこうして先輩と二人っきりの昼食を満まん喫きつできるわけだが。

「そんなこと言って、先輩だって最近忙しいでしょ？」

「わたし？」

「クラスメートの女子と、けっこう仲良くやってるみたいじゃないですか」

「えええっ!?　ど、どうして知ってるの？」

「そりゃ同じ校内にいるんですから、何度も同じ子たちと一緒にいるの見かけてたら気づきますって」

　なれそめから初めてのショッピングまでこっそり覗き見しちゃいました、とはさすがに言えない。でも、嘘も言ってない。実際、ちらほらそういうシーンを見つけては、微笑ましい気持ちで声をかけるのを遠えん慮りよしたりしてたし。

「そっかぁ。うん、その、仲良く……してもらってる」

　俯き加減にテレテレと、しかし嬉しそうに先輩が報告してくれる。

　傍はたで見ていても楽しそうだし上手くいってるんだろうとは思っていたけれど、本人の口から聞いて、胸のつっかえが完全に取れた感じだ。

「前ね、横町に一緒に秋物買いに行ったの」

「へ、へ～」

　いきなりその話題キター！　気まずいことこの上ねえ。

「女友達と一緒にショッピングってしたことなかったから、すっごく新鮮でドキドキして楽しかったなぁ。次の日、サヤにすっごい拗ねられたんだけどね。あたしの誘いを断るとはどういう了見よーっ！　って」

　当時を思い出してぽ～っと恍惚な表情を浮うかべたかと思ったら、どよーんっと疲つかれた笑いとともに溜ため息いき。

　結局、本人にも文句言ったんだな、サヤ姉。あんだけオレたちに愚ぐ痴ちってまだ足りなかったのか。どんだけ明日香先輩好きになってんだよ。

　サヤ姉の入院騒さわぎの際、先輩がサヤ姉のことを「尽くす女」と評していたけれど、ほんとそんなところあるなぁ。

「まあ、でも……今はもう、全てが順風満帆って感じだよ～」

　先輩はそう言って、気持ちよさそうに、「ん～♪」と伸のびをする。

　拍子に明日香先輩の標準を大きく上回るおっぱいがたゆんとしたのは、しっかり心のメモリーに保存しておく。

「ふふっ」

　じ～っと意味ありげな視線を、先輩はオレに向けてくる。

　うあ、もしかしてバレた!?

　でも、先輩の顔に浮かんでいるのはなんとも言えない柔らかな微笑みで──

「みんな、君のおかげだね」

「うぇっ!?　今回オレはなんも……」

　いや、ほんと身に覚えがないんですけど。むしろあえて傍観に徹していたぐらいだし。

　驚き慌てるオレに、先輩は自嘲めいた微笑みを向けてくる。

「君と出で逢あってなかったら、多分、ううん、きっと絶対、今もわたしは『絶対不可避の不吉を告げる魔女ラプラス』のままだった。いつも暗い顔でうつむいていて他人からわざと距きよ離りを置いて近づこうともしなくて、それでいて周りを羨ましそうに見てる、そんな女の子のままだった……」

「先輩……」

　言われて、オレは春先のことを思い出だす。

　初めて見た明日香先輩は、オレにとってまるで女神様に見えた。儚くて、切なげで、今にも消えてしまいそうな幽幻さに満ちていたから。

　もうその面おも影かげはない。今、オレの目の前にいるのは、ころころと楽しそうに笑ったり、失敗にいじけたり、怒ったり拗ねたりまた笑ったり、そんなただのどこにでもいる普通の女の子だ。

　女神様というには程ほど遠とおいけれど、だからこそこんなにも愛おしい。

「今のわたしの幸せは、全部、君から始まってるんだよ。君がサヤと小沢くんにわたしを引き合わせてくれて、そこに聡里ちゃんが加わって、希優さんとも友達になれて、空乃先生とも知り合いになれて……」

　明日香先輩は一人ひとりの名前を、その大事さを、尊さを、愛しさを噛み締しめるように指折り数えていく。

「今回もそう、みんなとの繋がりが、茂田さんと武居さんとの縁を運んできてくれた。そして、みんなと笑い合えるわたしじゃなかったら、二人はきっと、わたしに声をかけようなんて思えなかったんじゃないかな」

　茂田さんと武居さんというのは、先せん輩ぱいが最近仲良くなれたクラスメートの女子のことだろう。どっちがどっちかは判別つかないけど。名前のイメージ的にはハキハキしてるほうが武居さんか？

　そんな取り留めもないことを考えていたら、唐とう突とつに先輩が箸はしを置き、怖いぐらいに真剣な表情で、ピンっと背筋を伸ばして居住まいを正す。

　い、いったい何事!?　オレ、またなんか知らない内に先輩に説教されるようなことしでかした!?

「今までほんと、ありがとう」

「いいっ!?　ちょっ！　先輩！　い、いきなりなにを!?」

　三つ指をついて、コンクリートの地面に額が触れそうなほどに深々と頭を下げる先輩に、オレはあわあわと狼狽えるしかない。

　やおら頭を上げた先輩は、とても晴れ晴れとした顔をしていた。

「ふふっ、一度ね。君にはしっかりとお礼を言いたかったんだ」

「だからってここまでかしこまらなくても……いまさら水臭いっすよ」

　礼儀ってのは、そりゃ大切だとは思う。でも、一方で、どこか線引きされてるようなつれなさを感じるのも確かだ。あまりに他人行儀っていうか。

　事実、敬語で接するのを止めたサヤ姉と明日香先輩は、明らかに以前より親密さが増してる感じするし。

「あうっ、そっかな？　うーん、今、わたしが感じてる感謝を表すにはこれしかないかな～って思ったんだけど」

「それは、まあ、伝わりましたけど」

　ちょっと感謝しすぎじゃね？　とむしろ恐きよう縮しゆくしてしまったぐらいだ。

「ほんとのほんっとーにね、わたしは君に感謝してるんだよ。何も返せていないのが申し訳ないぐらいで」

「いや、返すも何もオレそんな大したことはしてないですって」

　オレなんか、ただのきっかけにすぎない。だからそう、ここまで感謝されるいわれなどどこにもないのだ。

　いくらオレが紹しよう介かいしたからって、先輩がイヤなヤツだったら、みんな離れていってたに違ちがいない。みんなと仲良くやれているのは、先輩自身の人柄によるところのほうがはるかに大きい。今の状況は、先輩が自分の力で掴つかみとったものだ。

「あ、そだ、先せん輩ぱい。うちの学校ってさ、文化祭の夜に、運動場で盛大にキャンプファイヤーをするらしいですね」

　この話はここでおしまいと話題をさっさと切きり替かえる。つーか照れくせえ。

　まあ、この話題も話題で、かなりこっ恥ぱずかしいのは確かなんだけど。

「う、うん、確かそれを囲んでフォークダンス踊るんだよね。わ、わたしは去年、見ているだけだったけど」

　先輩も例の話を知っているのか、ちょっとうつむき気味に、か細い声で答えてくる。

　フォークダンスは自由参加だ。踊りたいヤツだけが踊ればいいことになっている。

　まあ、でも、なんだ。

　夜、かがり火を囲んで、ゆったりとしたムードたっぷりな音楽に乗って、手と手を取り合って踊る二人。

　となれば自然と、男女で一いつ緒しよに踊るということは特別な意味を持つようになる。

「カーくん、誰かと踊る予定、ある？」

「な、ないです！　まったくフリーであります！」

「じゃあ、さ」

　そう呟つぶやいて、先輩は言葉を探すように視線をあちこちへとさまよわせる。

　せ、先輩、もしかして、オレを誘おうとしてる？

　うわ、うわ、うわああああああああ!!　心臓がドクドクドクドク早鐘のように鳴っているのが自分でもわかった。

　ごくりっと唾を飲み込み、オレは期待に心踊らせ続きを待つ。

「えと、サヤと、ちゃんと踊ってあげてね？」

　がくっ!!

　身体中から一気に力が抜け落ちる。ガラガラと足場が崩れ、奈落の底へとただひたすらに落ちていくような絶望感。

　ううっ、これはあれですか。サヤ姉と付き合いなさいとかそういう意味でしょうか？

　オレと付き合うつもりはないって、そういうことでしょうか？

　オレより、サヤ姉の友情を取ったってことでしょうか？

　終わった……オレの初恋終わった……。

「そしてその後でいいから、わたしとも踊って……ね？」

「………………へ？」

　素すっ頓とん狂きような声とともにオレは思わず顔を上げて、先輩の顔を見つめる。

　先輩は両拳を固く握りしめて膝ひざにおいて、トマトのように顔を真っ赤にしてうつむいている。え、えっと、これって、え？

「……踊って、くれないの？」

　心配そうに瞳を曇らせて、小さく囀るような声で先輩。

「踊ります踊ります！　踊らせてください！」

「そう！　良かったぁ！　じゃ、じゃあわたしはこれでっ！」

　真っ赤だった顔をさらに朱くして、明日香先輩は慌ただしく弁当箱を片付けると、そそくさと立ち上がり駆けていく。

　かと思ったら、出入口のドアの前で立ち止まり、こちらを振ふり向むく。

「そ、その時は、き、君に伝えたいこと、あ、あああ、あるから！　そ、それだけっ！」

　バタンっ！

　言い捨てて、ドアが勢いよく閉められる。

　独り残されたオレは、そのあまりの衝しよう撃げきにぽかんとしかできなかったのだけれど、やがてじわじわと実感が込み上げてきて──

「うおっしゃあああああああああああっ!!」

　高らかに大空に向けて咆哮を上げたのだった。
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「むふ、むふ、むふふふふふふふっ」

「な、なんか昼過ぎからカッちゃんが気持ち悪い……」

　放課後、いつものように演劇部でランニングに励んでいたら、隣となりを走っていた薫に毛虫を見るような目をされた。

　心なしか、いつもよりオレとの距離が開いているようにも感じる。

「いいことがあって、な」

「まあ、それは今のカッちゃんを見ればわかるよ」

　並走しつつ、うんと薫は頷いたかと思いきや、うししっと楽しそうな、それでいてあくどい笑えみを浮かべつつ、口元に手を添える。

「ついに憧あこがれの観かん田だ先輩と何か進展があったのかなー？」

「お、おま！　な、なな、なんでそれ!?　っ！　たーっ！」

　舌噛んだー。走ってる最中だった！

「いつも見ているからね♡　それぐらいわかるって。良かったじゃん」

「ってぇな、おい！　やりすぎだろ」

　ばぁんっと背中を強く叩かれ思わず振り向くと、そこにあったのは零れるような笑顔で、オレを心から祝福してくれているようで、だからまた心にもやもやが生まれる。

　いつも見ている、か。

　そうだな、本当に薫が監視者でいつも見ているならそれこそさっきの屋上での一幕も当然、見られていたに違いなくて。

　でも、オレが明日香先輩を好きなことをこいつは知っているはずで、だから想像がついたとしてもそれもおかしくなくて。

　……やっぱり、こんな堂々巡り、そろそろ終わらせなくちゃいけないよな。

　関係を変えるってのは、勇気がいる。

　そこに心ここ地ち良さを感じていればいるほど、このままでもいいんじゃないかって臆病な心がささやく。

　それでも、明日香先輩はオレに話を切り出してきた。

　思い起こせば、サヤ姉の告白も、冗談めかしてはいたけれど、きっとすっげえ勇気を振り絞しぼったと思うんだ。

　女の子がここまで頑がん張ばってんだ。

　男のオレが、いつまでも情けないこと言ってられねえよな。

「なあ、薫」

　ピタリと足を止め、オレは親友の背中に呼びかける。我ながら、怖こわいぐらいにその声は真剣さを帯びていた。

「え？　なに？」

　たったったっともも上げしながら、薫がバックしてくる。

　きょとんとした無邪気な顔を見ると、胸が痛んだ。決意を固めても、いざとなると怯ひるむ心が出てくる。

　ギリッと奥歯を噛み締め、心を奮い立たせる。

「話がある。部活が終わったら、屋上に来てくれ」







　日が暮れた校内は薄暗く、がらんとしていた。

　基本的に校舎を利用するのは文化系の部活だし、やはりそうそう夜遅くまで残るということはないだろう。

　さっき通りすがった運動場では、サッカー部員たちが帰り支じ度たくをしていた。うちの運動場にはナイター照明なんて洒落しやれたものもないし、ここまで暗くなっちゃうとそりゃ練習にならんわな。

　最後の階段を上り切り、屋上のドアノブを回し押おし開くと、キィィィィっと甲高い音が妙に耳に響ひびいた。

　見慣れてるはずの屋上なのに、街の灯りだけが頼たよりの薄うす闇やみの中では無味乾燥とした風景だけになんか荒こう涼りようとしていて、寂さびしさが強く印象づけられる。

　そう言えば、ちょくちょく利用しているけれど、こんな真っ暗になってからここに来るのって初めてだったな。

　その屋上の手すりに手をかけて眼下を見下ろしていた制服姿の女の子が、そっと風にたなびく髪かみを押さえて、オレの方を振り返かえる。

「遅いよ、カッちゃん」

「わりい。待たせたか？」

　部活終しゆう了りようの時刻は一緒でも、後片付けは裏方のほうが時間がかかる。いつもオレは、薫を待たせてばかりだ。

「いや、実はぜんぜん。ついさっき来たとこ」

　ぺろっと薫が悪戯いたずらっぽく舌を出す。

　ほんと……どこにでもいるちょっとお茶ちや目めな女の子にしか見えない。いや、可愛さは標準を大きく上回っているとは思うけど。

「で、こ～んな時間に、こ～んなところに呼び出して、な～んの用かなぁ？　もしかして告白!?　告白なの!?　きゃ～！　あ、でも、ボク、カッちゃんだったら……」

「真ま面じ目めな……話なんだ」

　爪が掌てのひらに食い込むぐらいに固く拳を握り締め、オレは薫が作ろうとしていた茶化した空気を破壊する。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、

「そっか……」

　薫は特に驚おどろいた素そ振ぶりも見せず、ふっと寂しそうに微笑む。

　まるでこの展開を予想していたかのように。

　終わってしまったお祭りを、懐かしむように。

　その表情に、「ああ、やっぱりな」と胸にストンと落ちるんだけど、同時に何故か、胸にはぽっかりと穴が開いたような気がした。

　そう、この瞬間、何かが終わったんだ。

「……おまえが……小鳥遊が放ったスパイ……なんだろ？」

　自分の放った言葉が、とにかく心に痛かった。

　希優さんと相談した時にさんざん泣いて涙なみだは出し尽くしたはずなのに、こみ上げてくるものがある。

「うん、そうだよ」

　実にケロリと、薫は頷うなずく。

　何の痛切も覚えていないかのように。

「ずいぶんとあっさり、認めちゃうんだな」

　それだけ口にするのも、多大な精神力を要した。

　予想していた、覚悟していたことなのに、ショックを受けているオレがいた。

「探りだったらすっとぼけるけど、もうそんな感じじゃなかったし。で、ボクをどうするの？　警察に突つき出す？　無理だよね、証拠なんかあるわけないし。となると、生徒会長たちとボクを私刑リンチにかける？　うわ、こわ～！」

　肩かたを抱だき、薫はぶるぶると震ふるえてみせるんだけど、全然怖がっているようには見えない。

　こんな時でも、道どう化けの仮面を被り続けるんだな、こいつは。

「そんなことは、しない。ただおまえを助けたいと思ってる。力になりたい、と」

「……いきなり何言い出すかな？　ボクは君を裏切っていたんだよ？　君たちの情報を小鳥遊さんに流していたんだよ？　憎むべき、相手だよ？　ほんと馬ば鹿かだね、カッちゃんは」

　薫がせせら嗤う。

　こいつの場合、目に見えているものをそのまま額面通りに受け取っても意味がない。

　オレは、ただ自分を信じるだけだ。

「それだって、わけがあるんだろ？」

「ははっ、つくづくお人ひと好よしだ。性善説とか信じてる口かな？」

「だったらなんで、オレにヒントなんか出してたんだよ!?」

　吼ほえるように放ったオレの言葉に、薫が沈黙する。

　そう、おかしいんだ。

　普ふ通つう、スパイってのは探ってる対象にバレないように行動するものだ。

　なのにこいつは、疑わしい言動を繰り返していた。『見てる』という言葉を執拗に印象的に残し続け、そして、常にオレに「警告」をも発していた。

『そんなんじゃ女の人に騙だまされるのがオチだね』

『Ａ　ｓｅｃｒｅｔ　ｍａｋｅｓ　ａ　ｗｏｍａｎ　ｗｏｍａｎ……』

『女は生まれながらの嘘つきで、だからこそ、生まれながらの女優なのさ』

『疑うのが、正当の心構えなのだと、わしに教えてくれたのは、おまえたちだ。女の心は、あてにならない。女は、もともと私欲のかたまりさ。信じては、ならぬ』

　騙されてるぞ、と。

　信じるな、と。

　女薫を。

　なんでスパイの薫が、わざわざこんな自分の正体をほのめかすような忠告をオレに投げていたのか。

　二度までなら偶ぐう然ぜんでも三度になれば必然だ。ついぽろっと口から漏れたってわけじゃない。何か意図があるのだ。

「気づいて、欲ほしかったんだろ？」

　そうとしか、考えられない。

　小鳥遊に何か弱みを握られて嫌いや々なのか、良心の呵責を覚えたのか、とにかく薫はスパイなんてやりたくなかったんじゃないだろうか。

「ふっ……ふふふ、あはははははっ!!」

　オレの問いに、薫は笑いをこらえ切れないとばかりに吹ふき出し、それはすぐに爆笑へと変わる。

　ひとしきり笑った後、満足気に、でもどこか諦あきらめたように、笑う。

「よく、ボクの出した問題を解いたね。カッちゃん」

「話して、くれるよな？」

「うん、どこから話したらいいかな……」

　薫が物思いに耽るように空を見上げた瞬しゆん間かん、キィ……っとオレの背後でドアが開く音がした。

　誰？　と振り返ると、そこにいたのは薫の親友、藤堂だった。ああ、いつも一緒に帰っている薫が校門に現れないから迎えに来たのか？

「わりい、ちょっと薫と大事な話をしてんだ。ちょっと席外してくれねえか？　もう少しで終わるから」

　言いつつ、オレは妙な悪寒を覚えていた。

　これは……いったい？

「いいんだよ、カッちゃん」

「え？」

　意外な言葉に思わず薫のほうに視線を戻した瞬間、唇を塞がれた。

　目の前にはこれまでずっと女だと意識して来なかった親友の目を閉じた顔があって──

　柔らかな、それでいて甘やかな感触に脳髄がしびれる。身体が金縛りにあったように棒立ちになる。
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　すっと離れた薫が、下唇に人差し指を当て艶やかにほくそ笑んだ。

「全てボクの書いた筋書き通りだから」

　ばちばちばちっ！

　耳障りな炸裂音とともに全身をとんでもない激痛が駆かけ巡めぐり、オレはその場にもんどり打つ。

「がっ……うぐ、ぐ……ぐぐっ！」

　今まで経験したこともない衝撃に、オレはただ苦悶の声を漏らすことしか出来ない。

　脇腹あたりにズキズキと鋭い痛みが疼く。しかもなんだ!?　身体が痺れて……動け……ないっ!?

　まるで雷にでも打たれたような……まさか!?

「ごめんね？　覗き見してたのは、あ・た・し」

　パリっとスタンガンから電気をほとばしらせ、藤堂がウインクする。

　な……んだとっ!?

「先入観。それが君の弱点だよ、カッちゃん」

　冷たく、感情のない、だが聞き覚えのある声が降ふってくる。

　今の声は、まさか、薫……なのか？

「君は知らないんだろうね。春先の観田先輩との未来を変えられたら付き合ってあげる、という賭け。あれ、邪じや魔ましていたのは君の従姉の生徒会長と、君の親友の小沢くんだよ」

　なんで今、そんな話を……

　疑問を覚えつつも、一方で、どこか納なつ得とくしているオレもいた。

　あの時オレは学校全体に監視網が張られているような気がした。サヤ姉には、ＳＳＳという校内全域に勢力を誇ほこるファンクラブがある。

　そして今なら、サヤ姉がなんでそうしたかってのもわかる。とても褒ほめられた手段じゃなくて、あのひとらしくないんだけど、でもだからこそ、それだけ必死ということで……。

「当時の君は多分、こう思っていたんだろう。義姉と親友が、邪魔をするわけがない」

「っ!?」

　まさしく当時のオレが思っていたことをそのまま言い当てられ、背筋が冷たくなる。

「なぜ君はずっと生徒会長の想おもいに気づかなかったのかな？　あれほどわかりやすかったのに。これにも答えをあげよっか。君があのひとのことを心の底から義姉としてしか、家族としてしか見ていなかったからだよ。そんなことあるわけがないって思い込んでいたでしょう？」

　なんだよ……こいつ、オレの心を読んでるみたいに……。

　これじゃあまるで、聡里じゃないか。

「他ほかにもあるよ。なぜ君は、生徒会長の苦しみに気づいてあげられなかったのか。これも簡単。君は彼かの女じよの強さを、心の底から信じ切っていたから」

　唐突に脳のう裏りにフラッシュバックする。

　あの時、あの病院で、「へえ、生徒会長が入院!?」なんて、素知らぬふりして驚いて見せた薫の姿が。

「君の勘かんは、生徒会長も絶賛していたけれど、本当にすごい《力》だよ。でもその真価は無意識だからこそ発揮されるところが大きい。強い思い込みや固定観念は、君の勘の阻害要因に成りうるんだよ」

　言って、邪に薫は嗤う。

　オレの親友の顔で、オレに悪戯する時のように、にんまりと。

「だから植えつけておいたのさ、君の心に。繰り返し繰り返し、見てるって言葉を。疑わしい言動を。ボクの《力》で、ね」

　そうだ。薫が《オーバーライン》とするならば、そして、覗き見が本当は藤堂というのなら、薫の能力はまったく別物ということになる。《オーバーライン》の能力は常に唯一無二ユニークのはずだから。

「《誘惑テンプテーシヨン》、それがボクの本当の《力》。ちょっとした催眠能力みたいなもの、と思ってもらえばいいかな」

　なんだよ、それ。催眠って人を思い通りにできる力ってことか。

　いくら《オーバーライン》の能力がどれもとんでもないといったって、そんな他人を思い通りにできる能力なんて、デタラメにすぎるだろ!?

「ふむ、その顔を見るとちょっと勘かん違ちがいしてるみたいだね。テレビか何かの影えい響きようが大きすぎるのかな？　催眠術ってのはそもそも、なんでも相手を意のままに操れるってシロモノじゃないんだ。本人がしたくないことをさせることなんて、できないよ」

　言って、薫は自嘲したように笑い、視線を眼下に広がる街へと向ける。

　今ここにいない誰だれかに、想いを馳せるように。

「そう、観田先輩に向いている君の想いをボクに向けさせるとかは、どれだけ望んでも、願っても、祈っても、呪っても、絶対にできないんだ。できる事といえば、今夜の夕食を何にしようか決めかねている人をハンバーグに誘ゆう導どうするとか、今日は松阪牛ステーキを食べたいんだけどお金がかかるし我が慢まん我が慢まん、とか思ってる人の背中を押すって程度かな。そんなちっぽけな《力》だよ」

　そして再びオレの方を振り返った時には、もう元の道化の笑え顔がおに戻もどっていた。

　ちろりとその真っ赤な舌が口元から覗のぞく。

「でも、思い込むと勘が鈍る君にとっては、相性最悪だったりするかもね？」

「ぐっ！」

「これでも劇団所属だしさ。本はけっこう読んでるほうでね。ミステリーの基本にこういうのがあるんだよ。『死体を隠かくしたいなら、その死体を深く埋めて、その上の浅いところに犬の死体を埋めておけばいい』ってね。異臭がした、なんか怪しいところがあったので掘ほってみた。犬の死体が出てきた。疑問に対する答えが提示されたら人は思考を停止させちゃうのよね。異臭の原因はこれかって納得して、それ以上、掘って確かめようとはしなくなる」

　まさにその通り、オレは薫が監かん視し者だとおぼしき情報に釘くぎ付づけにされていた。

　意識を完全にそっちに吸い寄せられてしまっていた。

　薫が監視者じゃないという情報は探していても、薫以外の容疑者を探そうとはまったくしていなかった。

　今ならわかる。認めたくなかっただけで、自分さえ誤魔化そうとしていたけれど、結局オレは薫を心の底では監視者だと思い込んでいた。決めつけていた。

「貴ちゃんが監視者だって情報も、君の前にはあったんだよ。《オーバーライン》の能力は願望が影響する。だったらこんな嘘つきより、学校一の情報通、噂うわさを集めるのが大好きな女の子のほうが、相応ふさわしいと思わない？　たった半年で学校一に上り詰めるなんて随ずい分ぶんと卓越した能力だと思わない？　毎日、部活に劇団に、大忙しのボクにメモをとったりボイスレコーダーに吹き込んだりしてる暇ひまがあったと思う？　貴ちゃんは帰宅部だけど♡」

　完全に手玉にとられたってことか、オレはっ！

　悔しいが、薫の言うとおりだった。目の前には確かに小さなヒントはあった。けど、薫がどでかく立てかけた誤った標識に、完全に誘導されてしまった。

「まあ、君の勘が最も鋭くなるのは、いつも大切な誰かが危ないって時だよね。どれだけ嘘で固めても、信じこませても、この時の君なら多分、見抜ぬいちゃうんだろうなぁ。でもほら、今は君の大切なひとたちは誰も危なくなんてない。ヒーローは、お呼びじゃないんだよ」

「そして、あんたの注意を完全に自分に惹きつけておいて、無警けい戒かいだったあたしにスタンガンで襲おそわせる。ほんといったい何重の罠を仕掛けるのかって正直思ったもんだわ」

　薫の隣で藤堂が、ふうっと呆あきれたように両りよう肩かたをすくませる。

　藤堂が現れた時に疾った悪寒、あれはそのまま藤堂に対してだったんだ。でも薫への意識が強すぎて、そして、藤堂の運動能力は大覇青祭を見る限り大したことはないと思い込んでいた。

　そこに振り向きざまのキスでいやがおうにも意識を薫に向けざるをえなくなり……不意を突かれた。

「いやいや、このひとに関しては念には念を、ぐらいでも足りないから」

　藤堂に薫は微笑ほほえみで応えつつ、スカートを畳むようにしてしゃがみこみ、動けないオレの顎あごを人差し指で持ち上げる。

「不思議に思わなかった？　海かい原ばらさんが君のことを『か～くん』と呼んだら女じよ性せい陣じんはみんな怒おこって君を責め立てたのに、ボクが君を『カッちゃん』と呼んでも、だ～れも気にしない。ライバルはこれ以上増えて欲しくない、そう思っているひとには、ボクはあくまで君の友達でライバルじゃない、って暗示はすがりたくなっちゃう、かな？」

「まあ、人間ってのは、真実なんかより信じたいものを信じるものだから、ね」

　藤堂が薄く笑う。

　その言葉は、かりおすとろの帰り、こいつがオレに言っていた言葉で──

「自制心の強い海原さんが、お金のことがあるにしても観田先輩の記き憶おくを消そうって決断できたのは？　大覇青祭や部活で、サボりたいなんて言ってたひとが病欠したのは？　黄色団が君を目の敵にしたのは？　剛ごう田だ先輩がらしくもなく一いつ般ぱん生徒を怪け我がさせちゃったのは？」

　ゾクリ。

　まさか……全部こいつの……仕業だってのか!?

「後はそうだね……常々、ボクのことをこう思っていなかったかい？　『明智薫はいいヤツだ』。『サバサバとした異性を感じさせないヤツだ』」

　っ!?

　非常に身に覚えのある言い回し。何度となく、オレが薫を表する時に使っていたフレーズだった。

「ボクって君が怪我をしていた頃ころはそりゃあいい友達だったと思うけれど、それからはからかってばっかりで、それほどいいヤツじゃなかったと思うんだけどな？　我ながら、けっこう女っぽくもあった気がするし」

「お、オレがら……お、おまらえれを友達だってろろらりらっれ……思っていたこともおもっていらろろも、から!?」

　ようやっと痺れがほんのわずかに薄れ、オレは何とか声を絞り出す。

　まるで呂律は回っていなかったけれど、薫には意味は通じたようだった。

　深く深く頷いて、言う。

「そう、ただの思いこみだよ。君のことだ。親友のボクとの決着は二人っきりでつけようって考えたでしょう？」

　オレの行動が恐ろしいほどに完全に読まれていやがる。

　いや、読まれてるんじゃなくて、誘導……されたのか？

「ちなみに劇の題材を『走れメロス』にしたのもボクの差し金さ。知ってるかい？　あの話は作者の太宰治の、親友を見捨てた実体験が元になっているんだよ。まあ、現実なんてこんなもんってことだね」

「こ、ここまで手をこませて……い、いったい何が、目的……だっ!?」

「ん～、呂律が回るようになってきたね。目的は、なんで演技力を鍛きたえているのかって時に言ったかな」

　適当におしゃべりしつつ、薫は藤堂からスタンガンを受け取り天高く掲げる。

　パリっと夜空に蒼く美しい、そして恐おそろしい光がほとばしった。

　まさか──

「ボクたちの運命を弄んだ、神様に復讐するためさ」

　ばちばちばちっ！

　再度、全身を襲う激痛に意識が遠のく。

　ぼやける視界で、薫が慈母のように優やさしく微笑んでいるのが見えた。

「大だい丈じよう夫ぶ。安心して。殺したりなんてしないから。君はボクが計画を実行する上で最も障害となりうるであろう厄やつ介かいな敵だったけれど、一方で君こそがパンドラの匣を開ける鍵でもあるのだから、ね」

　その言葉を最後に、オレの意識は闇やみへと沈んだ。







「大丈夫、薫？」

「え？　なんでそんなこと聞くの？」

「……涙」

「あれ～？　おっかしいな。こんなの筋書きにはないはずなんだけど」

「あたしの前でまで無理、しなくていいから」

「うん、あ～あ～、せめて、一緒に何かを成し遂げた想い出ぐらいは、作っておきたかったなぁ。気づくのが早すぎだよ。まあ、これも運命、かな。……ねぇ、カッちゃん、嘘うその上手な吐き方って知ってる？　嘘にね、ときどき本当のことを混ぜるんだよ？」







カーテンコール







「聞いてませんよ、薫かおるさん!?」

　バンッと荒々しく机に両手を叩たたきつけ、私は立ち上がる。

　彼女の報告は、私にとってまさに青天の霹靂もいいところだった。

　破滅への序曲にすら思えた。

「拉致監禁!?　一体何を考えているんですか!?」

「いやー、だって正体バレちゃったし」

　私の叱責に、長い黒髪の美女はしれっと答える。

　まさに馬耳東風とはこのことだ。

　パリっとしたスーツに身を包つつみ、眼鏡をかけた、その理知的な印象からはかなり強い違い和わ感かんがある。

　当然か。この姿はあくまで私──小鳥遊たかなし京きよう水すいの秘書として世を忍ぶ仮のもの、本来はまだ弱冠一六歳の少女に過ぎないのだから。

　……なるほど、今回の一件はまさにその、若さゆえの未熟のせいか。突とつ発ぱつ的てき事態に我を忘れたのだろう。

　おどけてこそいるが、もっとタフで頭の良い女性だと思っていたのだが。どうやら見誤っていたらしい。

「高たか尾お女史らが何を言ったところで、何の法を犯しているわけでもない貴女あなたを追い詰めるなどできません。転校でもすればなおさら手の出しようもない。それだけの話だったというのに、なんてことをしでかしてくれるんですか」

　怒いかりのあまり、目眩さえ覚える。

　失望のため息とともに、私は電話の受話器に手を伸ばす。

「どこに電話するの？」

「警察に貴女を突き出だすんですよ。あくまで私は無関係ですからね。私自ら通報すれば、教唆を疑われることはないでしょう。まあ、事実、貴女ひとりの暴走ですしね」

「わあ、トカゲの尻尾切りだ」

「なんとでも言ってもらって結構」

　私は唯一無二な能力を持つ人間が好きだ。

　そして、無能な人間が大嫌きらいだ。

　いくら《力》があろうと、類まれな演技力を持っていようと、こんな悪手を打つような頭の悪い人間を切り捨てることに、何の未練もない。

「そこまで大げさに考えなくてもいいって。小鳥遊さんなら、警察を黙らせることぐらいできるでしょ？」

「ふざけないでください。高尾女史の想い人でしょう？　あのひと相手にこんな明確な弱みを与えるなど、自殺行こう為いもいいところです！」

「……ふー。ルールを守って戦う。それが帝王小鳥遊京水の矜持であり美学。やーっぱ、委員長や海原さんの時のようなグレーゾーンはなんとかなっても、明白な違法行為を許容させることはできない、か。ほんとしょっぼい《力》」

「何の話です？」

　いや、もう気にするまい。彼女はもう頭の配線が何本か切れてしまっているようにしか見えない。

　これはもはや狂人の類だ。関わりあうだけ時間の無む駄だというものだろう。

「んー？　貴方あなたはもう用なしってことさ、小鳥遊さん」

「それはこっちの台……」

　バンッ!!

　いきなり扉とびらが乱暴に押し開かれ、ズカズカと複数の男たちが入室してくる。皆みな、見覚えのある顔ではあった。私が取り立て、才能を開花させ、そして絞り尽くした人間たちだ。

　なぜ彼かれらがこんなところに？

「なんですか、君たちは。私は入室を許した覚えは、待て、それ以上近づくこ、ぐあっ！」

　一人に右肩を、もう一人に左肩を掴まれ、問答無用で床ゆかへと押し倒たおされる。

　おのれおのれおのれっ！　この小鳥遊京水に無礼なっ！

「貴様らっ！　こんなことをしてただで済むとでも……な、なにを、ふぐぉっ！」

　髪を掴つかみ上げられ、次の瞬間、床に顔面を思いっきり叩きつけられた。

　私が目をかけている職人にオーダーメイドで作らせたお気に入りのペルシャ絨毯に、紅い染しみが広がる。私の鼻血だった。

「ふふっ、よっぽど恨まれてるんだね、小鳥遊さん？　このひとたち、貴方を痛めつけたくて仕方なかったみたいだよ？」

　魔ま女じよが私の前に立ち、くすくすと楽しそうに笑みを零こぼす。

　下賎な分際でこの小鳥遊京水を見下ろすとはっ！

「さて、と。小鳥遊さんにはこのひとたちとしばらく避暑地の別荘にでも行っててもらおうかな。すべてが終わったらちゃんと解放してあげるから。殺さないように《力》できちんと言い含めておくけれど、うーん、本気は変えられないからなぁ。とりあえず命があることを心から祈っといてあげる」

「《力》で言い含める!?　貴女の能力は覗き……」

「ふふっ、いつからボクの《力》が覗き見みだと錯さつ覚かくしていた？　って、ボクがそう自己申告したせいだよねー。貴方みたいな人相手に全すべてのカードを晒す気には、ボクはちょっとなれなかったから」

　少女が、私の机に歩み寄り、その引き出しからあるレポートの束を取り出す。私が彼女に調べさせた《オーバーライン》に関する報告書だった。

　それをピラピラと私の顔の前で小馬鹿にするように振ってみせる。

「でも、なんで信じたのかな～？　ボクのことを魔ま性しようの女と称したのは、天才女優だと絶賛したのは、貴方じゃないか小鳥遊さん。ボクが嘘つきだって知ってたよね？　なんで自分だけ騙されてないなんて思っていたのかな？　ちゃんとヒントも残しておいてあげたのに」

　少女はパラパラっとレポートを捲り、バッと私の前に自分のページを差し出してくる。

「ほら、ここ、ここ。ちゃんと書いてるでしょ。『ボクの能力はスティールラブでっ！　ヤツはとんでもないものを盗んでいきました。貴方の……心です』。ふふっ、ＬＯＶＥイコール愛イコールＥＹＥアイって、勝手に思い込んじゃったかなぁ？　名作映画の有名な台詞せりふだし、冗じよう談だんだと思っちゃったかな？　でも文字通り、心を盗むのがボクの本当の《力》だったり♪」

　道化じみた少女の口から、くすくすと嘲笑が零れる。

　その笑顔が白磁の無貌の仮面に見えた。

「さて、貴方に《オーバーライン》の情報を教えたのは誰だったっけ？　フォレストオブエデン計画の素案を語ったのも」

　なにを……この女はいったい何を言っているんだァっ!?

　私は、私の意志で、計画を……っ！

「じゃあ小鳥遊さん。今までいろいろありがと。ばいばい」








To be Continued









あとがき







　ふと、気づいたし！

　なんと、今巻で伍長さんによりイラスト化された女の子の数がついに一〇名の大台を突破しておりました！

　一巻の頃なんてヒロイン二人だけだったのに、思えば遠くへ来たものです。

　そんなこんなでお久しぶりです、鷹山誠一です。

　え？　ぱんつはどうしたって？

　もうぱんつネタなんてとうに尽きましたよ!!

　三巻ぐらいで完結かなぁ、とか勝手に考えて、なんとなくノリで始めたらまさかネタが尽きるまで続くとは思ってもいませんでした。これもひとえに拙作をお買い上げくださっている皆さまのおかげであります。ありがとうございます。

　さて、ちょっと時期が経っちゃってるのですが、第６回ＨＪ文庫大賞の授賞式に行って参りました。実は第６回大賞の柑橘ゆすら先生は某投稿サイト出身で、そういう縁もあって鷹山を探していたそうなんですね。

柑橘先生「鷹山先生にご挨拶したいんですけど、どんな方ですか？」

編集さん「背中に鷹一文字背負って、ピコピコ動く猫耳付けたひと」

柑橘先生「なんですかそれぇぇぇぇっ!?」

　なんて一幕があったとかなかったとか。柑橘先生の作品も同時発売されてるはずですので手にとってみていただければ幸いです。つーか何やらかしてんですかね、自分（汗）

　最後に謝辞を。

　担当様、いつも本当にありがとうございます！　今回は普段よりちょっとだけ原稿あげるの早かったですよね？　ね？　え？　…………すいません、もっとがんばります。

　伍長様、本作のカバーは個人的に最高の出来でした！　多謝！　そしていつもいつも原稿遅れ気味で申し訳ありません。で、でも、今回は普段よりちょっとだけ早（以下略）

　そして、この本の制作・流通・販売に携わったすべての方々に感謝を。

　なによりこの本を手にとって下さった読者の皆様に心よりの感謝を。

　ではでは七巻にてお会いしましょう。


鷹山誠一









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


鷹山誠一先生／伍長先生
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